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理の外側で







　宇宙と時間は、川の流れに似ている。

　川の始まりは源流から溢あふれ出でた一筋の小さな清水だが、水かさを増し、高きから低きに流れるうち、何かの拍ひよう子しで分ぶん岐きして複数の川に分かれていく。その逆に、一ひと度たび分かれた流れが合流する事もある。そういう事を繰くり返かえしながら、川は流域面積を広げ、大地を潤うるおしていく。

　宇宙と時間もそれと同じだ。最初は一つだった宇宙が、時間の経過に伴ともなって複数の宇宙に分かれていく。コインを投げ上げた時に表が出るか、裏が出るか。そんな些さ細さいな違ちがいで宇宙は分岐していく。そのコインがサッカーのコイントスであれば、試合の結果が大きく変わってくるだろう。それが宇宙の分岐、並行宇宙の発生だ。またその逆に分かれた宇宙が合流する事もある。投げ上げたコインがトレビの泉に落ちたなら、それが表だろうと裏だろうと結果は大して変わらない。他の多くのコイン達たちに埋うもれ、個々のコインの表ひよう裏りの意味を失う。量子論の指し摘てきする確率の雲の中に消えていくのだ。分岐した宇宙の中でも元の宇宙との差が微び小しような分岐は、このように元の宇宙に吸収される場合が多い。そのあたりも川と事情は変わらない。大きな岩が川の流れを左右に分けても、結局はすぐに合流してしまう。そうやって宇宙は分岐と合流を繰り返しながら、大きな歴史を編み上げていく。そして我々はその歴史という編み物の糸の中で生活しているのだ。










　孝こう太た郎ろうはその糸の中から弾はじき出だされてしまった。

　原因はクランが使おうとした超ちよう時じ空くう反はん発ぱつ弾だんという新型の爆ばく弾だんだ。孝太郎はそれが発射されて大きな破は壊かいを引き起こす前に剣けんで弾だん頭とうを両断、発射を阻そ止しした。しかしその時、弾頭は蓄たくわえられていたエネルギーを解放。正しく起き爆ばくした訳ではなかったので、その効果はクランの設計の何分の一かでしかなかったのだが、それでもクランやその宇宙船『揺ゆり籠かご』、そして孝太郎を宇宙の外へ弾き出すのに十分な威い力りよくを備えていた。

　なお悪い事に、超時空反発弾は制せい御ぎよなしにエネルギーを解放した為ため、宇宙の外側のなかでも一番厄やつ介かいな場所へ孝太郎達を送り込んだ。

　そこは宇宙の始まり。川に例えるなら、源流と言うべき場所だった。

　宇宙の外側は、生物が生きられるような場所ではない。生物どころか、物質さえも存在しえない場所。一いつ切さいの物理法則が存在せず、正確には場所ですらない。そのうえ孝太郎達が送り込まれたのは宇宙の源流。そこには無限に圧縮された空間と、無限大の可能性が存在していて、それらを完全に静止した時間が凍こおりつかせている。全すべてが可能でありながら、何も出来ない。始められるのに、何も始まらない。そこは宇宙の歴史という巨きよ大だいな編み物において、唯ゆい一いつ無む二にの例外だった。

　そんな場所―――極きわめて観念的な意味だが―――に送られたものだから、孝太郎達はそこへ出現した途と端たんに無限に圧縮されて素そ粒りゆう子しよりもなお細かく分解され、そこを満たす無限大の可能性と同化して消しよう滅めつしていく筈はずだった。










　しかし、そうはならなかった。

　孝太郎達を救ったのは、そこに存在していた一つの意思だった。その意思はそこを完全に支配していたので、孝太郎達が出現する前兆を感じ取り、出現と同時にその身が消滅しないように保護した。

『これはいったい………』

　だが、その意思が最初に感じたのは大きな戸と惑まどいだった。その場所にはその意思しか存在していない。これまでずっとそうだったし、これからもずっとそうである筈だった。ここは空間が圧縮され、時間が凍りついた場所。その意思にとって、自分以外のものを感じる事すら初めての事だった。だからその驚おどろきは深く、同時に孝太郎達に強い興味を持った。

『この少年は………？』

　その意思が特に興味を持ったのが孝太郎だった。その場所に出現したものは全部で三つ。孝太郎とクラン、そして宇宙船の『揺り籠』だ。その中でも孝太郎の保有している可能性の総量が群を抜ぬいて大きかった。単純なエネルギー量の比ひ較かくなら当然宇宙船である『揺り籠』の方が大きかったのだが、その意思は孝太郎が保有している桁けた違ちがいに大きな可能性に興味を惹ひかれた。

『この場所には私以外は存在しえない筈なのに………この少年は何な故ぜここに………』

　意思は孝太郎に注目し、その身体からだと精神を調べる事にした。自分以外の存在。この場所以外からやってきた存在。意思にとって、これほどに興味のある事こと柄がらもなかった。

　だが、いざ孝太郎を調べようと力を振ふるった時、この意思は再び戸惑う事となる。新たな戸惑いは、自己の中に生じた僅わずかな違い和わ感かんによるものだった。

『………少年………？　私はどうしてこのオブジェクトを少年と呼ぶの？』

　意思は自分が孝太郎の事を『少年』と呼んでいる事に違和感を感じていた。それは意思自体が保有していた単語ではなかったからだ。

『いえ、それ以前に私ですって？　私………そう、私は私を私と呼んでいる！』

　そしてもう一つの違和感は、意思の自己への認にん識しきだ。これまではそういった自己への明確な認識がなかった。ここにある存在は一つだけだったから、区別をする意味はなかったのだ。しかし孝太郎達の出現と共に、個々の存在を分けて認識する必要が出来た。それゆえ意思は自己を明確に認識するに至った。

『この少年から「私」の認識が流れ込んで来ている！』

　そして孝太郎との接せつ触しよくが更さらなる変化を引き起こした。意思が孝太郎を調べようとその精神に接触した事で、孝太郎の認識が意思の側へ流れ込み、これまで観測する者もおらず不確かだった意思の存在を明確に定義していった。

『この少年は固有時間の過去において、私と出会った事があるのだわ!!』

　孝太郎の傍そばに小さな白い光が出現する。それは孝太郎が最初に意思に与あたえた形。その光は次し第だいに大きくなり、ある程度の大きさになった所で何かの形に集束していく。光は集束するほどに明確な形を得て、遂ついには実体を持つに至る。

『その時の私はこういう姿をしていた。だから今、私はこの形を与えられたのですね………』

　それは、穏おだやかで優やさしい目をした一人の少女だった。

　孝太郎の傍に現れた光は、集束して少女の姿に変化した。孝太郎との接触が、意思に明確な形を与えたのだ。そして接触の影えい響きようは姿形だけに留とどまらなかった。自己の認識に始まり、時間や空間の認識、果ては言葉に至るまで。影響は意思の―――いや、彼かの女じよの存在全てに及およんでいた。

『オブジェクトのタグは里さと見み孝太郎………そう、あなたは孝太郎というのね………』

　そして彼女は孝太郎を知る。それは彼女が今の姿と精神に変化したからこそ、理解できる内容だった。

『ＩＤには複数の記述がある………パラメーター的にはただの人間のようだけど、桁違いに多くの可能性を与えられている………』

　彼女が読み取ったのは、孝太郎を形作っている情報だった。身長や体重は言うに及ばず、遺伝的な情報や、どんな人生を送ってきたかなど。ありとあらゆる孝太郎の情報が彼女の中に流れ込んでいった。

『でも記き憶おく域いきにはプロテクトがかかっている………以前孝太郎と出会った私が、記き憶おくを読めないようにしているのね………』

　しかしその情報の一部は暗号化されて読めないようになっていた。彼女が知りたいと思った情報の多くはそこに含ふくまれていて、知る事が出来なかった。だがそれでも、彼女が一番知りたいと思っていた事だけは、知る事が出来た。

『でもそう。そうなのね………。何も無いこの場所にも、やがて星が、命が満ちる………私は、ずっと一人ぼっちではないのだわ………』

　それは彼女が一人きりのままではないという事だった。

　孝太郎達が出現するまでは、彼女は明確に寂さびしいという認識を持っていた訳ではない。しかし漠ばく然ぜんと、自分がこの場所に一人きりである事に苦痛を感じていた。そしてこれまでがそうであったように、これからもずっとそうであると感じ、逃のがれ得えぬ苦痛に苛さいなまれてきたのだ。時間の凍りついたこの場所では、それがどれだけの期間であったのかを表現するのは難しい。しかしあえてそれを人間の感覚に置おき換かえるなら、普ふ通つうの人間の寿じゆ命みようの数百倍に相当するような、果てしなく長い時間だった。

　だからこそ彼女は孝太郎から得た情報に喜びを見み出いだした。いつか宇宙が生まれ、そこに星が輝かがやき、やがて命が満ちる。彼女は自分が一人きりのままではないと、希望を持ったのだった。

「………あ、れっ………？」

　そんな時、これまでずっと気絶したままだった孝太郎が目を覚ました。目を覚ました孝太郎は状じよう況きようが理解できず、ぼんやりとあたりを見回していた。そんな孝太郎に、彼女はそっと微ほほ笑えみかけた。

『孝太郎』

　孝太郎は声に誘さそわれて少女に目を向ける。

「君は―――」

　その声を聞き、その顔を見た時、孝太郎は不思議な感情に囚とらわれた。

　―――俺おれはこの子を知っている………。

　それは目の前の少女に対する親近感だった。まるでずっと一いつ緒しよに過ごしてきたかのような。例えるなら、孝太郎が侵しん略りやく者しやの少女達に向けている感情に極めて近いものだった。

　―――けど何かが違う………俺はこの子の事を知らない………。

　しかしそれはあくまで感覚だけのものであって、孝太郎には彼女に関する記憶は無かった。それが孝太郎を強く戸惑わせていた。

『初めまして、孝太郎。でもあなたにとっては、久しぶりと言った方が良いのかもしれませんね』

　だが少女がそう言った瞬しゆん間かん、孝太郎の脳のう裏りに蘇よみがえるものがあった。

　薄うす暗ぐらい地下、石いし畳だたみの床ゆか。周囲を囲む数本の石柱と、中心に置かれた石像。そしてその石像に重なるように現れた少女。

　―――この記憶は………？

　それは記憶の断だん片ぺん。彼女の囁ささやいた言葉によって、そういった断片的な記憶が孝太郎の脳裏に呼び起こされていた。

「ぐっ………」

　しかしそれらの記憶を統合して、はっきりと思い出そうとすると、孝太郎の頭に鈍にぶい痛みが走った。

　―――この子は誰だれなんだ………？　俺は一体何を忘れている………？　それにこの頭痛は………？

　確かに見覚えがあるのに、思い出す事が出来ない。何とか思い出そうとすると頭痛が酷ひどくなる。思い出すのを止めれば頭痛は治まるのだが、自分にとって大事な事のような気がして、孝太郎は記憶を探さぐるのを止やめる事が出来なかった。

『無理に思い出そうとしないで、孝太郎………』

　そんな孝太郎に、少女は労いたわるような視線を向ける。

『あなたの記憶には鍵かぎがかけられているのです』

　そして彼女は小さく微笑み、孝太郎の額にそっと手を当てた。その手は小さく、孝太郎よりも僅かに体温が低い。ひんやりとしたその感かん触しよくは、孝太郎の気持ちを、記憶を探る事から引ひき剥はがした。

「………鍵？」

『はい。私では解けない、複雑な鍵です』

　暗号を施ほどこすのと解くのでは、解く方が圧あつ倒とう的てきに難しい。当然、別の時代の自分―――能力が互ご角かくの相手では、暗号の解除は望めなかった。

『もう眠ねむってください、孝太郎。あなたには行くべき場所があるのですから………』

「行くべき場所？」

　少女が孝太郎から得た情報の中に、特とつ記き事じ項こうとして書きこまれていた情報があった。それは未来の少女自身が書き残したメッセージ。孝太郎が向かうべき時代と場所についての情報だった。

『きっとそこで誰かが、あなたを待っているのでしょう』

　少女がそう言うのと同時に、孝太郎の意識が徐じよ々じよに薄うすれ始はじめる。少女の新たな力が作用して、孝太郎を眠りに誘っているのだ。だが孝太郎は恐きよう怖ふを感じていなかった。それは目の前の少女が、優しく微笑んでいるからだった。

「………何で、泣いているんだ………？」

　薄れゆく意識の中で、孝太郎は少女が泣いている事に気付いた。彼女の表情は笑え顔がおのままだというのに、その頬ほおを大おお粒つぶの涙なみだが濡ぬらしていた。

『あなたと出会えた事が嬉うれしくて。これまでずっと、一人きりでしたから』

　無限に続くと思われた孤こ独どく。そこから彼女を救ったのは孝太郎との出会いだった。その喜びは簡単には表現できない。笑顔や言葉だけでは足りないほどに。

『そしてあなたとのお別れが寂しくて。これからしばらく、一人きりですから』

　孝太郎には向かうべき場所がある。少女にはここに残ってやらなければいけない事がある。だからここに宇宙が生まれ、星と命が満ちるまで、少女はしばらく一人きりになってしまう。彼女はそれが悲しい。涙を堪こらえられないほどに。

「………寂しい時は、自分から変えていかないと駄だ目めだって、親おや父じが言ってた………」

『ふふふ、それを、思い知った所です』

　真っ白くなっていく孝太郎の視界の中で、少女が涙を拭ぬぐう。

　―――よかった………。

　涙を拭った後に少女が浮うかべた表情が笑顔だったので、孝太郎は少しだけ安あん堵どした。そして安堵して気が緩ゆるんだからだろう、孝太郎に眠ねむ気けが一気に押おし寄よせてくる。孝太郎はそれに抵てい抗こうせずに身を任せた。その代わりに、最後に一つだけ少女に質問する。

「また………会えるかい………？」

　優しくてあたたかいけれど、一人きりで寂しげな少女。そんな彼女に孝太郎はもう一度会いたいと思った。

『はい、必ず』

　返って来たのは嬉しそうな声。

『でもその時に、あなたは私の存在を望んでくれますか………？』

　しかし続く言葉は不安そうに聞こえた。

　―――また、寂しそうにしてるのかな………。

　心配になった孝太郎は、眠りに落ちそうになるのを必死にこらえながら、彼女に告げた。

「望んでなきゃ………また会えるかどうか………訊きく訳ないだ………ろ………」

『………ありがとう、孝太郎………また会いましょう………』

　孝太郎にはそこまでで精せい一いつ杯ぱいだった。

　―――なまえ………きくのわすれた………。

　最後にそんな事を考えながら、孝太郎の意識は眠りの底に落ちていった。それを見届けた少女は、自身に備わった力を振るった。すると力は孝太郎やクラン、『揺り籠』を包つつみ込こんで強く輝き始める。

『さようなら………いつか、また………』

　そうして少女は孝太郎達を送り出した。孝太郎達はそこから消失し、いずこかへと消え去った。少女はしばらく孝太郎のいた場所を眺ながめていたあと、胸の前で手を組み合わせ、両目を閉じる。

『最初の星は青く輝けばいいけれど………孝太郎の鎧よろいと、同じように………』

　そして彼女は宇宙と時とを編み始める。

　百数十億年後に、孝太郎と再会する事を、夢見ながら。







異邦の地







　孝こう太た郎ろうが目を覚ましたのは、鬱うつ蒼そうと木々が生おい茂しげる森の中だった。

「い、いったい何が………」

　孝太郎は何度か頭を振ると、その場に立ち上がる。

「あいたたたたたっ」

　すると身体からだ中じゆうに痛みが走った。身体を動かした事で、クランとの戦いで負った傷が痛んだのだ。だがその痛みのおかげで孝太郎は完全に目を覚ました。そして孝太郎は痛みで顔をしかめながら、身体の怪け我がを確かく認にんしていった。

　―――もっと酷い怪我をしているかと思ったけど、こんなものだったか………。

　孝太郎の記憶では最後に『揺り籠』を攻こう撃げきした時に、何度かビームやレーザーを浴びた覚えがあった。だがその記憶とは裏腹に、孝太郎の身体に深刻なダメージは無い。動かして痛む部分はあるが、軽い打だ撲ぼくが精々だった。

「そうだ、それだよ！　クランと『揺り籠』だ！」

　しかし孝太郎にはそれ以上に気になる事があったので、軽かった怪我の事などあっさりと頭の片かた隅すみへと追いやってしまった。

「あの女と宇宙船はどこへ!?」

　孝太郎は慌あわててあたりを見回した。クランがまだ自分を狙ねらっているかもしれなかったので、気を抜く訳にはいかなかった。

　―――森の中？　いや、どっちかというと山の中か………？

　そこで初めて孝太郎の意識が周囲の様子に向く。夕日の赤い光に照らされた、豊かに生い茂る木々。軽く傾けい斜しやした地面。目に入ってきた風景から、孝太郎は自分がどこかの山の中にいる事を知った。そして自分が一人きりであるという事も。

「春はる風かぜ高こう校こうはどっちだろう？」

　孝太郎は記憶を探りながら、再びあたりを見回す。

　―――ええと、春風高校の近くにある山林といえば………。

　こうなる前の孝太郎の最後の記憶は、ティアに借りた剣でクランの超ちよう時じ空くう反はん発ぱつ弾だんを斬きった時のものだった。その後はすぐにこの山の中で目覚めた時の記憶に繋つながっている。気を失っている時に何かの夢を見たような気もするが、夢であるだけによく思い出せないし、この状況に関係しているとも思えない。そのため孝太郎は、超時空反発弾が爆ばく発はつしたおかげで、春風高校から近くの山の中へ飛ばされたのだろうと考えていた。

「一番近いのはすぐ上の森だよな………」

　孝太郎の通っている吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうは小さな山の中腹にある。その山を更さらに登って行けば、まだ人の手が入っていない森がある。孝太郎のアルバイト先もその周辺だ。それ以外の山となると数キロ先になる。いくらなんでもそこまで飛ばされているとも思えない。

「って事はだ、下に降りてけば春風高校に帰れるよな」

　高校のすぐ上の森からなら、場所がどこであれ、下に向かって歩けばいずれ車道にあたる。気絶している間に夕方になってしまったが、高校に戻もどらないとみんなが心配する。孝太郎はそう考え、森の斜しや面めんを下り始めた。

　ガササ、バキバキ

　孝太郎が歩を進めるたびに、その足が足元に生える草や枯かれ枝えだを踏ふみ砕くだく。孝太郎は鎧を着ている分だけ重い。おかげでその音はあたりに大きく響ひびいていた。

「やれやれ………あの女のせいで酷い目に遭あったぞ。今度会ったら―――って、あれは!?」

　孝太郎が山を下り始めてすぐの事だった。斜面を少し下った場所にある岩場に、見覚えのある少女の顔が覗のぞいていた。それは色々な意味で孝太郎が会いたくて仕方がなかったクランだった。またその向こう側に広がる小さな空き地には、彼女の宇宙船『揺ゆり籠かご』の姿も見える。『揺り籠』は横よこ倒だおしになり、孝太郎に船体の腹を見せていた。

「クラン！　ここであったが百年目っ！」

　言いたい事が沢たく山さんあったので、孝太郎はクランの姿に気付くなり勇んで岩場まで駆かけ下おりていった。しかしその間もクランの方はピクリとも動かない。彼女は岩に身体を預けたまま、両目を閉じていた。

「おいっ、クラン!!」

　孝太郎はクランの目の前までやってくると、思い切り怒ど鳴なりつける。

「………」

「あれ？」

　しかしそれでもクランは動かない。それでやっとクランの異変に気付いた孝太郎は、彼かの女じよの顔に自分の顔を近付けて、まじまじとその様子を観察した。

「………気絶してるのか」

　クランは完全に気を失っていた。しかし顔色は良く、緩やかに呼吸を繰くり返かえしているので、命に別条は無いようだった。

「おい、起きろクランッ！　こんな所で寝ねている場合かっ！」

　ガクガク

　孝太郎はクランを揺すり、目覚めを促うながした。孝太郎の揺する力は強く、クランの顔を飾かざる眼鏡が落ちそうになっていた。

「う、ううぅ………」

　だがそれでもクランは目覚めない。小さなうめき声をあげながら、苦しげに眉まゆを寄せる。クランの気絶は深く、揺すったくらいでは目覚めなかった。

「くそ、駄目か………」

　クランの様子を見て、孝太郎は今すぐ彼女を起こすのを諦あきらめた。いくら敵だとはいえ、苦しげにしている人間を揺すり続ける訳にもいかなかった。

「さて、どうしたものか………」

　孝太郎はクランから手を放して考える。ここでクランが気絶しているとなると、このまま放置して学園に帰る訳にもいかない。

　―――よし、まずは電話だ。

　しばらく考え込んでいた孝太郎は、携けい帯たい電でん話わを取とり出して電源を入れた。

　孝太郎の結論は、まずは関係者に連れん絡らくを取ろうというものだった。クランはティアの関係者なので、孝太郎はティアに連絡を取るつもりだった。そうすれば向こうが判断してくれるだろうと期待しての事だ。少し先の空き地に転がっている宇宙船の事もあるので、孝太郎自身では判断できない事が多かった。

「あれ？　おかしいな？」

　しかし電源を入れた携帯電話の画面には、無情にも圏けん外がいの文字が表示されていた。孝太郎は圏外の表示を見ると携帯電話を何度か振ふった。春風高校のある山は、どの場所でも圏外になる事は無い。高校が緊きん急きゆう時じの避ひ難なん先さきになっているので、アンテナは多めに立っているのだ。実際、山頂付近にある孝太郎のアルバイト先でもアンテナの感度は常に最高の状態だった。にもかかわらず圏外だったので、孝太郎は携帯の方が壊こわれたのではないかと考えていたのだ。

「振っても治らんか………」

　しかし何度振っても圏外の表示は変わらない。大きく溜ため息いきをついた孝太郎は、諦めて携帯を鎧よろいの内側にしまい込んだ。

「………仕方ない、連れていくか」

　宇宙船をこのままにしておいて大だい丈じよう夫ぶだろうかという心配はあったが、だからといってクランをこのまま転がしておく訳にもいかない。孝太郎はクランを背せ負おうと、再び斜面を下り始めた。

　クランを背負っていても、孝太郎の足取りは軽い。ティアに借りた鎧は全身に動力を備えているので、孝太郎に合わせて動いてくれる。このため鎧が完全にクランの体重を肩かた代がわりしてくれていて、孝太郎は彼女の重さを全く感じない。だからその分だけ孝太郎にはあたりの様子に気を配る余よ裕ゆうがあった。

「しかし、何の木だろうな、これ………」

　改めて周囲を見てみると、森の様子は奇き妙みようだった。夕方になって少し暗くなり始めていたこともあって、孝太郎は今までは気付かなかったのだが、よく見てみると近くの木には見覚えのあるものが一つもなかった。

　それが気になった孝太郎が足元に目をやると、そこに生えている草にも見覚えのあるものが見当たらない。

「変な森だなぁ………」

　孝太郎は首を傾かしげながら更さらに斜面を下る。あたりには馴な染じみのものが一つも見当たらない。それはまるで全すべてＣＧで作った映画でも見ているかのような気分だった。しかし森の風景はリアルで、映画のそれとは段だん違ちがいの確かな存在感があった。

「高校の裏山にこんな場所があったとは………」

　―――あとで早さ苗なえやゆりかにも教えてやろう。喜びそうだ………。

　孝太郎がそんな事を考えながら、『揺り籠』の転がっている空き地に差さし掛かかった時の事だった。

『きゅいい、きゅいいっ』

　孝太郎の目の前を、一羽わの大きな鳥が鳴きながら飛んでいった。大きさはおよそ三十センチといった所だろう。

「なっ、なんだありゃあ!?」

　孝太郎はその鳥を目にした途と端たん、視線が釘くぎ付づけになった。口はポカンと開き、文字通り開いた口が塞ふさがらなかった。それは一見鳥のように見えるのだが、よく見ると鳥のような姿をした爬は虫ちゆう類るいだったのだ。

「ゲームの敵みたいなトカゲだなぁ………」

　まるでゲームの中に出てくるモンスターのような。この空飛ぶ爬虫類にはそんな表現が良く似合った。

　バサッバサッ

　その爬虫類は孝太郎の事を完全に無視して飛んでいく。大きく羽ばたくその翼つばさは鳥と同じように空気をつかまえて、あっという間に爬虫類を遠くへ運んでいった。

「しまった、写真を撮とるんだった」

　新種発見ともなれば、みんなに自じ慢まんできる。孝太郎は爬虫類を携帯のカメラで撮さつ影えいしなかった事を少々後こう悔かいしていた。

「ったくぅ、何もかもこいつのせいだ」

　孝太郎はずり落ちかけていたクランを背負い直す。クランを背負ったままでは両手が塞がって撮影が出来ない。だから次に空飛ぶ爬虫類を見かけても、孝太郎はやっぱり撮影が出来ないだろう。孝太郎にはそれが少々腹立たしかった。

『きゃあああぁぁぁぁぁぁぁっ!!』

　そんな時、遠くの方から悲鳴が聞こえてきた。その声は高くて良く通る、女性の声だった。

「………何だろう？」

　孝太郎が声のした方向に顔を向けると、他ほかにも何かの物音が聞こえてくる。しかし悲鳴ほどに良く通る音でもなかったようで、森の雑音に紛まぎれて何の音なのかは判別がつかなかった。

『ぁぁぁぁぁ………』
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　再び悲鳴。声は先さき程ほど以上に切せつ羽ぱ詰つまった雰ふん囲い気きだった。にもかかわらず、先程よりも声は小さくなっていた。

「トラブルっぽいし、行ってみるか」

　孝太郎はすぐにそう判断すると、急いで空き地の中央に転がっている『揺り籠』に駆かけ寄よった。

「これが入り口みたいだけど………」

　孝太郎は『揺り籠』のハッチの一つに近付くと、そのすぐ横にあるレバーに手をかけた。

　カシュッ

　孝太郎がレバーを引くと、ハッチは滑なめらかに横にスライドして開いた。そのハッチの奥おくには、ティアの宇う宙ちゆう戦せん艦かん『青あお騎き士し』のものと同じような、光こう沢たくのある壁かべで覆おおわれた通路が続いていた。

「助かった！」

　ハッチが開いてくれた事に安堵しながら、孝太郎はその通路にクランの身体を押し込んだ。そしてレバーを元の位置に戻して、ハッチを閉じる。

「とりあえずクランはこれで良いいとして」

　孝太郎がクランを『揺り籠』に運び込んだのは、彼かの女じよを守る為ためだった。得体の知れない動物がいるし、悲鳴も聞こえた。意識の無いまま連れていくと危ないかもしれないし、かといって放置するのもまずい。『揺り籠』に運び込んだのは次善の策だった。

「あとは………ええと………ルースさんはなんて言ってたっけ………」

　孝太郎は先程悲鳴が聞こえた方に向き直ると、鎧の右みぎ腕うでを弄いじり始はじめる。鎧の右腕には、ティアやルースの腕うで輪わに相当する機能が埋うめ込こまれているのだ。

「確か、マニューバースーツ、戦せん闘とうモード解放、だったかな？」

　そして孝太郎はたどたどしく鎧に命令を与あたえると、先程までとは比べ物にならないスピードで走り始めた。










　孝こう太た郎ろうの着ている鎧には用よう途とに合わせて幾いくつかのモードが存在している。孝太郎が主に使用しているのは巡じゆん航こうモードと戦闘モードだ。

　巡航モードはもっとも使い勝手の良い機体設定だ。このモードではエネルギーを使用頻ひん度どの高い機能や装備に優先的に配分し、コンピューターによる計算もそれに合わせて優先順位を決定する。そうやって着用者を効率的にサポートしていくのだ。孝太郎は普ふ段だんこれを使っている。というか、使わされている。

　そして戦闘モードは巡航モードとは正反対の機体設定となっている。エネルギーやコンピューターの処理を戦闘に関係するものに優先的に割り当てる。その分、巡航モードに比べると腕わん力りよくや機動性が大おお幅はばに向上するが、反面手先の器用さや着き心ごこ地ちなどでは劣おとるようになる。武器の使用や防ぼう御ぎよ装置、飛行能力などもこちらのモードに割り当てられている。どれも通常では使用頻度は低いが、緊急時には必要になるものばかりだ。

　今の孝太郎は戦闘モードを使っている。おかげで孝太郎が走る速度は速い。重力を制せい御ぎよして体重を軽減し、更に動力が脚きやく力りよくをアシストしている。そのおかげで孝太郎は、まるで森の中を走る事に慣れた獣けもののように、荒あれた森の斜面を駆けていった。

『音源を捕ほ捉そくしました、マイロード。信しん頼らい度ど九十四パーセントで、十一名の人間と推定』

「どのあたりだ？」

　鎧に搭とう載さいされているコンピューターが報告をしても孝太郎が走る速度は落ちない。孝太郎はコンピューターと対話しながらも、同じ速度で足を動かし続けていた。それに息が上がった様子もない。鎧のパワーアシストのおかげだった。

『前方一時半方向』

「それじゃ分からん」

『ちょっと右』

「了りよう解かいだ」

　孝太郎はコンピューターの指示に従って、走る方向をやや右に曲げた。それと同時に、孝太郎の視界に重なるように二つの立体映像が表示される。音の出所を示す逆三角形のマーカーと、熱源センサーの映像だった。

「至いたれり尽つくせりだな」

『お褒ほめ頂き光栄です』

　孝太郎は逆三角形のマーカーが正面に来るように走る向きを調整すると、その脇わきに拡大して表示されている熱源センサーの映像に注目する。距きよ離りがあるからか、個々の人間は識別できず、団子状態の赤い塊かたまりが映っている。しかしそれらがうごめいている事からすると、そこに誰だれかがいるのは確かなようだった。

『信頼度九十パーセントで、先行する一名を残る十名が追っている模様』

「映像はもういい！　急ぐぞ！」

『仰おおせのままに、マイロード』

　孝太郎はコンピューターに映像を消すように命じると、走る速度を更に上げる。

　―――どうやら思っていた以上に厄やつ介かいな事に出くわしたみたいだが………。さて、どうしたものか………。

　移動する速度は問題の十一人よりも孝太郎の方が圧あつ倒とう的てきに速い。おかげで孝太郎に考えている時間はあまりないようだった。










　孝太郎が問題の一団に追い付いたのは、それから十数秒後の事だった。

　―――事情が分からないからな………。

　だが孝太郎はすぐにその一団に合流したりはせず、まずは近くの茂みに隠かくれて様子を窺うかがう事にした。悲鳴をあげたのは誰で、何な故ぜ悲鳴をあげたのかが分からないためだった。

　問題の一団がいたのは、切り立った崖がけの手前だった。崖は孝太郎の隠れている位置からでは下が見えない。しかも崖の下に生えているであろう木々の緑も見えないから、相当な高さである事は想像がついた。

「ん～、女の人を取り囲んでいるのか………？」

　孝太郎は目を細める。ちょうど夕日が崖の端はしに差し掛かっていて、孝太郎の位置からでは逆光になって彼らの様子が良く見えない。しかしどうやら崖の端にいる女性一人を、残る十人の男おと達こたちが取り囲んでいるようだった。

『こうなっても悲鳴も命いの乞ちごいも口にしないとは………』

『悲鳴ならさっきあげましたよ』

『乗騎から落ちた時の驚おどろきの悲鳴では、自慢にもなりませんな』

『でしたらもう、あなたの希望には添そえませんね』

　そして彼らは何かを話し合っている。

　―――日本語じゃない？　どういう事だ………？

　しかし孝太郎には彼らの言葉が理解できない。英語ではないのは確かだが、何語であるかは想像もつかない。だが言葉ににじむ緊きん張ちよう感かんは孝太郎にも伝わってきていた。

『画像処理済みの映像が利用可能』

「出してくれ」

　孝太郎がコンピューターに命令を下すと、孝太郎の目の前に再び立体映像が表示される。それは撮影した映像を加工して、余分な夕日の光を取り除いたものだった。

「どういう事だ………？」

　孝太郎はその映像を見た途と端たん、困こん惑わくした。

　映像はドレス姿の少女を、剣けんや槍やりといった武器で武装した男達が取り巻いているものだった。彼らの服装はどことなく見覚えがある雰囲気のもので、ちょうど孝太郎達がやっていた演劇の舞ぶ台たい衣い装しようにそっくりだった。それらは貴族の令れい嬢じようと、皇国の兵士の衣装に良く似ていた。

「演劇の続きか………？　しかし何故こんな所でやってるんだ？　こんな場所じゃお客も呼べないだろうに」

　春はる風かぜ高こう校こうの裏山で舞台衣装を着ているとなると、孝太郎にはそれが演劇だとしか思えなかった。しかしこんな場所でやっている理由が分からない。本番にしろ、練習にしろ、山の中の崖の上でやる意味があるとは思えなかった。

　その時、崖にかかっていた夕日が完全に崖の向こう側に消えた。すると強い光のせいで画像処理をしてもはっきりと見えなかった彼らの顔が見えるようになる。

「桜さく庭らば先せん輩ぱいっ!?」

　崖の端に立っている少女の顔。それは孝太郎の先輩、桜庭晴はる海みにそっくりだった。

「い、いやっ、ちがうぞ!!　あれは桜庭先輩じゃないっ!!」

　しかし孝太郎はすぐにそれが晴海ではない事に気付く。衣装や状じよう況きようからすると晴海が演劇をやっていると考えるのが妥だ当とうなのだが、一つだけ決定的に違ちがっている事があった。それは彼女の髪かみの毛けの色。晴海は黒髪だが、崖の先せん端たんに立つ少女の髪は銀色。風になびかれて揺れるその見事なシルバーブロンドは、夕日の残ざん滓しをまとわせてオレンジ色に輝かがやいていた。

『警告。目標Ｂ群の所持している武装は全て殺傷能力あり。警けい戒かいレベルを１から２へ引き上げ』

「本物なのか!?」

　コンピューターの報告に、孝太郎は目を剥むく。

『信頼度は百パーセントに近接。武装の殺傷能力判定に二十八回連続で失敗する可能性はほぼゼロ』

　十人の男達が持っている武器は全部で二十八。鎧よろいはセンサーを使ってその一つ一つを調べた。そしてその全てが殺傷能力を持っていると判断した。つまり二十八連続で判定ミスをしたのでなければ、彼らは本物の武器を手に少女を取り囲んでいる事になる。

「ってことは、これはまさか演劇じゃなくて………見たままの状況って事なのか!?」

　孝太郎にも段々事情が呑のみ込こめてくる。信しんじ難がたい偶ぐう然ぜんだが、演劇を思わせる状況が目の前で展開されていたのだ。孝太郎の剣のようにバリアーで保護している場合を除けば、本物の武器を使って演劇をする筈はずはないのだから。

　―――じゃあ、さっきの悲鳴はこの子のもので、悲鳴をあげさせたのはこいつら。そしてここまで追いかけられてきて、崖の上で立ち往生って事だよな!?

　孝太郎にも状況は分かった。しかしこの状態に至った理由が分からない。悪いのはどちらなのかが分からないのだ。もしかしたらこの少女は凶きよう悪あくな犯罪者で、男達が捕つかまえに来ているのかもしれない。あるいはその逆に、この少女が悪漢に襲おそわれているのかもしれない。

　―――どうする!?　これはこのまま放っておいていいのか!?

　そうして孝太郎が迷っているうちに、男達はその包囲をじわりと狭せばめた。対する少女はもう崖の端にいたから、それ以上逃にげる事が出来ずに身を固くしただけだった。

『長く続いた皇家の血もここまでですな』

『血など問題ではありません。ただ民たみ達たちを守れなかった事だけが無念です』

『潔いさぎよい覚かく悟ごですな。しかし御ご安あん心しん召めされよ。皇家が絶えた後も、大臣閣下が民達を守るでしょう』

『………せめてそう願いたいものです』

　少女の足元で崖が僅わずかに崩くずれる。少女は足元を一いち瞥べつした後、その両目を閉じた。落ちるか、斬きられるか。彼女は自分の死が免まぬかれられないものであると悟さとっていたのだ。

『インフォメーション。状況から目標Ｂ群の目的は目標Ａの殺害と推定』

「あの子を殺す気なのか!?　確かか!?」

『信頼度は九十二パーセント』

　孝太郎は拳こぶしを握にぎり締しめる。その間にも男達は少女との距離を詰つめる。少女は胸の前で手を組み、祈いのるようにしている。そのまま殺されるつもりなのだ。

「ええぃっ、仕方がないっ!!」

　事情は良く分からない。だが放っておけばあの少女は殺される可能性が高い。警察を呼ぶ時間も方法もない。少女を助けようとするなら孝太郎が行くしかない。しかも彼らが警察ではないのは間ま違ちがいないのだから、止めるのが筋だった。

「いくぞ！　目標Ｂ群とやらを―――」

『Ｂ群を敵勢力として敵味方識別を再設定！』

　だが孝太郎を何よりも戦いに駆かり立たてたのは少女の顔だった。強い意志を感じさせる瞳ひとみ。きりっとした眉。固く結ばれた口元。その顔が舞ぶ台たい上じようにいる時の晴海にそっくりであったから、孝太郎には少女を見捨てる事が出来なかった。だから仮に少女が犯罪者であったとしても、孝太郎は助けに向かったに違いない。

『武装の選せん択たくを』

「剣でいきたいんだが、敵を殺さないようにできるか？」

　孝太郎は隠れていた茂しげみを飛び出しながら、コンピューターに敵を殺さないように命令する。きちんとした事情が分からないし、人殺しそのものも嫌いやだった。

『仰せのままに、マイロード。刀身をソニックインパクトでコーティング』

　そして孝太郎は腰こしから剣を引ひき抜ぬくと、十人の男達に向かって突っ込んでいった。










「お前らっ！　女の子一人を相手に、良い大人が何やってんだっ！」

　孝太郎は男達の注意を自分の方に向けるべく、わざと大声を出した。すると孝太郎の期待した通り、男達の注意が少女から剥はがれ、孝太郎の方に向けられた。

『何者だ、あいつは!?』

『今何と言ったんだ!?』

『鎧からすると、どこかの騎士のようだが』

『そんな事はどうだっていい！　邪じや魔まする奴やつは殺せ！』

　男達は孝太郎の方を向き直ると、手にしていた武器を構えた。男達は背後の少女よりも、孝太郎を殺す事を優先した。もちろんそこには、どうせ少女には何も出来ないだろうという計算があった。

「言葉の意味は分からんが、やる気だな、お前達………」

　喧けん嘩か慣なれしている孝太郎は男達の殺気を敏びん感かんに感じ取っていた。そして孝太郎も両手で剣を構える。するとその剣が微かすかにうなり始めた。鎧が剣の周囲に触ふれると衝しよう撃げき波はを生み出す特とく殊しゆなバリアーを張ったのだ。

『あの方は………？　構えからするとフォルトーゼの騎士のようだけど………でも、どうして………？』

　少女は孝太郎の姿に目を見張る。もはや最後と覚悟を決めた所に現れた救い主。それが騎士である事に少女は驚きを隠せなかった。既すでに多くの騎き士し団だんが彼女の敵に回っていたので、それに連なる騎士が助けてくれるとは思わなかったのだ。

『あっ………』

　そして少女の驚きが収まるより早く、孝太郎は動き出した。その動きは速い。フォルトーゼ様式の重じゆう厚こうな金属鎧を身にまとっているというのに、軽装鎧の男達よりも格段に速かった。おかげで先手を取ったのは孝太郎だった。

『ぐわあぁぁぁぁっ!!』

　一気に距離を詰めた孝太郎が素す早ばやく剣を一ひと振ふりすると、剣を包つつんでいるバリアーが男を気絶させ、数メートル先まで吹ふき飛とばした。その男には防御する暇ひまも、驚く暇も与えられなかった。

『こ、こいつ、手て練だれだぞっ！』

『一人でかかるな！　一気にいけ！』

　男達が孝太郎を危険だと判断したのは、仲間が一人倒たおされた後の事だった。しかしそれで目を覚ました彼かれらは、連れん携けいして孝太郎を狙ねらい始はじめた。

「一人目！」

『次の標的は六時方向』

「だからそれでは分からんと言ってるだろう！」

　孝太郎は振り向きざまに背後に向かって剣を振るう。すると孝太郎に斬りかかってきていた二人目の男の剣と刀身同士が接せつ触しよくする。

　バキィィィィン

　孝太郎の剣は二人目の男の剣を打うち砕くだき、その向こう側の身体からだをも弾はじき飛とばした。そして弾き飛ばされた男は、その陰かげに隠れるようにして孝太郎に迫せまっていた三人目を巻き込んで遠くまで転がっていく。

「二人目と三人目っ！」

『緊きん急きゆう警報！　左右から挟きよう撃げき！』

「分かりやすくなったっ!!」

　四人目と五人目の男は同時に孝太郎を攻こう撃げきしてきた。武器はそれぞれ剣と槍。間合いの違う武器なので、同時に相手をするには厄介な相手だった。だが孝太郎は慌あわてず剣を持った男の方へ向かった。

『馬ば鹿かめ!!』

『正気かいっ!?』

　すると無防備な孝太郎の背中に槍の穂ほ先さきが迫る。四人目と五人目の男は勝利を確信し、孝太郎を嘲あざ笑わらった。

『騎士様っ、危ないっ!!』

　それを見ていた少女は、ずっとあげる事のなかった悲鳴をあげる。孝太郎を助けたい一心だった。

「そっちは頼たのむ」

『仰せのままにマイロード。バリアー緊急展開』

　パキィン

　孝太郎の背中側に半はん透とう明めいの白い六角形のタイルが幾つも現れて綺き麗れいに整列する。槍の穂先はそこへ激げき突とつして跳はね返かえされた。

『何ぃっ!?』

『馬鹿な!?』

　男達は驚きに目を見張る。孝太郎は彼らの動きが止まった一いつ瞬しゆんを見み逃のがさず、その場で回転するようにして剣を振ふり回まわし、前後の敵をまとめて攻撃した。

　ドンッ

　大たい砲ほうが炸さく裂れつするような音を残して、二人の男が吹き飛んでいく。

『魔ま術じゆつ師しだっ！　こいつ、魔ま法ほうを使うぞ！』

『魔法だと!?　ありえん!!　あんなに重装の鎧を着ているんだぞ!?』

『隊長も見たでしょうっ、槍が跳ね返されたのを!!　あれが魔法以外の何だっていうんですかっ!!』

　その様子を見ていた男達は、急に浮うき足あし立だち始はじめる。彼らは孝太郎に武器を向けたまま立ち尽くし、攻せめあぐねていた。

「もう終わりか？」

　ジャキッ

　孝太郎はサグラティンを右手に持ち、無造作に男達との距離を詰める。男達は孝太郎たった一人に、崖へと追い詰められていた。

『こんな奴がいただなんて………』

『くそっ、こっちも魔術師を連れてくるべきだったんだ！　女ばかりと思って油断した！』

『愚ぐ痴ちってないで一いつ斉せいにかかれ！』

　男達は少女の傍そばに一人を残し、四人で一斉に孝太郎へと攻撃をしかけた。怪あやしげな技わざを使う孝太郎相手に少人数でかかっては勝ち目がないと踏ふんでの事だった。

「確かに喧嘩ならその判断で合っているんだが………」

『バリアーを展開します』

　キンッ

　今度は孝太郎の正面側に六角形のタイルが整列する。それは男達の武器を軽々と受け止めた。そしてその向こう側で、男達の顔が歪ゆがむ。孝太郎はそれを見届けてから剣を大きく振ふり被かぶった。

「いかんせん、相手が悪すぎたな」

　孝太郎の剣の軌き跡せきに合わせて六角形のタイルが部分的に消しよう滅めつして道を作る。そして剣が通った後はタイルが再生していく。剣の切っ先だけがバリアーの外に出て敵を攻撃する。それはこれまで孝太郎が何度も鎧を着て剣の練習をしてきたからこその芸当だった。鎧が孝太郎の動きを覚えていなければ、こんな正確なバリアーのコントロールは不可能だっただろう。

『ソニックインパクトのエネルギーを解放します』

「殺すなよ」

『仰せのままに、マイロード』

　孝太郎の剣が一人目の男に接触した時、鎧のコンピューターが剣に集めていたエネルギーを解放した。

　ズドンッ

　それは強きよう烈れつな衝撃波となって男達に襲いかかった。男達はその衝撃波にまともに巻き込まれ、為なす術すべもなく弾き飛ばされていく。そして適切な威い力りよくに調整された衝撃波は、男達を殺す事なく意識だけを奪うばっていった。

「これで九人」

　孝太郎は剣を両手で構えると、その切っ先を最後の一人に向ける。その男は一応武器を構えてはいたものの、表情は蒼そう白はくで、戦意を喪そう失しつしているのは明らかだった。

『く、来るなっ、来るなぁっ！』

「それで、お前はどうする？」

　戦う意思を失って震ふるえる男に、孝太郎はどんどん近付いていく。すると男は孝太郎に押されるようにして後ろに下がる。だがそこは崖の上。すぐに少女と同じ場所まで追いやられ、下がれなくなってしまった。

『来るなって言っているだろう！　この化け物めぇっ！』

「何と言っているのか分からんが、そっちの子はそんな悲鳴はあげなかったぞ」

　男は孝太郎に向かって剣を振り回して威い嚇かくする。だがそんな苦くるし紛まぎれの行こう為いでは孝太郎の足は止まらない。だがそこで、助けを求めるようにあたりを見回していた男の目が、すぐ傍にいる少女を捉とらえた。

『そ、そうだ、こいつを！』

『なにを!?』

　男は少女を捕まえると、その剣の切っ先を少女の首に押おし当あてた。するとそこで初めて孝太郎の足が止まった。

『この女の命が惜おしかったら、武器を捨てて手を挙げろ！』

『いけません、騎き士し様さまっ！　武器を捨てれば、あなたまで殺されてしまいますっ！』

「………人ひと質じちか。殺すつもりだったくせによく言うなぁ………」

　男の言葉の意味は分からないが、その行為の意味は孝太郎にもよく分かった。孝太郎がそれ以上近付いたり、武器を使おうとすれば、男の剣の切っ先は少女の首に突つき立たてられる事になる。

『どうした、早く捨てろ！』

「分かった分かった」

『騎士様っ!!』

　孝太郎はサグラティンを投げ捨てると、両手を挙げた。

『ふふふ、聞き分けが良いじゃないか』

『わたくしの事は構わず戦って下さい！』

　男は孝太郎の方に身体を向けたまま、少女を引ひき摺ずって移動していく。少女は男の拘こう束そくから抜け出そうともがいたが、その非力さゆえに抜け出す事が出来なかった。その代わりに少女の悲痛な声があたりに響ひびいていた。

　―――俺おれを殺しに来るならまだ何とかなったのに………このままだとあの子は殺されるぞ………。

　孝太郎は男が素す手でになった自分を殺しに来た時に何とかするつもりでいた。しかし男はじりじりと孝太郎から離はなれる方向に移動していく。孝太郎は、このままでは男が森の茂みに差さし掛かかった所で少女は殺されるだろうと確信していた。だから何かをするならもう今しかない。孝太郎は決断した。

　―――確か早さ苗なえは、こんな風に………。

　孝太郎は挙げたままになっていた左ひだり腕うでに意識を集中する。そこにはめられているのはキリハから借りた籠こ手て。霊れい力りよくを使って敵を攻撃する武器だった。早苗が孝太郎の身体を介かいしてそれを使った事があるので、孝太郎にもなんとなく使い方は分かっていた。

　パリッ

　孝太郎の意思に従って、籠手が強力な電磁場を生み出し始める。孝太郎は早苗ほど霊力がある訳ではないが、それでも籠手が生み出す電磁場は次し第だいに大きく強くなっていく。だがそれは電でん撃げきや火球ではなく、ただの電磁場だったので、孝太郎以外には何が起こっているのかが分からない。実際、男も少女もそれに気付かずにいた。

　―――いけっ！

　そして蓄たくわえられたエネルギーが十分な量に達した時、孝太郎は生み出した電磁場を男の方に伸のばした。すると伸ばされた電磁場は孝太郎の狙い通りに男の剣に絡からみつく。

『何だ!?』

「つかまえたっ!!」

　男がそれに気付いた時にはもう手て遅おくれだった。孝太郎は電磁場で絡め取った剣を思い切り引き寄せた。すると剣は男の手を離れて空中に投げ出される。

『そんな馬鹿なっ!?』

　男の目が、思わず宙を舞まう剣を追う。

『えいっ!!』

　するとその隙すきを見逃さず、少女が思い切り男の鳩尾みぞおちを肘ひじで突いた。

『ぐあぁっ!?』

　完全に油断していた男は、その一いち撃げきで少女を放してしまった。解放された少女は素早く男から離れる。男は逃げる少女に懸けん命めいに手を伸ばそうとしたが、その時にはもう孝太郎が目の前に迫っていた。

「………思ったよりやるじゃないか、お嬢じようさん」

　ドスン

　孝太郎の拳が、男の腹にめり込む。少女の一撃で息が詰まっていた男は、孝太郎の一撃で完全に意識を失いその場に崩くずれ落おちた。

「これで十人、と」

『敵勢力を完全に無力化。注意。目標Ｂ群の意識の回復が懸け念ねんされる為ため、即そく時じの移動を推すい奨しようします』

「分かってる。助かったよ」

『戦せん闘とうモードを終しゆう了りようします』

「お疲つかれさん」

　十人の男達を倒した事で、鎧のコンピューターは戦闘が終わったと判断、戦闘モードを終了した。

「やれやれ、無事に済んだか………」

　戦いは終わり、あたりはようやく静けさを取とり戻もどした。孝太郎は身体の緊張を解き、軽く肩かたを落とす。鎧のおかげで戦闘能力に圧倒的な差があったとはいえ、殺そうとして襲いかかってくる人間を相手に緊張しない訳がない。それと人が死ななかった事にも安あん堵どしていた。孝太郎はゲームの主人公ではなく、ごく普ふ通つうの少年なのだ。

『………良かった………この方も普通の人間なのね………』

　そんな孝太郎の後ろ姿を見て、少女は胸を撫なで下おろしていた。孝太郎の獅し子し奮ふん迅じんの戦いぶりに、あるいは人間ではないのかもしれないと心配になっていたのだ。

『馬鹿ね………そんな筈は無いのに………』

　少女は自じ嘲ちよう気ぎ味みに小さく微ほほ笑えむと、孝太郎に近付いていった。

『騎士様』

　少女は孝太郎に呼よび掛かける。その時の孝太郎は、ちょうど地面に落としたサグラティンを拾いあげた所だった。

「うん？」

　間近から聞こえてきた声に、孝太郎は少女の存在を思い出した。十人の敵を相手にする緊きん張ちようから解放されたおかげで、少々ぼんやりしていた孝太郎だった。

「ああそうか………この子を助けようとしていたんだよな」

『助けて頂いてありがとうございます、騎士様』

　少女は自分のスカートの裾すそを掴つかむと、孝太郎に会え釈しやくする。その仕草で孝太郎には少女が礼を言っているのだろう事は想像できた。しかし相変わらず少女の話している言葉はさっぱり理解できなかった。

　―――参ったなぁ………何を言っているのかさっぱり分からん………。

　孝太郎は少女に頷うなずき返かえしてやりながらも、これからの事に頭を悩なやませていた。そんな時、沈ちん黙もくしたままだった鎧のコンピューターがしばらくぶりに口を開いた。

『言語解かい析せきが完かん了りよう』

　戦闘モードから巡じゆん航こうモードに戻った鎧は、戦闘に回っていた労力を一いつ般ぱん的てきな作業に振り分けていた。その中の一つが言語の解析作業。少女や男達が使っている言葉が何なのか、これまでに取得したデータから分ぶん析せきしていた。その結果が、たった今出たのだ。

『翻ほん訳やく機きをフォルトーゼ下位古代語に設定』

　そして解析結果に従って、鎧に内蔵された翻訳機が働き始める。ティアやルースが日常的に使っている翻訳機と同じものだ。

「申もうし遅おくれました、わたくしの名前は―――」

　おかげで孝太郎にも少女の言葉が理解できるようになった。翻ほん訳やくされたその声は、どことなく晴海を思わせる声だった。

「わたくしの名前は、アライア・クーア・フォルトーゼ。地位を追われたばかりなのでお恥はずかしい限りですが、この国の―――フォルトーゼ皇国の第一皇女です」

　少女は毅き然ぜんとした態度で、しかしどこか不安そうに自らの名前を口にする。孝太郎に助けて貰もらった事には感謝しているのだが、彼が何者なのか、どうして自分を助けたのか、そのあたりがまだはっきりとしていない為だった。

「………へっ？」

　だがその孝太郎は、彼かの女じよの口にした名前に衝しよう撃げきを受け、彼女の微び妙みような心の機き微びには気付かなかった。










　少女の名前を聞いた孝こう太た郎ろうは、完全に混乱していた。

　―――アライア・クーア・フォルトーゼだって？

　孝太郎はまだこの場所を春はる風かぜ高こう校こうの近くの森だと思っている。森の様子に多少の違い和わ感かんは感じていても、いくらなんでも近くの森以外の場所であるという発想はなかった。そんな場所で、演劇じみた格好で晴はる海みに似た少女を殺そうとしている一団に遭そう遇ぐうし、少女を助けてみたらアライア・クーア・フォルトーゼを名乗った。

　―――やっぱり演劇？　いや、ここは山の中で舞台じゃない。それにあいつらは本気でこの子を殺そうとしてた。でも、この子は演劇の役名を口にしたぞ？　けど、桜庭さくらば先せん輩ぱいじゃないし??

　演劇のようで演劇でない。かと思えば少女は演劇の役名を口にする。そういう不可思議な状じよう況きように、孝太郎の頭は完全に混乱してしまっていた。

「ようやく見付けましたわっ！」

　ゴンッ

　そんな時、混乱し続ける孝太郎の頭を思い切り殴なぐり付つけた者がいた。

「ここで何をしていますのっ、青騎士もどきぃっ!!　勝手な事をするんじゃありませんわっ!!」







[image: ]







　それは孝太郎が『揺ゆり籠かご』に置いてきたクランだった。気絶していた彼女だったが、目を覚まして孝太郎の後を追ってきたのだ。

「痛いなこの野や郎ろう、お前まだやる気かっ!?」

　殴られた事、そして敵であるクランが現れた事で、孝太郎は混乱から立ち直りクランと向き合ってその顔を睨にらみつけた。

「戦っている余よ裕ゆうなどありませんわっ！」

　だが、クランは何な故ぜか戦うつもりは無いと告げた。少し前まではあれだけ激しく争あらそっていたので、孝太郎はすぐにはその言葉が信じられなかった。

「俺を騙だまそうとしてるんだろうっ!?　その手には乗らんぞ!!」

「そんな事をしている余裕は無いと言っているでしょう!?　一刻も早くこの場所を離れないと、大変な事になりますわっ!!」

　クランは激しく首を横に振りながら、必死に孝太郎に訴うつたえ続つづける。眼鏡の向こうで輝かがやく彼女の瞳は真しん剣けんだった。

　―――もしかして、本当に何か重大なトラブルなのか？　戦っている事を忘れないといけない位の………。

　クランの剣けん幕まくに、孝太郎にも次第に状況が呑のみ込こめてくる。クランは孝太郎と敵同士である事を忘れてはいないが、それを一時横に置いておかなければいけないほどのトラブルを抱かかえているようだった。その表情も嘘うそをついているようには見えない。

「早くこっちへおいでなさい、青騎士もどきぃっ!!　まったく手間のかかるっ!!」

「お、おい！」

　クランは孝太郎の腕うでを掴むと強ごう引いんに引き摺っていく。彼女の目的地は『揺り籠』だった。

「青騎士………？」

　そんな孝太郎達たちを、アライアと名乗った少女の瞳が追いかけていた。孝太郎とクランの会話は、アライアには分からない言葉で行われていた。今はクランがフォルトーゼの共通語を話し、孝太郎は翻訳機でそれに追従している。だからアライアに分かった言葉は一つだけ。クランが口にした『青騎士』という言葉だった。

　―――青騎士という事は、どこかの領主の御ご家け来らいという事になるけれど………。

　アライアは青騎士という言葉から孝太郎の身分を想像する。

　フォルトーゼの貴族制度は完全な武家社会で、日本の侍さむらいによく似ている。そのため騎士と言っても現代イギリスのそれとは大きく異なっている。

　フォルトーゼ皇国における階級制は、頂点に皇こう帝ていをいただき、その下に皇族が続く。その次が領地を持っている上級騎士。上級騎士は領主として領地を治め、下級騎士を家臣として登用する。下級騎士は上級騎士の手足となって領地の中の各地方を治めると共に、戦争の時には上級騎士を団長とする騎士団の部隊長として戦う。現代日本に当てはめるなら、上級騎士が県知事、下級騎士が市長や町長に相当すると考えて良いだろう。フォルトーゼでは一いつ般ぱんに上級騎士を正騎士、下級騎士を従騎士と呼び習わし、そこには階級的に大きな隔へだたりがある。従騎士にも治める土地はあるが、厳密にはそれは領主である正騎士の土地だからだ。また貴族と呼ばれるのは従騎士までで、その下の階級は一般の市民とされている。

　ちなみにルースの属するパルドムシーハ家は大きな領地を持つ正騎士の家で、その中でも最上級のナイ―――守護騎士の称しよう号ごうを持つ。パルドムシーハは騎士の名門中の名門、古くから皇家を支えてきた誇ほこり高たかき一族なのだ。

　そしてファトラ―――青騎士という称号は、従騎士の一般的な称号の一つだった。騎士の称号は叙じよ勲くんした者が決める。正騎士には固有の称号が与あたえられるのが普通だが、従騎士は色や植物、動物の名前など、領主ごとに規則性のある名前が与えられるのが一般的だ。中でも多くの領主が好んで使うのが色。鎧よろいを称号と同じ色に塗ぬり分わける事が出来るので、好んで使われる傾けい向こうにあった。だから青騎士といえば、自然とどこかの従騎士である事が想像されるのだ。

　―――あれだけ強い従騎士を擁ようしていて、かつ敵となっていない領主となると………パルドムシーハか、ウェンラインカーくらい。でもパルドムシーハの従騎士なら会った事がある筈はずだし、ウェンラインカーは称号に色を使っていない………。それに魔法も使っているようだったし………あの騎士様は一体………？

　アライアは孝太郎の称号を理解したが、それが逆に彼女の疑問を深める結果となった。孝太郎が青騎士という称号なら、現在の状況に照らすと敵である可能性が高い。なのにアライアを助けた理由が分からなかった。

「ちょっと待て、どういう事なのかちゃんと説明しろ！　俺には何が何だかさっぱり分からん！」

　その孝太郎は興奮気味にクランに説明を要求していた。

「んもぉ～～、仕方ないですわねぇ～～～」

　最初はそれを無視して先を急いでいたクランだったが、孝太郎があまりにしつこく尋たずねるもので、アライアからある程度離はなれた所で足を止めた。

「俺とお前はついさっきまで戦ってたんだ。それなのに急に大変な事になるからついてこいって言われても、何とも言えんだろう？」

「分かりましたわ。説明して差し上げますから、聞いたら言う事を聞いて下さいまし」

「内容による」

「まったく………」

　クランは小さく溜ため息いきをつくと、チラッと孝太郎の背後のアライアに目をやってから、説明を始めた。

「………実はここは地球ではありませんの」

「は？」

「だから、地球ではありませんのっ！」

「地球じゃない!?　どういう事だっ!?」

　地球じゃないとの言葉に、孝太郎は目を剥むく。単に言われただけでは信しんじ難がたい言葉だった。

「わたくしが使おうとした武器を覚えていまして？」

「ああ。あのおかしな爆ばく弾だんだろう？」

「そう、超ちよう時じ空くう反はん発ぱつ弾だん。あれの爆ばく発はつの影えい響きようで、わたくし達たちは地球から別の惑わく星せいへ飛ばされてしまったんですの」

　クランは両手で爆発のジェスチャーをする。

　―――地球から別の惑星へ!?　まさかそんな事が本当にっ!?　信じられ―――いや、そういえば確かに………!!

　孝太郎はクランの言葉が信じられなかったが、同時に思い当たる節もあった。おかしな風景、見た事もない植物、奇き妙みような爬は虫ちゆう類るい。少女と男達の言葉だって分からなかった。

「加えて時間も大分遡さかのぼ　っているようですわね」

「時間を遡る？」

　孝太郎には意味の分からない言葉が出てきた。一いつ旦たん考え事を打ち切り、孝太郎は改めてクランの顔を見た。

「ええ。簡単に言うとタイムスリップ―――わたくし達の暮らしていた時代から、過去の時代へと移動してしまっているようですの」

「タイムスリップだってぇ!?」

　現代っ子の孝太郎なので、タイムスリップという言葉には聞き覚えがあった。映画やゲームなどでしばしば耳にする言葉だった。

「じゃっ、じゃあっ、俺おれ達たちはお前の爆弾の爆発に巻き込まれて、どこかへワープして、ついでに過去へタイムスリップしたって事かっ!?」

「分かって貰えたようで助かりましたわ」

　クランはようやく分かって貰えたと大きな溜め息をつき、やっと話が通じるようになったと胸を撫で下ろした。

「ほっ、本当なのか!?」

「この状況で嘘をつく理由がありまして？」

「それは………」

　敵同士で戦い合っていた孝太郎とクラン。そのクランが戦いを止やめて、突とつ然ぜん言い出すには確かに突とつ飛ぴな内容だった。

　―――という事は、本当である訳か………。

　孝太郎は気持ちを落ち着けると、クランの言葉を信じる事に決めた。その方が自然だし、仮にも皇族の言葉だ。きちんとした計略ならともかく、その場しのぎでこういう安っぽい嘘が出てくるとも思えなかった。

「ともかく、お前のせいでこうなった、と」

「あら、あなたのせいでもありましてよ」

「俺のせい？　どうして？」

「あの超時空反発弾は、もともと時空間に穴をあけて、宇宙の外に標的を吹ふき飛とばす武器ですの。それをあなたが斬きって不完全に作動させたから、こうなったのですわ」

　クランは孝太郎に向かって肩を竦すくめてみせる。孝太郎も悪いとでも言いたげだった。

「ふんっ、殺されそうになれば斬りもするさ」

　孝太郎にしてみれば、放っておけば宇宙の外に弾はじき出だされて殺されていたのだから、斬って当たり前。責任転てん嫁かされるのは甚はなはだ不本意だった。

「わたくしも負けるぐらいならあれを使いますわ」

「………分かった分かった」

　孝太郎は両手を挙げて溜め息をつく。孝太郎は感情的な言い合いを続ける無む駄だを悟さとり、クランに質問を続ける事にした。少なくとも今のクランには戦うつもりがないようだし、緊きん急きゆう事態だとも言っていた。時間の浪ろう費ひは賢かしこいとは言えない。

「それでここはどこで、今はいつなんだ？」

「ここはフォルトーゼ。今はおよそ二千年ほど過去ですわ」

　クランは淡たん々たんと答える。しかしそれを聞いた孝太郎は目を剥いた。

「フォルトーゼッ!?　二千年前っ!?」

「ええ、そうですわ。きちんと『揺り籠』で天体観測をして確かめましてよ。ここは二千年ほど前のフォルトーゼ。わたくしも最初は信じられませんでしたけど、間ま違ちがいありませんわ」

　驚おどろいている孝太郎に、クランは満足げに頷く。事の重大さがようやく伝わったのが、嬉うれしかったのだ。これでようやく話の本題に移る事が出来ると、クランは内心で胸を撫で下ろしていた。

「そういう事情ですから、さっさと『揺り籠』に戻って未来へ帰る方策を練りますわよ。余計な事をしてリスクを抱え込む必要はありませんわ」

「なるほどなぁ、それでこういう事になる訳か………」

　当初は驚いていた孝太郎だったが、途と中ちゆうから妙みように納なつ得とくした様子でうんうんと繰くり返かえし頷き始める。

「なんですの？」

　それが気になったクランが尋ねると、孝太郎は背後にいる少女を指さした。

「あそこに女の子がいるだろう？」

「………いますわね」

　言われてクランは孝太郎の背後に目を向ける。そこには相変わらずドレス姿の少女が立っていた。

「あの子、変な奴やつらに襲おそわれてたから助けたんだけど、アライア・クーア・フォルトーゼっていう名前らしいんだ」

「あらいあ・くーあ・ふぉるとーぜ………？」

　その瞬しゆん間かん、クランの顎あごがカクンと落ちた。

「それを、た、たすけ、た、ですって………？」

「地位を追われたばかりって言ってたから、例の事件の真っ最中みたいだぞ」

　そんなクランをほったらかしにして、孝太郎は説明を続ける。

「いやぁ、ここで目を覚ましてからずっと不思議な事ばっかりだったんだけど、ようやく納得したぞ。どうりで見た事ない場所だし、演劇でもないんだよなぁ………納なつ得とく納なつ得とく」

　疑問が解消した孝太郎は清すが々すがしい表情で何度も頷く。孝太郎がこの地で目を覚ましてからまだ三十分と経たっていないが、その間あいだ中じゆうずっともどかしい気分だったので、疑問が解消して気分は爽そう快かいだった。

「ちょ、ちょっとお待ちなさいっ青騎士もどきぃっ!!」

「おっ、おいっ、急にどうしたっ!?」

　それに対して、クランは気分爽快どころではなかった。ほとんど半泣きの状態で孝太郎に掴みかかる。

「気安く歴史を変えるんじゃありませんわぁっ!!　元の世界に戻れなかったらどうしてくれますのよぉっ!?」

「なっ、何を怒おこってるんだっ、お、落ち着けってクランッ」

　クランは孝太郎の鎧を両手で掴み、思い切り揺さぶる。孝太郎は首を前後にガックンガックンと揺らしながらクランをなだめようとする。しかしクランは止まらなかった。

「これが落ち着いていられますかぁっ!!　あ、あ、あ、あなたっ、自分が何をしているのか分かっていますのぉっ!?」

「何をって、こっ、困ってる人を助けただけだろっ？」

　二千年前のフォルトーゼに来て、妙な連中に襲われている女の子を助けた。孝太郎にはそこに問題は見み出いだせない。しかしクランはそれを問題視していた。

「ここがどこか説明したでしょうっ!?」

「分かってるって。二千年前のフォルトーゼなんだろ？」

「分からないんですのっ!?　あなたがここで何かする度たびに、フォルトーゼの過去の歴史が変わっていく!!　このままではわたくし達が出発した時間と場所に、戻れなくなりますわっ!!」

「………なんだってぇ？」

　クランの口にした言葉の中に、孝太郎にも気になるものがあった。出発した時間と場所に戻れなくなる。それは孝太郎にとって大きな問題だった。孝太郎にはあの時間のあの場所で、やらなければいけない事があったから。

「ちょ、ちょっと待て、分かるようにちゃんと説明しろ、クラン！」

　孝太郎の表情が真剣なものに変わる。クランが言っている事を完全に理解した訳ではなかったが、その深刻さは理解し始めていた。

「宇宙と時間、それらが織り成す歴史というものは、川の流れのようなもの！　ふとした拍ひよう子しで別の流れに入り込んで、元の流れとは違ちがう流れに入ってしまう事があるんですの！」

　クランも真剣な眼まな差ざしで孝太郎に説明する。あるいは人の生き死に以上に重大な問題をはらんでいるので、彼女は大おお真ま面じ目めだった。既すでに孝太郎と敵同士であった事など、意識の外だった。

「元とは違う流れ………？」

「そうですわっ！　事実、もう別の流れに入っている！　本来の歴史では、彼女を助けるのは別の人間、恐おそらくは青あお騎き士しの役目だった！　でも、あなたが先に助けてしまった！　するとこの先に起こる出来事が変わってくる！」

　孝太郎にもクランの言っている事が分かりかけてきた。

　十人の男達に襲われていたアライアを助けるのは、この時代の人間の役目だった。状況からすると、ほぼ間違いなく青騎士の役目だった筈だ。だから孝太郎が助けなくても、いずれ青騎士が助けに入り、彼女は無事で済んだのだ。にもかかわらず、孝太郎が彼女を助けてしまった。おかげで青騎士は白銀の姫ひめと出会う機会を失ってしまったのだ。

「つまり、俺が青騎士と白銀の姫の出会いを邪じや魔ましたって事か!?」

「そうですわっ！　このままだと取り返しのつかない事になってしまいましてよっ！」

　クランは青い顔で頷く。もともと肌はだが白い分だけ、彼女の悩みの深刻さが際きわ立だった。事態の深刻さを理解した孝太郎は、クランに向かって身を乗り出すようにして質問を続けたた。

「待て待てっ、このままだとどうなるんだ!?」

「さっきも言ったように、歴史とは川の流れのようなもの！　別の流れに入ってしまったら、別の河口へ出てしまう！　このまま何らかの方法で未来へ帰ったとしても、わたくし達は別の河口に、別の世界に流れ着く！」

　青騎士は白銀の姫とは出会っていない。だからこの状態で孝太郎とクランが未来へ戻ったとしても、そこは青騎士と白銀の姫が出会っていない歴史の上に形作られた未来。孝太郎とクランが出発した未来とは違う世界なのだ。そしてそれぞれの世界は全く関係のない別の世界として続いていく。

「青騎士と白銀の姫が出会わなくては、フォルトーゼが帝てい政せいのまま二千年存続している可能性は殆ほとんどありませんわっ！　そうなるとティアミリスさんやパルドムシーハが地球へ行く事もない！　だからあなたがティアミリスさん達と過ごした期間は、全く違うものになっている筈ですわ！」

「今のまま未来へ帰ると、ティアやルースさんと出会わなかった世界になっているって事か!?」

　身近な部分に話が及および、孝太郎はようやく自分がどういう立場にいるのかを理解する。過去へ来てからの孝太郎の行動が未来を変えてしまうという意味を。

「そうですわっ!!」

「まずいじゃないかっ!!」

「だから最初に言いましてよっ!!　自分が何をしているのか分かっているのかとっ!!」

　このままではティアやルースは生まれてこない。だから孝太郎とも出会わない。そしてティアやルースに出会わないという事は、孝太郎が春風高校に入学して以降の出来事が完全に別のものになってしまうという事。ティアは侵しん略りやくしてこないし、体育祭での馬ば鹿か騒さわぎもない。海へも行かないし、演劇の台本も書かない。影響は孝太郎だけでなく、多くの人間に広がっていくだろう。それは今日まで積み上げてきたものを全すべて失うという事でもあった。

「どうしたらいいんだっ!?　どうしたら元の世界に帰れる!?」

　孝太郎にはやるべき事があった。別の世界へ行ってしまったら、それを果たす事が出来ない。孝太郎は何としても出発した場所と時間に、戻らなくてはならなかった。

「このあたりに居るであろう本物の青騎士を見付けだして、彼女に引き合わせるんですわ！　それも可能な限り早く！」

「そんな事で大だい丈じよう夫ぶなのか!?　それでも多少は歴史が変わってしまうんだろう!?」

「今のままよりは遥はるかにマシですわ！　やるだけやって確率の雲の範はん囲い内ないに―――元の歴史に戻れる許容範囲内に収まってくれる事を祈いのるだけですわっ！」

　歴史は簡単に分ぶん岐きする半面、合流する場合も多い。分岐した歴史が本来のものと殆ど変わらない場合、合流する可能性が高くなる。例えば誰だれかが過去へ行って砂すな粒つぶ一つを僅わずかに動かせば、それだけで歴史は分岐する。しかし違いが微び小しようである為、すぐに歴史は合流する。このように歴史の変化には許容範はん囲いというものがある。クランは青騎士を見付けだす事で、その許容範囲内に流れを修正しようとしているのだった。

「わ、分かった。それで具体的にどうする？　俺おれは何をすればいい？」

「そうですわね………」

　クランは渋しぶい顔をしながら、腕うで組ぐみをして考え込む。そうしながら彼女は何気なく孝太郎の着ている鎧に目を向ける。するとその直後、クランは瞳ひとみと表情を輝かせた。

「そうですわ！　あなたには青騎士の代わりをしていて頂きます！　その間にわたくしが本物を探して参りますわ！」

　白銀の姫は青騎士に出会えていない。このままでは無防備に旅を続ける事になる。だから孝太郎が青騎士のフリをして彼女を守る。その間にクランが本物の青騎士を見付けだして、孝太郎と入いれ替かえる。そうすれば本来の歴史との誤差は小さくなる筈だった。

「あの子を守ってればいいんだな？」

「そうですわ。それも青騎士のフリをして、ですわ。お得意でしょう？」

「それはそうなんだがな………」

　孝太郎にもクランのアイデアが素す晴ばらしい事は分かるのだが、実行するとなると戸と惑まどいは隠かくせなかった。

　―――おかしな事になってきたぞ………。

　演劇では賢けん治じの代わりに青騎士をやる羽目になった。それが今度は本当のフォルトーゼで、本物の代わりに青騎士をやる羽目になった。当然、孝太郎の困こん惑わくは計り知れないほど大きい。この数すうヶか月げつ間続けてきた演技の特訓が、よもやこんな風に役に立つとは思ってもいなかった。

「騎士様、いかがなさいましたか？」

　そんな時、アライアが近付いてくる。

　―――フォルトーゼやパルドムシーハと言っていたようですけれど………。

　アライアは少し離はなれた場所から孝太郎達の様子を眺ながめていたが、孝太郎達の言い争いの中に青騎士以外にも聞き知った言葉がある事に気付き、二人の話の内容が気になったのだ。

　―――この時代という事は………下位古代語ですわね………。

　アライアが傍そばまで来たので、クランはこっそりと翻ほん訳やく機きを作動させた。

「いいえ、殿でん下か。特に問題はありません」

　それに前後して孝太郎がアライアと同じ言葉で返事をする。その内容は翻訳機を介かいして、すぐにクランの耳にも届いた。

「俺が―――いえ、私が倒たおした連中が目を覚ましてしまう前に、別の場所へ移動した方が良いと、私の従者と話し合っていた所でした」

「従者ですって!?」

　だが耳に届いた言葉はクランにとっては大変不本意なものだった。そこでクランは小声で孝太郎に抗こう議ぎする。

「………なんですのっ、従者っていうのはっ!?」

「………他ほかにどう言えってんだ？」

「………んもうっ、仕方ありませんわねぇ………」

　従者と呼ばれるのは不本意極きわまりない。かといって真の地位を名乗る訳にもいかないし、従者以上に自然な言い訳も思い付かない。だからクランは不満そうにしながらも、素す直なおに孝太郎の判断に従った。

「そうでしたか。確かに急いだ方が良いようですね」

　アライアは頷うなずくと背後を振ふり返かえる。そこにいる十人の男達はまだ意識を失っていたが、時折小さなうめき声をあげていた。遠からず目を覚ますのは明らかだった。

「はぐれてしまった仲間達と合流しなければなりませんし」

「分かりました。どちらですか？」

　孝太郎は軽く頷くと、アライアに背後の森を指し示した。アライアに方向を教えて貰もらったら、すぐにそちらへ向かうつもりでいた。

「えっ………？」

　するとアライアはさも意外そうな表情を作った。そして表情を窺うかがうようにして孝太郎を見上げる。

「騎士様も御ご同どう道どう頂けるのですか？」

「そのつもりですが。何か問題が？」

「それは―――」

　アライアは言いい淀よどむ。

　アライアにはまだ孝太郎を信用していいのかどうかが分からない。もし孝太郎が敵なら、危険はアライア自身だけでなく仲間達にも及ぶ。

　―――信用したいけれど………万が一の事があればあの子達が………。

　命の恩人を疑いたくはないし、個人的には孝太郎は信じても良い気がしている。孝太郎の表情や言動からは悪意を感じない。しかしアライアに課せられた責任と立場とが、彼女の決断を鈍にぶらせていた。

「殿下、迷われるのは分かります。ならばまずはこの場所を離れましょう。彼かれらが目を覚ましてしまいますゆえ」

　孝太郎はアライアの迷いに気付き、助け船を出した。しかしこれは孝太郎が自分で気付いたという訳ではなく、昨年の台本でそうなっていたからだった。だから孝太郎は本物のアライアも悩なやむかもしれないと、あらかじめ予想していたのだ。

「移動、ですか………」

　気絶した男おとこ達たちが目を覚ます前に、とりあえずの移動を。孝太郎にそう提案されたアライアだが、すぐには動けなかった。だから彼女は自分を納得させる為ために、孝太郎に一つ質問することに決めた。それは先さき程ほどからずっと気になっていた事だった。

「………騎き士し様さま、その前に一つだけお聞かせ下さい」

「なんなりと」

「あなた様は、どうして彼らを、斬ってしまわれなかったのですか？」

　アライアが一言一言確かめるように口にした言葉。それはどうして孝太郎が男達を殺してしまわなかったのか、という事だった。

　孝太郎がアライアの敵であれ、味方であれ、男達の事は殺してしまった方が良い筈だった。敵であればアライアに疑われない為に。味方であれば追つい撃げきを防ぐ為に。なのに孝太郎は斬らなかった。アライアはそこがずっと気になっていたのだ。

「それは―――」

　孝太郎は言葉に詰つまった。それは台本にない質問だった。だから孝太郎は、自分自身の言葉で答えなければならなかった。

「私は人を斬るのが好きではありません。それに助けに入った時、あなた様がどなたであるのかを存じあげませんでした。だから彼らを一方的に殺してしまう訳にはいかなかった。それが彼らを斬らなかった理由です」

　孝太郎は素直に胸の内を明かした。隠すような事ではなかったし、アライアのまっすぐな瞳を裏切りたくはなかった。

　―――そうか………この方は敵でも味方でもなかったのですね………。

　孝太郎の答えを聞いた時、アライアは焦あせっていた自分を恥はずかしく思った。敵か味方かにばかり気が行って、どちらでもないという可能性を見落としていたのだ。孝太郎はただ目の前に争いがあったから割って入った。そういう事だったのだ。

　―――それに………この方は、他の騎士達とは何かが違う………。

　アライアはその立場ゆえに、多くの騎士達と面識があった。だから騎士というものがどういう者達なのかをよく知っている。しかし目の前にいる孝太郎の口にした答えは、アライアの知る騎士達が答えそうなものとは大きくかけ離れていた。

　―――騎士が敵を殺したくないって………そういえば、さっきも………。

　アライアの脳のう裏りには戦いが終わったばかりの時の孝太郎の姿が思い出される。あの時、孝太郎は戦いが終わった事や、誰も死ななかった事に安あん堵どしていたのだ。誇る事も、勝ち名乗りを上げる事もせずに。

　―――もしかしたら敵となった騎士団の方なのかもしれない。でも………でも、この方の内側にある、不思議な何かを信じてみよう………。

　そしてアライアはその違いを信じた。信じてみたくなったのだ。驚くほどの強さを持ちながら、不思議と優やさしさを感じさせる、青い鎧の騎士を。

「これまでの御ご無ぶ礼れいをお許し下さい、騎士様。わたくしはあなたを信じます」

　そうしてアライアは微ほほ笑えむ。助けて貰った感謝と、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいをその笑え顔がおに乗せて。

「光栄です、アライア殿下」

　晴海とよく似た顔と声で信じると言われると、孝太郎の胸はあたたかな気持ちでいっぱいになる。まるで晴海にそう言われたかのような気がして。そんな筈はないのだが、胸が躍おどる孝太郎だった。

「騎士様、あなた様のお名前を、お聞かせ下さい」

「これはとんだ失礼を致いたしました。私の名前は―――」

　里さと見み孝太郎、そう答えかけた所で、孝太郎は言葉を呑のみ込こむ。答えるべき名前は他にあった。

「私の名前は、レイオス・ファトラ・ベルトリオン。この剣けんに誓ちかって、必ずやあなた様をお守り致します」

　これが孝太郎と、白銀の姫の出会いだった。







黄金の花







　崖がけから離れた孝こう太た郎ろう達たちは、アライアの案内で森の中にある細い街かい道どうを歩いていた。それは男達に追われた時に、彼かの女じよが通ってきた道だった。

「このもう少し先で、馬から落ちてしまって………恐らくレイオス様がお聞きになった悲鳴というのは、その時のものだと思います」

「なるほど、あれはそういう事でしたか」

　先頭を行くのは孝太郎。そのすぐ後にアライアが続く。それから数メートル遅おくれて、最さい後こう尾びをクランが歩いていた。

「しかし馬から落ちたというのに、よく御ご無ぶ事じであらせられましたね」

「あたりの下生えがうまくクッションになってくれて………幸運でした」

「それは暁あかつきの女め神がみの御ご加か護ごでしょう」

「そうあってほしいものです」

　孝太郎とアライアの足は軽い。

「ちょ、ちょっと待って、ベルトリオン卿きよう、歩くのが、は、速いですわっ！」

　しかし最後尾のクランはそうではなく、ずるずると二人から遅れ始めていた。歩き始めて数分しか経っていないというのに、早くもクランの息は上がっていた。

「だらしないぞ、クラン」

　孝太郎は足を止め、溜め息混じりに来た道を戻もどっていく。

「ふふ」

　アライアは孝太郎に笑いかけると、一いつ緒しよになってクランの方へ向かう。孝太郎はその笑顔を見て、申し訳ない気分になる。クランとは敵同士の筈なのだが、出来の悪い妹を持った気分だった。

「まだ何分も歩いてないだろう？」

「そ、そんな事言ったって、こんな場所を歩くのは初めてですわっ！」

　クランは息を乱しながら孝太郎に抗議する。その顔は赤く上気し、額には僅かに汗あせがにじんでいた。

　孝太郎達が歩いている街道は、森の中を走る獣けもの道みちを太くしたような、土を踏ふみ固かためただけの道だった。加えてアップダウンの激しい山中ともあって、お姫ひめ様さま育そだちのクランには歩くだけでも重労働。同じ皇女でも活発なティアならまったく平気だっただろうが、知性派のクランには文字通りの意味で山あり谷ありという状じよう況きようだった。

　孝太郎が近くまでやってくると、クランは翻訳機を切って現代のフォルトーゼで使われている共通語で抗議した。

『あなたは良いですわよ！　そんな鎧を着ているんですからっ！』

　すると孝太郎の鎧がクランの言葉に合わせて翻訳機を共通語にセットする。これで話の内容はアライアには分からなくなった。

　クランが翻訳機を切ったのは、アライアに弱音を聞かせたくないからだ。クランもフォルトーゼ生まれの女の子だから、伝説の白銀の姫には憧あこがれが強い。その白銀の姫に無様な弱音は聞かせたくない。加えて同じフォルトーゼの皇女として、なるべく負けたくないという思いもあった。そういったクランの女の子らしい部分が、彼女に翻訳機を切らせたのだ。

『俺はともかく、アライア殿下もピンピンしてるだろ。それにティアならきっと平気だぞ、このぐらい』

『この時代の人間や、山育ちのティアミリスさんと同じにして貰っては困りますわ！』

　乗り物が馬ぐらいしかないこの時代の人間は、根本的に現代人とは体力が異なっている。アライアが平気なのはそれが理由だ。姫育ちとはいえ、それでもクランよりも体力があるのだ。

　そしてクランがティアを山育ちと評するのは、それぞれの家の根深い対立に起因している。

　アライアやティアを輩はい出しゆつしたマスティル家は、フォルトーゼの首都から北側の山さん岳がく地帯にその領地を持つ。それに対して、クランのシュワイガ家は商業都市を中ちゆう核かくとした近代的な領地を持っている。そのため、シュワイガ家はマスティル家の人間を田舎いなか者もの扱あつかいする傾けい向こうにある。

　ちなみにシュワイガ家の成立は、白銀の姫の時代から数世代先の事だ。そのため自然と発達した都市の中に領地を持つようになった。マスティル家の方が成立が古いので、当然と言えば当然の成り行きではある。そのため、マスティル家の人間はシュワイガ家の人間を新参者扱いする傾向にあった。

　こうした事情が重なって、クランは自分に体力はなくて当たり前という考えを持っていたのだ。

『もう一歩も歩けませんわ！』

　クランは不ふ貞て腐くされた様子でそっぽを向く。一見ただのわがままにも見えるが、確かにその表情には疲つかれが滲にじんでいた。

　―――そういえば、俺を探して散々うろつき回ったっていうしな………。

　その様子を見た孝太郎はクランが疲れているもう一つの理由に思い至り、文句を言う気を失った。

『空を飛んでればどうだ？』

『それをアライアさんに見られたらどうしますの!?　これ以上妙な事になってたまるものですか！』

『そうは言ってもだな、後ろから例の連中が追ってくるかもしれないんだぞ？』

『あなたが連中を殺さなかったからでしょう！　責任をお取りなさい！』

『おいおい………』

　そうして孝太郎が溜め息をついて両手を腰こしに当てたのを見て、しばらく黙だまって成り行きを見守っていたアライアが孝太郎に質問した。

「クラン様は何と？」

「どうもここまでの苦労が祟たたって、今のペースで歩き続けるのが難しいと」

　孝太郎の言葉はアライアの言葉に合わせてフォルトーゼの古代語に戻った。クランもすぐに翻訳機を作動させる。

「それは困りましたね………」

　アライアは心配そうな表情をクランに向ける。すると気き恥はずかしくなったのか、クランはアライアから顔を背そむけた。

「うーん………」

　少々考え込んでいた孝太郎だったが、やがてクランに背を向けてしゃがみ込んだ。

「ホレ」

「なんのつもりですの？」

「背中に乗れ。おぶってってやる」

　幸い孝太郎の鎧よろいはクラン一人を運ぶぐらい何ともない。山の悪路であってもだ。それに孝太郎は早さ苗なえを背せ負おって歩く事が多かったので、クランを背負う事に抵てい抗こう感かんはなかった。

「け、結構ですわ！」

　クランは顔を赤くして首を横に振る。孝太郎とは違ってクランは年とし頃ごろの娘むすめなので、おんぶされている姿を他人に見られるのは恥ずかしい。またそれが少し前まで争あらそっていた男の背中なので、単純な抵抗感もあった。

「カッコつけてないで乗れって。子供みたいな事を言っている場合か」

「し、仕方ありませんわね………」

　だが、もう一度孝太郎に言われると、クランは渋しぶ々しぶといった調子で孝太郎の背中に身体からだを預けた。

　―――鎧よろ越いごしではある事ですし………。

　家族以外の人間の背中に乗る恥ずかしさは、直接触ふれている訳ではないからと、クランは自分を説得した。

「ふふふ」

「………」

　しかしアライアに笑われてしまうと、クランの恥ずかしさは最高潮となる。クランは顔を背けると、腹いせに孝太郎に悪態をついた。

「背中が固いですわ」

「我が慢まんしろ、そのぐらい」

「し、仕方ありませんわねっ」

「ふふ、ふふふっ」

　再びアライアの笑い声。一層恥ずかしくなったクランは、孝太郎の背中に顔を押おし付つけるようにして、アライアから顔を隠した。
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　―――こういう方々を疑っていただなんて………。

　だがこの時、アライアはクランを笑っていたのではなかった。孝太郎とクランの微笑ましいやり取りを見て、孝太郎達たちを敵かもしれないと疑った自分を笑っていたのだ。

　―――それに、レイオス様はこういう方なのですね………。

　そして同時にアライアは安堵していた。これまでは孝太郎が戦っている姿と、騎士然とした言動しか見ていなかった。クランと喋しやべっている時のような、年相応の言動を見たのはこれが初めて。それがアライアを安堵させていた。

　―――従者の方とも、仲がよろしいようですし………。

　なかでも一番アライアを安堵させたのは、孝太郎とクランの関係だった。騎士と従者という話だったが、従者を背負って歩く騎士などこれまでアライアは見た事がなかった。それにアライア自身も家族同然の付き合いの家臣を持っているので、この時の孝太郎達の姿には親近感が湧わいた。

「ふふふふっ」

　そういう孝太郎達を疑っていた自分がおかしくてならない。深い安堵ともあいまって、アライアは鈴すずを鳴らすような声で笑い続けた。

「お恥ずかしい所をお見せしました」

「いいえ、そんな事はありませんよ、レイオス様。さぁっ、参りましょう！」

　アライアは先に立って歩き始める。孝太郎達に笑顔をひとつ残して。

　―――伝説のお姫様っていっても、普ふ通つうの女の子みたいに笑うんだな………。

　孝太郎は彼女の笑顔をそんな風に感じた。そしてその時の彼女の笑顔は、晴はる海みのそれによく似ていた。

　―――アライア殿下の姿が舞ぶ台たい上じようの桜庭さくらば先せん輩ぱいに似ているなら、普通の女の子みたいに笑えば桜庭先輩に似る訳か。

　孝太郎はアライアの後ろ姿を眺めながら、自身も僅かに微笑んでいた。

「………何を見み惚とれていますの？」

　そんな孝太郎に、クランの冷たい視線が突つき刺ささる。

「同じ皇女様でも、アライア殿下とお前はえらい違いだなーって思っただけだ」

「な、なんですってぇっ!?」

　孝太郎は涼すずしい顔でアライアを追って歩き始める。日ひ頃ごろキリハを相手にしているので、クランの言葉ぐらいでは動じない孝太郎だった。

「だいたいどうして―――」

「落ち着けって。頼たのみがあるんだ」

「は？」

　クランは文句を言おうとしていたが、孝太郎はそれを遮さえぎった。そして孝太郎はクランだけに聞こえるように声をひそめる。

「………お前の力で、アライア殿下の仲間を探せないか？　このままあてもなく探していたら、本当に連中に追い付かれかねない」

　孝太郎はこの相談がしたくて、クランに近付いたという事情もあった。アライアに聞かれずに相談できるので、クランが疲れて不平を漏もらしたのは渡わたりに船だったのだ。

「俺おれ達たちは本物の青騎士と従者じゃないんだ。お前の言う通りの状況なら、手は打っておくべきだろう？」

　本物の青騎士一行なら必要のない行こう為いだ。彼らは無事に仲間達と合流する運命にあった。しかし孝太郎達は本物ではないので、本来青騎士達が歩く筈はずだった道とは違う道を歩いている可能性がある。もしくは青騎士なら男達を斬きり捨すてていたかもしれない。そういう僅かな違いが男達に追い付かれる原因になる事は十分にあり得る事だった。

「あなた、それが狙ねらいでこんな―――」

「半分な。それで、どうなんだ？」

　孝太郎の問とい掛かけに、クランの表情がスッと引ひき締しまる。

「可能ですわよ。『揺ゆり籠かご』から探査機を放出して、あたりを探さぐらせますわ」

「頼む。すぐにやってくれ」

「分かりましたわ。その代わり、しばらく背中を貸して頂きますわよ」

　腕うで輪わを使って探査機を遠えん隔かく操縦しながら山道を歩くのは難しい。探査機を操あやつる間は、このまま孝太郎に背負われていた方が都合が良かった。クランは孝太郎の背中に揺られながら、早さつ速そく腕輪を弄いじり始はじめる。クランは『揺り籠』を遠隔操作し、無人探査機を空に放出させた。

「問題ない。ティアよりは重いが、鎧のおかげで苦になる重さじゃない」

「お黙りなさいっ、この青騎士もどきィィィィッ!!　すぐに訂てい正せいなさいっ!!　わたくしがティアミリスさんよりも重いだなんて、ありえませんわっ!!」

　が、遠隔操作はすぐに中断され、探査機はしばらく目的もなくフォルトーゼの夜空を漂ただよい続つづけた。










　アライアが孝太郎達を連れていこうとしている場所は、仲間と散り散りになる少し前に立ち寄った小さな滝たきだった。彼かの女じよ達たちはそこでしばらく休きゆう憩けいをとったので、はぐれたらそこへ戻っているかもしれないと期待しての事だった。

「みんなあの場所へ戻っていてくれると良いのですが………」

「心配なさらずとも大丈夫ですよ、アライア殿下」

　既すでに日は落ち、孝太郎達は男達から拝借したランプの明かりを頼たよりに進んでいた。ランプの明かりは弱々しく頼りない。現代の夜の明るさに慣れた孝太郎とクランだから、森の中は実際の暗さ以上に暗く感じられていた。

　ズルッ

「おっと」

「きゃあっ!?」

　おかげで足を滑すべらせそうになる事数回。夜の山道を歩く危険を何度も思い知らされた孝太郎とクランだった。

「しっかりして下さいましっ、巻まき添ぞえはごめんですわよ」

「悪い悪い」

　孝太郎は背中に乗っているクランに詫わびると、背後にいるアライアに聞こえないように声をひそめ、クランに囁ささやきかけた。

「………それでクラン、この先はどうなっているんだ？」

「………確かにこの先に滝がありますわ」

　それに対してクランも声をひそめて答える。同時にクランは孝太郎の身体を利用してアライアの視界から右みぎ腕うでの腕輪を隠しながら探査機を操作する。

「………そこに人間が五人と馬が一頭いるようですわね」

「………どんな連中か分かるか？」

「………日が落ちてしまって、判別できませんわ。でも人数はアライアさんの話と一致していますから、間ま違ちがいないのではなくて？」

「………でかした」

　クランの言う通りなら、アライアは滝で無事に仲間達と合流できるという事になる。

　―――合流が出来れば、一応ここまでの事はクランのいう歴史の誤差の範囲に入りそうだが………。

　しかしまだ安心はできない。孝太郎はもう一つの心配事をクランに尋たずねた。

「………追手は？」

「………二機目の偵てい察さつ機きで追つい尾びしていますけれど、どうやらこちらからは離れていくようですわね。最短コースでマスティル関へ向かうルートを移動しているようですわ」

　孝太郎に叩たたき伏ふせられた男達も、この頃ころになると目を覚ましていた。アライアを見失った彼らは、何な故ぜか彼女を探す事をせず、北の方角へ移動しつつあった。

「………マスティル関？」

「………フォルトーゼの首都フォルノーンと、マスティル領の境界にある関所の事ですわ」

　アライア一行はパルドムシーハの領地に向かう旅の途と中ちゆうにある。フォルトーゼの首都であるフォルノーンからパルドムシーハ領に行くには、フォルノーンの北側に位置するマスティル領を抜ぬけるのが最も近く、かつ安全なルートだった。マスティル領はアライアの生まれたマスティル家の領地なので、どんな状況でも味方は多いのだ。

「………どこへ行ったか分からないアライア殿下を探すより、確実に来ると分かっている関所に向かうルートに先回りって事か」

「………恐おそらくはこのあたりの街道の合流点で待まち伏ぶせ、でしょうね」

　マスティル関へ向かう道は沢たく山さんあるが、次し第だいに合流して最終的に数本に絞しぼられる。だから待ち伏せをするなら、このあたりの道が合流する付近に網あみを張るのが合理的だった。

「………それとあなたの強さを見み越こして、援えん軍ぐんを待つ意味もあるのではないかしら」

「………ふむ………」

　孝太郎にはクランの言う通りに思えた。

　―――なるほどな、そういう風に来る訳か………。

　十人のままアライアを追っても、また孝太郎に倒されては意味がない。ならば先回りしつつ援軍を呼び寄せる。十分に数が揃そろえば、いくら孝太郎一人が強くてもアライアを守り切る事は困難なのだ。

　そうやって孝太郎が考え込んだ時、正面に小さな明かりが見えた。その明かりは電灯のように安定した白い光ではなく、赤い光が小さく揺らめいている。十中八九、焚たき火びの明かりだった。

「あれは？」

「レイオス様っ、あのあたりが滝のある場所です。きっとあそこにみんなが居るのだと思います！」

　アライアの声が弾はずむ。やはり仲間と合流出来るというのが嬉うれしいのだ。もちろん最悪の場合はアライアだけでパルドムシーハを目指さなければならなかったので、心細さもあった。

「急ぎましょう、殿でん下か」

「はいっ」

　アライアは孝太郎を追い抜いて先を急ぐ。あまり出しゃばった所のないアライアだが、この時ばかりは行動が早かった。長いスカートの裾すそを掴つかみ、暗い街道をまっしぐらに走っていく。

「ところでクラン」

「なんですの？」

「背負われたまま殿下の仲間と会うのと、自分で歩いていくのとどっちがいい？」

「降ろしなさいっ、今すぐっ!!」

「はいはい、仰おおせのままに」

　そして孝太郎とクランも、すぐにアライアの後を追って走っていった。










「姉上っ！」

「殿下！」

「アライア様！」

　アライアの姿に気付くと、焚き火を囲んでいた五人の少しよう女じよ達たちは一いつ斉せいに立ち上がった。そして彼女達は走ってくるアライアを取り囲むようにして出で迎むかえた。

「みんな、無事でよかった！」

　アライアは大きな笑顔で、その輪の中へ飛び込んでいく。

「よく御無事で！」

「馬だけが戻ってきたので、心配しておりました！」

「殿下っ、本当に良かった！」

「あたしは無事だって信じてたわよ♪」

　少女達も大きな笑顔を見せ、口々にアライアの無事を喜んだ。だが一番小こ柄がらで幼い金きん髪ぱつの少女だけは、言葉だけでなく行動で喜びを示した。彼女はアライアに駆かけ寄よると、身体を投げ出すようにして飛び付いていった。

「姉上っ！　おかえりなさいなのじゃっ！」

「シャルル！」

　アライアは飛んで来た少女を抱だき留とめる。いつもやっているスキンシップなので、アライアが慌あわてる事はなく、そのまま少女を強く抱き締めた。

「ただいま、シャルル………」

「わらわはしんじておりましたぞ！　姉上のごぶじを！」

　アライアとシャルル、二人の少女の銀と金の髪かみが焚き火の炎ほのおを照り返し、オレンジ色に輝かがやく。それは二人の流す涙なみだと同じ輝きだった。もちろん泣いているのは二人だけではない。少女達は誰もが少なからずその瞳ひとみに涙を滲ませていた。アライアは皇族であるだけでなく、彼女達の友人、あるいは家族だ。だから襲しゆう撃げきにあってアライアとはぐれて以降、ずっと心配し続けていたのだった。

「お、おい、あれって………」

「まさか………」

　そうやって再会を喜び合う六人の少女達を、孝太郎とクランは滝の前の広場と森との境界付近から見つめていた。この時の二人は喜び合う少女達とは違って、その表情に戸惑いを色いろ濃こく刻んでいた。

「あれって、ティアだよな？」

「ええ………子供の頃ころのティアミリスさんにそっくりですわ………」

　アライアに抱き付いている金髪の少女、アライアがシャルルと呼んだ少女は、ティアとそっくりだった。だが現在のティアにそっくりという訳ではない。シャルルは幼く、恐らく年ねん齢れいは十歳さいにも届いていないだろう。おかげでシャルルの姿はクランの記き憶おくの中にある昔のティアの姿と見事に一致していた。

「凄すごい偶ぐう然ぜんがあるもんだなぁ………」

「偶然ではないかもしれませんわよ？」

「なんでだ？」

「何せ、同じ血筋である訳ですからね」

　ティアとシャルルは同じマスティル家に連なる者。顔が似ているのはある程度必然なのだ。

「なるほど、そりゃそうだな」

「ほら、あそこにいるパルドムシーハだって、どことなく面おも影かげがあるでしょう？」

「おっ、髪かみ型がたやなんかに違いはあるけど、確かにルースさんっぽい」

　五人の少女の中に、一人だけ騎き士しの鎧を身にまとった少女がいる。髪や目の色、髪型や着ている物にこそ違いはあるが、その顔立ちにはルースを思わせる雰ふん囲い気きがあった。

「あれが多分、この時代のパルドムシーハ。有名な女騎士のフレアラーンですわ」

「ああっ、そうか！」

　そこで孝太郎は自分が少女達の名前を知っている事に気付いた。アライア達六人は、どれも演劇に登場している人物だったのだ。

「ところでアライア殿下、あの二人は何者でありましょうか？」

　そんな時、女騎士のフレアラーンが孝太郎達に目を向ける。しばらく再会を喜び合っていた少女達だが、今ではその興奮も収まり、アライアに同行していた孝太郎達に注意を向けるようになっていた。

「フレア、あの方達がわたくしを助けて下さったのです」

「左様でございましたか」

　アライアにフレアと呼ばれた少女は、アライアを守るように前に出てくる。そして孝太郎とクランに値ね踏ぶみするかのような厳しい視線を注ぐ。場合によってはこの場で斬り捨てる、彼女の瞳からはそんな強い気き迫はくが放たれていた。

「………何者だ？」

　チャッ

　フレアは孝太郎に問い掛けながら、剣けんの柄つかに手をかける。彼女の使っている武器は孝太郎のサグラティンのような騎士剣ではなく、もっと細身の、いわゆるサーベルやレイピアに近いものだった。彼女は女性特有の非力さを補うべく、細身の剣で急所を突く戦い方を得意としていたのだ。

「私はレイオス・ファトラ・ベルトリオン。修しゆ行ぎようの旅を続ける漂ひよう泊はくの騎士であります。こちらは我わが従者のクラン」

　孝太郎は慎しん重ちように答える。青騎士は従騎士で、フレアは正騎士。言葉は敬語。そして身分は台本にあった通り。クランに関する部分だけがアドリブだった。不用意な事を口にすれば斬られると分かっていたので、孝太郎はいつになく真しん剣けんだった。

「殿下を救って貰もらった事については感謝する。しかし―――」

「フレア、もう止やめて下さい。わたくしの命の恩人に失礼があってはなりません」

　だがここでアライアがフレアの右腕を掴み、彼女を制止する。しかしフレアはすぐには引き下がらなかった。

「ですが殿下、得体の知れない男です！　我々全員を殺す為に送り込まれた輩やからかもしれません！」

「もしそうなら、今いま頃ごろとっくに襲おそわれています。あの方―――レイオス様は、わたくし達を散り散りにした兵達を、一人で打うち倒たおすほどの方なのですよ？」

　アライアはフレアを諭さとしながら、剣の柄に乗った彼女の手を両手で包つつむ。アライアの力はフレアには遠く及およばない。そうしたとしてもフレアが剣を抜く邪じや魔まは出来ないだろう。しかしそれでフレアは剣の柄から手を放した。彼女も皇家に忠誠を誓ちかった騎士。最終的にアライアの判断を信じる事にしたのだった。

「………分かりました、殿下」

「ありがとう、フレア」

　アライアはフレアに礼を言うと、続けて孝太郎に詫わびの言葉を告げた。

「………申し訳ありませんでした、レイオス様」

「いいえ。旅の騎士があの場に居合わせたなど、確かに出来過ぎた偶然。パルドムシーハ卿でなくとも疑うのが道理でありましょう」

　アライアは詫びたが、孝太郎はフレアの反応をもっともだと思っていた。演劇や映画ならともかく、現実としてこんな事があれば疑って当たり前だった。

　―――むしろ信じてくれるアライア殿下が凄いというか………まぁ、だからこそ伝説のお姫様なんだろうけど………。

　だから孝太郎はアライアを大した人物だと思うと同時に、信じて貰えた事を嬉しいと思っていた。

「自覚があるなら問題ない。貴様が少しでも妙みような真ま似ねをしたら、その時は後ろからでも叩き斬るからな」

「そうして頂いて結構です」

　そして孝太郎にはもう一つ気付いた事があった。

　―――多分、このぐらい慎重でないと、ここまで逃にげてこれなかったんだろうな………。

　それは彼女達のこれまでの旅の困難さだ。演劇の台本や歴史書の通りなら、彼女達が青騎士と出会うまでの旅路は困難の連続であった筈だった。それを支えてきたのが唯ゆい一いつの騎士であるフレアであった事は想像に難かたくない。その彼女がここまで慎重にならざるを得ないほど、敵は強大なのだ。

　―――どうやら気を引き締めた方が良いようだな。台本の通りにやればいいなんて甘あまく見ていると、相当まずい事になりそうだ………。これは国の命運がかかった、決死の旅なんだから………。

　孝太郎はフレアの真剣な様子を見て、一行と合流して緩ゆるみかけていた気持ちを引き締め直した。

「それではレイオス様、改めてわたくしの仲間達を紹しよう介かいさせて頂きます」

「殿下、仲間だなどと畏おそれ多おおい………」

「ふふふ、良いではありませんか。非常時なのですし」

　アライアはフレアに笑いかけると、シャルルの頭に手を乗せて話し始めた。

「この子の名前はシャルル。正しくはシャルドリッサ・ダオラ・フォルトーゼ。わたくしの妹で、この国の第二皇女です」

　アライアに紹介されると、シャルルは前に歩み出て孝太郎を見上げる。その大きく真まっ直すぐな瞳が、孝太郎を正面から見つめていた。

「あおきしとやら」

「なんでございましょう、シャルル殿下」

　孝太郎はその場に膝ひざをついてしゃがむ。しゃがんだ孝太郎は、シャルルよりも少し目の位置が下になる。それで話しやすくなるし、皇族を見下ろす事もなくなった。

「姉上がせわになったようじゃな。たいぎであった」

「世話という程ほどの事では。フォルトーゼの騎士であれば当然の事でありましょう」

　孝太郎の答えを聞くと、シャルルの表情が輝く。その無む邪じや気きに花開いた笑顔は、孝太郎の心の中に真っ直ぐに飛び込んできた。素す直なおで元気、子供らしい気持ちの良い笑顔だった。

「きにいったぞ、あおきし！　よりいっそうちゅうぎにはげむのじゃ！」

「は、仰せのままに、マイプリンセス」

　シャルルは笑顔のまま孝太郎の肩かたを何度か叩くと、孝太郎の背後に回り、するすると背中によじ登った。そして再び孝太郎の肩を叩く。

「ほれ、たてあおきし」

「仰せのままに」

　孝太郎はシャルルに言われるままに立ち上がり、その小さな身体をしっかりと背負い直した。

「おおお、たかいたかい！」

　するとシャルルの視点は誰だれよりも高くなる。それを喜んだ彼女は更さらに元気な笑顔を振ふり撒まいた。

　―――ティアの子供の頃って、こんな感じだったのかな………。

　そんなシャルルの顔を横目で見ながら、孝太郎はティアの事を思い出していた。そのせいもあって、孝太郎の口元には小さな微笑みが浮うかんでいた。

「ふふ、シャルルったら」

「殿下………」

　孝太郎とシャルルの姿を見て、アライアが微笑む。孝太郎はシャルルを背負い、クランの時と同じように笑っている。それはアライアにとって嬉しい事だった。

　―――そうか、殿下が信じておられるのはこれか………。

　そんな主人の様子を見て、フレアは何故アライアが孝太郎を信じているのかをおぼろげながらに理解する。そしてフレア自身も同じものを信じられると思うから、孝太郎への警けい戒かいを僅わずかに緩めた。

　―――いけない………気を抜くにはまだ早い！

　しかし彼女はすぐに気を引き締め直す。立場上、彼女まですぐに孝太郎に気を許すわけにはいかなかった。そしてそんな複雑な気持ちを抱かかえたフレアを、アライアが孝太郎に紹介する。

「レイオス様、彼女はフレア。わたくしの友人で、古くから皇家に仕えてくれているパルドムシーハの正騎士です」

「フレアラーン・ナイ・パルドムシーハだ。以後、よろしく頼む」

「レイオス・ファトラ・ベルトリオンです。このような格好で失礼致いたします」

　孝太郎はシャルルを背負ったまま、右手を差し出す。フォルトーゼにも握あく手しゆの習慣があるので、フレアは素直に孝太郎の手を握にぎり返かえした。

「あおきし、あおきし」

　するとシャルルが孝太郎に耳うちする。

「なんでございましょう？」

「フレアはまじめでいじっぱりなのじゃ。そなたのことも、くちでいうほどきらっておらぬ。あんしんせよ」

「それを聞いて安あん堵ど致いたしました。斬られずに済みます」

　そして孝太郎とシャルルは至近距きよ離りで笑い合った。

「シャルル殿下っ！」

「あとはまかせたっ、あおきし！」

「仰せのままに、マイプリンセス」

　フレアが眉まゆを寄せたのを察して、シャルルは孝太郎の背中に引っ込む。孝太郎はシャルルの相手をしているとティアや早苗を相手にしている時の感覚が蘇よみがえり、初対面という気がしない。その分だけ孝太郎とシャルルの距離を縮め、出会った直後だというのにすっかり仲良しの二人だった。

「あはははははっ」

　孝太郎達のやり取りを見て、他ほかの少女達よりは若じやつ干かん地味ないでたちの少女が声をあげて笑い始めた。

「シャルル殿下には敵かないませんね、フレアラーン様」

　少女のフレンドリーな語り口は、フレアの相手で若干緊きん張ちようしていた孝太郎の気持ちを和らげてくれる。彼女は孝太郎の視線に気付くと、アライアが口を開くよりも先に自ら自己紹介を始めた。

「私はマリエッタ・アルセイン。皇こう宮ぐう付きの侍じ女じよをしていたの。それで青騎士様っ、ここにいる子達の中では誰がタイプ!?　やっぱりアライア様!?」

　そして彼女―――マリーの早口な自己紹介を聞いた時、孝太郎は地球にいるある人物の事を思い出した。

　―――この子、大家さんみたいだな………。

　見た目はそう似ている訳ではないのだが、ゴシップ好きな所や、親しみやすい話し方は静しず香かを思わせた。もっとも単に年頃の娘だから、という事なのかもしれないのだが。

「マリー、そんな事を訊きいてはレイオス様に失礼でしょう？」

「あははははっ、怒おこりませんよねぇ、レイオス様っ！」

「そうなるかな」

「ほら」

「ほらじゃありませんよ、マリー。あなたはわたくしの侍女なのですから、レイオス様があのようにお答えになるのは当然です」

　―――昔のフォルトーゼっていっても、みんな普通の女の子なんだな………。

　そんな事を思いながら、孝太郎は改めて少女達の顔を眺ながめていく。アライア、シャルル、フレア、マリー。それぞれ強い個性の持ち主だが、孝太郎から見ると十分に普通の女の子の範はん疇ちゆうに入っていた。これは侵しん略りやく者しやの少女達とのこれまでの暮らしがそう思わせているのだが、孝太郎にはその自覚は乏とぼしかった。

　―――あと二人か………。

　孝太郎はそのまま、まだ紹介されていない二人を眺める。

　一人目は長ちよう髪はつと切れ長の瞳を持つ少女だった。着ている物は侍女のマリーよりは派手だが、どちらかといえばシックな装い。その容姿ともあいまって、頭の良さそうな印象の持ち主だった。

　もう一人は他の少女達とは大きく雰囲気の異なる衣い装しようを身に着けていた。白く長いローブと、胸には星をかたどった大きなペンダント。その姿は貴族というよりも、教会の牧師を思わせるものだった。その顔は柔にゆう和わな童顔で、ローブ姿と併あわせてとても親しみやすい印象を作り上げていた。

「あ、あっちのお二人が気になります？　意外とマニアックゥ！」

　マリエッタは孝太郎が残る二人を見ている事に気付き、早口で彼女達の事を説明し始めた。

「あのお二人はリディス・マクスファーン様と、ファウナ・モードラウ様。リディス様はあの若さなのに高名な学者様。ファウナ様は暁あかつきの女め神がみ様さまに仕える神官で、アライア様の神学校時代の同級生なの」

　マリエッタは自分の事でもないのに、何故か自じ慢まんげに二人の事を紹介する。マリエッタに紹介された二人は、すぐに孝太郎に挨あい拶さつした。

「リディス・マクスファーンと申します。よろしくお願い致します」

「あたしはファウナ・モードラウ。アライア様を助けてくれてありがとう！」

　二人の挨拶は丁てい寧ねいで友好的なものだった。学者と神官なので、本人の性格だけでなく、職業上の理由からも自然と友好的な対応になっていた。

「二人ともよろしく頼む」

　孝太郎は二人に頷うなずき返かえしながら、頭の中でアライア達の組み合わせについて考えていた。

　―――ふぅん、知性派に不思議少女か………。

　子供の頃のティアにそっくりのシャルル。ルースを思わせるフレア。マリー、リディス、ファウナの三人は姿形が誰かに似ている訳ではないが、ゴシップ好き、知性派、不思議少女という組み合わせ。この三人が静香、キリハ、早苗に相当すると考えると、アライアの仲間達は六畳じよう間まの関係者に似た組み合わせの少女達だと考える事ができた。

「どこかで見たような見ないような組み合わせだな」

「共時性というものかもしれませんわね」

　クランも同じ印象を抱いているようで、孝太郎の呟つぶやきに賛同した。十一月の敗北以降、ずっと六畳間を監かん視ししていたのでそこに出入りする人間の顔は知っているのだ。

「きょうじせい？」

「シンクロニシティ。関係ない筈なのに、運命的なものに導かれて、似たものや状じよう況きようが現れる事ですわ」

「なら血筋の人間は関係あるんだから、それには当てはまらないだろ」

「それもそうですわね。だとしたら、単なる偶然でしょう」

　クランは偶然と結論付ける。孝太郎もそうだろうと思う。運命や共時性というなら、もっとそっくりの姿で全員が揃っているだろうと思うからだ。

　―――全員？

　しかし孝太郎はここで一人足りない事に気が付いた。ティア、ルース、静香、キリハ、早苗。六畳間の関係者は、あと一人足りなかった。

「ゆりかがおらん………」

　一〇六号室に関係する人間を思わせる組み合わせの少女達。なのにゆりかに相当する少女の姿だけが見当たらなかった。

「………まぁ、らしいって言えば、らしいんだけど………」

　孝太郎は苦く笑しようする。

　日ひ頃ごろから何かと不幸が付きまとうゆりか。ゆりかだけいないというのは、実に彼かの女じよらしい出来事だった。

「どうしたのじゃ、あおきし」

「皆みなさんの姿を見て、故郷の友人を思い出しておりました」

「そうか。そやつらのことがすきか？」

「はい」

　孝太郎は素直に頷く。

　―――そうだ………今の俺おれは『はい』なんだよな………。

　そうやって頷く事が出来る自分が、少し不思議に思える孝太郎だった。そして早く帰らなくてはという気持ちを強くする。

「わらわよりもか？」

「それはもちろんシャルル殿下の方をお慕したいしております」

　実際の所は、孝太郎は出会ったばかりのシャルルよりも『故郷の友人』の方が好きだ。しかし幼いシャルルにそう言ってしまうのは可か哀わい想そうに思う。だから孝太郎は大人の判断で彼女の方が好きだと告げた。

「よくいったあおきし！　ほめてとらす！」

　シャルルは孝太郎の背中でけらけらと笑う。そんなシャルルの顔を何気なく横目で見ていた孝太郎は、視界の片かた隅すみに一頭の馬がいる事に気付いた。それはアライアの馬で、彼女が落馬した後、勝手にここまで戻もどってきたという話だった。

　―――馬、馬ねぇ………。

　孝太郎はその馬をじっと見つめる。

　馬といっても、地球のそれとは多少姿が異なっている。体つきは似ているが、角が生えているし、たてがみや蹄ひづめの生え方も違ちがっている。フォルトーゼの馬は、地球の伝説上の生き物である一いつ角かく獣じゆうによく似ていた。

　―――ん？

　その時、馬が身じろぎし、孝太郎の視線から逃のがれるように身体の向きを変えた。その仕草には独特の雰囲気があった。

「まさかな………」

「どうしたのじゃ、あおきし」

「あの馬が」

「うまがどうしたのじゃ？」

　ゆりかに似ている。

　その一言を呑のみ込こんで、孝太郎はシャルルを背せ負おったまま馬へ近付いていった。

「このうまは姉上のものじゃ。かしこくてのう、姉上からはぐれてもひとりでもどってくるのじゃ」

「………ゆりかははぐれたら迷子になって帰ってこれないけどな」

「なんといった？」

「良い毛並みの馬でございますね」

「そうじゃろう、そうじゃろう？」

　シャルルは孝太郎に抱だき付つく力を強め、元気にはしゃぐ。この馬にはアライアと一いつ緒しよに乗る事が多いため、シャルルのお気に入りだった。

「ひひーん」

　孝太郎が近付くと、馬は一声いなないて顔を背そむける。それを見た孝太郎は、ますます確信を強める。

　―――ゆりか………相変わらず運のない奴やつめ………。

　孝太郎から顔を背ける馬の姿は、ゆりかが演劇で馬の後うしろ脚あしの演技をしていて何か失敗をやらかした時の雰囲気にそっくりだった。

「いくらうまく演じられるからって、馬はないだろう馬は………」

　孝太郎は馬を眺めながらしみじみと呟く。他の少女達はそれぞれに似た者がいた。しかしゆりかだけは馬。そういうゆりかの極きよく端たんな運のなさが、孝太郎には不ふ憫びんでならなかった。

　だがそんな孝太郎の思いとは裏腹に、ここで思いがけない事が起こった。孝太郎が呟いた直後、馬が突とつ然ぜん走り出したのだ。それはまるでその場から逃げだそうとするかのような、全力疾しつ走そうだった。

「なんじゃ、なんじゃ？　なにもしておらんのに」

「ああっ、あぶないっ！」

　だが既に日は暮れ、あたりは夜の闇やみに包まれている。そんな状態で全力で走ったものだから、馬はあっさりと足を滑すべらせた。

　ボンッ

　そこで更に思いがけない事が起こった。馬が転倒して地面に接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、その身体が白い煙けむりに包まれる。そしてその煙が晴れた時、そこに居たのは馬ではなく、黒いローブを身にまとい、大きな杖つえを抱えた一人の少女だった。

「ゆりかぁっ!?」

　コスチュームは地味で色は黒、杖はごつごつとした木の枝を削けずり出だしたもの。しかしその姿は確かにコスプレしたゆりかと同じく、魔ま法ほう使つかい然としたものだった。

「魔ま術じゆつ師しっ!?　殿下、下がって!!」

「はいっ」

　孝太郎はゆりかのような少女の登場に単純に驚おどろいていただけだったが、フレアの反応は違っていた。素す早ばやくアライアを背後にかばい、警告の声をあげる。

「敵のスパイだっ！　ベルトリオンッ、殿でん下か達たちを頼たのむ！」

「分かった！」

　敵のスパイという言葉を聞いた途と端たん、孝太郎は心身ともに緊きん張ちよう感かんを取とり戻もどしていた。似ているのは人の見た目だけで、ここは危険の真まっ只ただ中なかだという事を思い出したのだ。

「クランッ、あたりを警戒しろ！」

「もうやっていますわっ!!」

　フレアが孝太郎を追い抜くようにして前進していく。孝太郎はアライアの所まで後退すると、背中のシャルルを下ろした。

「くうっ！」

「逃がすかぁっ！」

　黒衣の少女は立ち上がって逃げ出そうとしていたが、地面に叩たたき付つけられた時のダメージが大きく、すぐには身動きが取れなかった。おかげで少女が立ち上がった時には、もう目の前までフレアが迫せまっていた。

『来たれ、風の―――』
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「遅いっ！」

　シャリィィィィン

　少女は素早くフレアに杖を向けたが、フレアの剣けんはそれよりも更に素早かった。フレアはまるで鈴すずを鳴らすかのような音をさせて剣を鞘さやから引き抜くと、鋭するどい踏ふみ込こみからの突つきで少女の手から杖を弾はじき飛とばした。

「そこまでだっ！」

　そしてフレアの剣けん先さきは少女の喉のど元もとで止まる。それ以上動いたり喋しやべったりしたら殺す。フレアの剣はそんな意思表示だった。すると少女の動きが止まり、彼女が口にしかけていた言葉も途中で途と切ぎれた。

「敵のスパイ………それも魔術師だって………？」

　それが孝太郎にとって二度目となる、本物の魔法使いとの出会いだった。










　クーデターの首しゆ謀ぼう者しやは、フォルトーゼの実務面の長である大臣のマクスファーンと、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちようのグレバナスの二人だった。

　フォルトーゼは完全な武家社会なので、実力があっても騎士でなければ高い評価は得られない。それが大臣であろうが、宮廷魔術師長であろうが同じ事。いくら優ゆう秀しゆうな人材であろうとも、先頭に立って戦わない者に高い評価は与あたえられない。それを嫌きらったマクスファーンとグレバナスが結けつ託たくして、フォルトーゼの皇位の簒さん奪だつを図はかったのだ。




　彼かれらが最初に行ったのは入念な工作だった。彼らは皇こう帝ていが国の金を食くい潰つぶしているという事件をでっちあげた。それは皇帝が国の資産を地方の領地に回さず、皇族の領地にばかり優先的に振り分けているというものだった。マクスファーンは大臣の立場を利用して事件が実在するかのような細工を施ほどこし、正せい騎き士し達たちの心の中に皇帝への反感の芽を植え付けていった。そして実際はその金がマクスファーンとグレバナスに流れる。二重の意味での陰いん謀ぼう工作だった。

　次に行ったのは先の公金着服と、錬れん金きん術じゆつ師し達たちの技術を国外へ横流しする事で得た莫ばく大だいな資産による買収工作だった。金に目のくらんだ者達だけでなく、マクスファーンの細工で困こん窮きゆうした正騎士達もこぞって買収に乗った。領地の運営の為ために乗らざるを得なかったのだ。

　そして皇家への忠誠が篤あつく、買収にも乗らなかった正騎士達には罠わなをしかけていった。不正や反乱、殺人など、ありとあらゆる手段で罪を着せ、その数を減らしていった。

　そんな事を十数年に亘わたって繰くり返かえしたおかげで、フォルトーゼの騎き士し団だんの多くが裏で大臣マクスファーンの軍門に下るに至った。皇家に味方する騎士団は一ひと握にぎりを残すのみ。もはや罠をしかける必要もないと判断したマクスファーンとグレバナスは遂ついに行動を開始した。

　二人はある筈もない事件を暴あばき、皇帝を糾きゆう弾だん。遂には皇帝と皇后を殺害してしまった。そして事件と殺害の罪をアライアに着せ、彼女を大罪人として捕とらえようとした。彼女を皇女の地位から引きずり下ろすのが目的だった。




　皇帝が殺害された時、アライアは神学校時代の学友であるファウナの訪問を受けていた。これにはシャルルとフレアも同席していた。そこへ皇帝と皇后が殺害されたのを目もく撃げきしてしまったマリーが飛び込んできた事で、アライア達の逃とう走そう劇げきが始まった。

　皇宮は既すでにマクスファーン一派が掌しよう握あくしていた為、脱だつ出しゆつは困難を極きわめた。しかしマクスファーンの姪めいであるリディスや一部の錬金術師達の手引きにより何とか脱出に成功した。この時点で錬金術師の殆ほとんどがマクスファーンについていたが、皇族に味方しようとする者達も僅かながら残っていたのだ。

　皇宮を逃げ出したアライア達は北上してパルドムシーハ領を目指した。パルドムシーハは皇家との繋つながりが深く、フレアの生家でもある。アライアは一いつ旦たんそこへ逃げ込み、味方を集めて再起を図るつもりだった。

　だが追手はすぐにかかった。旅は最初から決死行だった。戦せん闘とう要員はフレアのみで、他ほかの五人は全すべて武器を持った事もない非力な少女ばかり。にもかかわらず追手はフォルトーゼの正規軍や宮廷魔術師団の精せい鋭えい達たち。その目的はアライアの捕ほ縛ばく、それが難しいようなら殺害。そういう状況で追手を掻かい潜くぐってマスティル関の近くまでやってこられたのは、ひとえにフレアの忠誠と奮戦の賜たま物ものだった。

　しかしマスティル関まであと峠とうげを二つ、というところで遂にアライア達は追手に追い付かれた。何とか逃げ出したものの、仲間達は散り散りになってしまった。

　孝こう太た郎ろうがアライアと出で逢あったのは、まさにその時の事だった。










「そこへレイオス様がおいでになられたのです」

「なるほど、あれはそういう事情だったのですね………」

　アライアの話は、概おおむねティアの台本に書かれていた通りだった。もちろん細かいディティール部分では違いはあるのだが、ほぼ台本に沿って事態は推移していた。

　孝太郎は食事の手を休め、考え込む。侍女のマリーが用意してくれた夕食は美う味まかったが、今は考えなければいけない事が多かった。

　―――となると、この後は山さん賊ぞくに襲われてから、関所のエピソードが控ひかえている訳なんだが………。

　考え込む孝太郎の顔を焚たき火びの炎ほのおが赤々と照らす。

「このまま進めば、ほぼ間ま違ちがいなく正規軍の待まち伏ぶせに遭あう訳か………」

　考えがまとまらず、孝太郎は小さく溜ため息いきをついた。

　この時、孝太郎が気にしていたのは現在の状況とティアの書いた台本との差異だった。今の状況から考えると、青騎士が次に戦うのは正規軍の筈はず。しかし台本では山賊に襲われた事になっている。演劇ではゆりかが山賊役を務めたエピソードだった。その後がすぐに関所の有名なシーンなので、山賊と正規軍両方と戦ったというのもしっくりこない。

　―――ティアが台本を書く時に正規軍との戦いを省略したのか？　それとも歴史が変わったせいなのか………？

　青騎士は何故正規軍ではなく山賊と戦ったのか。そこがはっきりしないせいで孝太郎はこの先どう行動すれば良いのか判断できずにいた。

「………クラン、史実ではこの先はどうなってるんだ？」

　困った孝太郎は隣となりに座すわっているクランに囁ささやきかける。しかしクランは首を横に振って肩を竦すくめた。

「………わたくしも個々のエピソードまでは詳くわしく知りませんの。映画や演劇の範はん囲いでしか分かりませんわ」

　フォルトーゼでは有名な青騎士の伝説だが、クランも専門の歴史学者ではないので、通とおり一いつ遍ぺんの情報しか持っていなかった。あるいはティアなら分かったのかもしれないが、今は二千年の彼方かなただった。

「しかしベルトリオン、待ち伏せがあると分かっているのにそこへ向かうのは蛮ばん勇ゆうでしかない。スパイが潜もぐり込こんでいた事からしてもそれは明らかだ」

　フレアが問題点を指し摘てきしながら背後を指さす。そこにはロープで木に縛しばり付つけられた、黒衣の魔ま法ほう少女の姿があった。彼女は今もロープから抜け出そうともがいていたが、拘こう束そくは強く、抜け出せずにいた。

　―――ゆりかに教えてやったら、絶対に喜ぶだろうなぁ………。

　驚いた事に彼女は本物の魔法使いだった。ああして縛り上げるまでに、抵てい抗こうして何度か小さな魔法を使っていた。魔法の威い力りよくを高めるという杖を取り上げていたおかげで被ひ害がいは無かったのだが、魔法が実在しているという事だけでも孝太郎やクランには驚きだった。演劇にも確かに魔法使いは登場していたのだが、二人ともあくまでフィクションだと思っていたのだ。

「確かにあの子が馬に化けてやる事なんて、幾いくつもないだろうな」

　アライアを見失ったので、シャルル達を監視する事でその居場所を突き止める。突き止めた後は、馬のフリを続けてアライアの捕ほ獲かくを狙ねらいつつ、味方に情報を流す。孝太郎が思い付いたのはそんな事だったが、その想像が間違っているとは思わない。結局、魔法使いの少女は孝太郎の呟きを聞いて正体がばれたと勘かん違ちがいして捕つかまったが、それがなかったらアライア達の旅が遠からず終わっていたであろう事は想像に難くない。またそれと同じ理由から、孝太郎達たちは彼女を捕らえた直後に移動を強しいられていた。今いる場所は例の滝たきの前ではなく、そこから大分離はなれた森の中だった。

「このまま行けば、十中八九、敵の罠の中に飛び込む事になるだろう」

「それは厳しい………」

　フレアの言葉に、孝太郎は再び考え込む。アライアの一行は、大半が戦う力のない普ふ通つうの少女達だ。孝太郎は鎧よろいのおかげで戦闘能力こそ高いが、実戦の経験は乏しく、新兵に等しい。クランも孝太郎と大して事情は変わらない。この為きちんとした戦士はフレア一人という事になる。その状態で、多くの数を揃そろえて待ち受けるフォルトーゼ正規軍とぶつかれば少女達を守り切るのは不可能に近い。

「パルドムシーハ卿きよう、普通に考えれば迂う回かいするしかないのでは？」

　そんな時、クランが沈ちん黙もくを破った。これまでクランは従者役に徹てつして話を孝太郎に任せていたのだが、ここで突然話に割り込んできた。

「クラン？」

「………詳しい話は後でしますわ」

　孝太郎はクランの行動を不思議に思ったのだが、クランはその疑問には答えず、フレアに話し続けた。

「街かい道どうを迂回して山中を進めば、正規軍とぶつかる事はない。歩きにくいという問題はありますけど、罠に飛び込むよりはマシですわ」

「ふむ………スパイからの連れん絡らくが途切れた事に気付いて、向こうが捜そう索さくの範囲を広げる前ならあるいは、か………やってみる価値はありそうだな」

　フレアはクランの言葉に同意する。そして彼女は決断した。

「明朝夜明けと共に、街道を迂回して山中を抜けてマスティル関を目指す。今夜はみんなゆっくり休んでくれ」

　こうして今後の方針が決まり、アライア達一行は束つかの間まの休息に入った。










　パチッ、パチパチッ

　孝太郎は焚き火の火を絶やさないように、木切れを炎の中に投げ込む。すると木切れは何度もはぜながら燃え盛り、焚き火の炎を少しだけ大きくした。

　火を焚くと敵に見付かる可能性は高くなる。だが森の獣けものに襲われる可能性があるし、寒さ対策としても必要なので、火を絶やす訳にはいかない。それにフレアがよく場所を選んだので、明かりは地形が遮さえぎり、敵に見付かる心配は最小限だった。

「それで、どんな感じだ？」

「ちょっとお待ちなさいな………ええと………」

　孝太郎の横にはクランが座っている。時間は深夜を回った所。起きているのは孝太郎とクランの二人だけで、それ以外の者達は焚き火の反対側で毛布にくるまって眠ねむりについていた。

　今後の方針が決まった後、アライア一行は明日に備えて眠りについた。だが周囲の警戒や火の番はしなければならないので、交代で見張りをする事になった。そして夜中過ぎからが孝太郎とクランの番。二人きりなのはそういう事情だった。

「………大だい丈じよう夫ぶ。このあたりには大きな獣や人の気配はありませんわ」

　クランは探査機を使って周囲の監視をしていた。幸い危険はなく、彼女は小さく笑えみを零こぼす。フレアがキャンプの場所として選んだこの場所は、やはり安全だった。

「そうか、ありがとう」

「どういたしまして」

　クランは孝太郎に返事をしながら、おかしな事になったものだと感じていた。

　―――青あお騎き士しごっこはもちろんですけれど、まさかこの男と協力し合うようになるとはね………。

　孝太郎は、クランがつい半日前まで殺そうと躍やつ起きになっていた相手。それが何の因果か協力し合わなければいけない状況に陥おちいった。そして今はこうして親しげに話をしている。それがクランには不思議でならなかった。

「ところでクラン、さっきはどうしてあんな事を言ったんだ？」

「あんな事？」

　孝太郎の質問でクランの考え事が中断する。クランは別の事を考えていたので、すぐには孝太郎の質問に答えられなかった。

「ほら、フレアさんに街道をそれて迂回しようってさ」

　二人きりだったので、孝太郎は普ふ段だんの調子で喋っていた。フレアの事もパルドムシーハ卿とは呼ばない。孝太郎にとって、素す顔がおを晒さらす事が出来る相手はクランだけだった。

「ああ、あの事ですの」

「そうそう。歴史を変えたくないから黙だまってるもんだと思ってたのに」

「それは逆ですわ、ベルトリオン」

　それはクランも同様で、孝太郎への敬語はなりを潜ひそめ、名前も呼び捨てになっていた。奇き妙みような事だが、敵同士の二人だけが唯ゆい一いつ素す顔がおを見せられる相手だった。

「逆？」

「ええ。青騎士がやる筈だった事が分かったのですわ」

　不思議そうにしている孝太郎に、クランは自慢げに話して聞かせる。

「このまま街道を進めば正規軍が待ち受けている。普通に考えると、そこへ行く筈がない。何かしらの方法で迂回する必要がある。川か山か、どちらかですわね」

　現在位置は山の中なので、街道を避さけるなら船で川を下るか、道を外れて進むかのどちらかになる。

「そこで思い出して欲ほしいのが、青騎士は山賊に襲おそわれるということ」

「そうか！　お前頭いいな、クラン！」

　孝太郎はクランが何を言おうとしているのかに気付き、表情を明るくする。

「つまり青騎士は街道を外れて山を歩き、山賊に襲われたのですわ」

「だから軍隊と戦うんじゃなくて、山賊に襲われるエピソードになってるのか！」

　このまま街道を進むか、道を外れて山を行くか、川を下るか。可能性は三つ。その中で軍とは遭そう遇ぐうせずに、山賊と出会うことが出来るのは山を行く場合に限られる。

「山賊の方が軍よりも人数は少ないでしょうし、川を行くよりは目立たずにすむ。青騎士の判断もそんな事だったのではないかと思いますの」

「なるほどなぁ………クラン、お前って陰いん険けんで執しゆう念ねん深ぶかい奴だと思ってたけど、それだけじゃないんだなぁ」

　バンバン

　上じよう機き嫌げんの孝太郎はその大きな手で、クランの背中を叩く。

「いたっ、いたいですわっ！」

「すまん、ちょっと興奮して力が入った」

「それに陰険で執念深いってどういう事ですのっ!?」

「ティアが言ってたし、お前と出会ってそうだなぁって思ってた」

「ふざけるんじゃありませんわっ!!」

　興奮したクランがその場に立ち上がる。

「覚えてらっしゃいっ！　元の時代に戻ったら、絶対に不敬罪で縛り首にしてさしあげますからっ！」

「異星人の俺に、お前達の法律は効かんぞ」

「だったらなぶり殺しですわっ！」

「分かったから、ちょっと落ち着け、クラン」

「もがっ、もがががっ！」

「みんなが起きちまうだろ」

　孝太郎は左手でクランを強ごう引いんに引き寄せると、右手でその口を塞ふさぐ。しばらくは不満げにもがいていたクランだったが、時間が経たって冷静さを取り戻すと静かになった。それを確かく認にんし、孝太郎は手を放した。

「帰ったら酷ひどいですわよ」

「帰れたら、な」

　孝太郎はそのまま空を見上げる。地球は星の海の彼方。二千年の時の流れの向こう。孝太郎とクランが元の世界に流れ着けるかどうかは分からない。

「帰れなかったら、ずっとお前と二人きりだ」

「そんなの御ご免めんですわよ」

「それはお互たがい様さまだ」

　しかし二人とも言葉とは裏腹に、一人きりでなくて良かったと感じている。たとえそれが敵同士であったとしても。

「あなたが余計な事をするからですわ」

「仕方ないだろう、何も分からなかったんだから。だいたい―――」

　孝太郎がクランへ反論しようとした時、焚き火の向こう側で誰かが起き上がるのが見えた。

「どうしましたの？」

「誰かを起こしちまったみたいだな」

　反論が途切れたので不思議そうにしているクランに、孝太郎は焚き火の向こう側を指してみせる。起き上がった人物は、ちょうどこちらを向いたところだった。

「アライア殿でん下か」

　アライアの姿を確認すると、孝太郎とクランは慌あわてて立ち上がり、だらけ気味だった姿勢を正して騎士とその従者として彼女と向かい合った。

「少々お話をさせて頂いてよろしいですか、レイオス様」

「あ、は、はい、もちろんです」

「ありがとうございます。それと楽にして下さい、お二人とも」

　アライアは小さく微ほほ笑えみながら近付いてくる。アライアには少し前から孝太郎とクランのやりとりが聞こえていたので、急にかしこまった二人がおかしかった。アライアは焚き火の傍そばまでやってくると、孝太郎の近くに腰こしを下ろした。

「………ベルトリオン」

　そんな時、クランが肘ひじで孝太郎をつついた。

「………なんだ？」

「………アライアさんの相手はあなたにお任せ致いたしますわ。わたくしは近くの見回りをしてくる事に致します」

「………あっ、おまえ、汚きたないぞっ!!」

　クランはこの場を孝太郎に任せ、自分は知しらん振ぷりを決め込むつもりだった。これは単純にアライアの相手は面めん倒どうだからしたくないという意味もあるのだが、青騎士の物語において、従者が目立っているシーンがなかったからでもある。居たかどうかすら分からない。従者については記録に残っていないのだ。だからクランは歴史を変えないという意味においても、なるべく青騎士役の孝太郎とアライアの間に入るべきではないと考えていた。

「それでは殿下、ベルトリオン卿、わたくしはあたりの見回りに行ってまいります」

「気を使わせてしまって申し訳ありません、クラン様」

「いいえ、これぐらい。それに本当に見回りも必要ですし。その代わり、しばらくベルトリオン卿をお願い致します、アライア殿下」

「承知いたしました」

「お、おい………」

　笑顔のアライアと慌てる孝太郎を残し、クランは足早に焚き火から離れていく。

　―――あの野や郎ろう、話が終わるまで絶対に帰ってこないつもりだな………。

　一人残された孝太郎は、クランが戻ったら散々文句を言ってやろうと深く心に決めるのだった。

「レイオス様」

　そうやってクランの背中を複雑な気持ちで眺めている孝太郎に、アライアから声がかかる。孝太郎がそちらに目を向けると、アライアは軽く首を傾かしげてクスリと笑った。

「やれやれ………」

　それで毒気を抜ぬかれた孝太郎は、小さく溜め息をついて再び腰を下ろした。

「クラン様とはずいぶん仲がおよろしいのですね？」

　アライアは笑う。だが孝太郎は首を軽く横に振ってそれを否定した。

「あいつとは腐くされ縁えんというか………運命共同体というか………仲が良いというのとは少し違うと思います」

　元は敵同士。こういう状況でなかったら、今も孝太郎とクランは戦い続けていたかもしれないのだ。

「ふふ、どうなのでしょうね？」

　だがアライアはそう思っていない。事実は孝太郎の言う通りなのかもしれないが、その向こう側に孝太郎とクランの共感を感じるのだ。アライアが仲が良いと言ったのは、そこに注目したからこそ出てきた言葉だった。

「それでお話というのは？」

　照てれ臭くさい話題だったし、突っ込まれては困る話題でもある。孝太郎は素早く話題の転てん換かんを図った。

「そうでしたね………」

　そこでアライアは一いつ瞬しゆんだけ寂さびしげな表情を浮かべた後、すぐに大おお真ま面じ目めな表情を作った。それは皇女としての強い意思を感じさせるものだった。

「実はレイオス様とクラン様に、お別れを申し上げようと思っております」

　アライアが静かに告げたその言葉。しかしその言葉を聞いた孝太郎は、彼女とは反対に冷静ではいられなくなった。

「お別れ!?　どういう意味ですか!?」

　ここでお別れとなっては、歴史の歯車が完全に狂くるう。そうなっては孝太郎とクランは元の時代に戻れない。由ゆ々ゆしき問題だった。

「言葉通りです。これ以上、あなた様を巻き込むべきではないと考えているのです」

「俺を巻き込まない為にだって!?」

　驚きが深く、思わず素に戻ってしまう孝太郎。

　―――ああ、やはりこの方はただ善意で手を差さし伸のべてくれていた………。

　その様子を見たアライアは、自分の判断が間違っていない事を改めて確信する。そして彼女は静かに頷いた。

「はい」

「何な故ぜですか!?」

「それは、このままではあなた様のお仕えする領主に責めが及およぶからです」

「領主!?　俺の―――いや、私の主人に責めが及ぶと？」

「はい」

　孝太郎には仕えている主人はない。その事が孝太郎に冷静さを取り戻させた。孝太郎は一つ深呼吸をすると、アライアに先を促うながした。

「どうしてそう思われるのですか？」

「それはあなた様がとても強かったからです。その若さであれほど強い騎士であるならば、所しよ属ぞくしているのは相当大きな騎士団だという事」

　従騎士の質は、当然大きな騎士団ほど高くなる。剣の技量はもちろんの事、剣や鎧の品質、魔法の道具を持っているかどうかもそこに左右される。だから孝太郎の戦いぶりを見れば、自然と大きな騎士団に所属していると想像されるのだ。

「そしてその規模の騎士団の中で、現段階でわたくしの味方をしてくれる騎士団は二つだけ。パルドムシーハとウェンラインカー」

　大規模な騎士団を擁ようする領主の中で、皇家への忠誠を失わずにいるのは二つだけ。パルドムシーハ家とウェンラインカー家だ。どちらも古くから皇家と繋がりがあり、そして経済面で大きな力があった為、マクスファーンの軍門に降くだる事はなかったのだ。

「ですがあなた様はそのどちらにも属していない。パルドムシーハの従騎士ならわたくしと会った事がある筈ですし、ウェンラインカーの従騎士は称しよう号ごうに色を使っていない」

　貴族の常識に照らし合わせるなら、レイオス・ファトラ・ベルトリオンという従騎士が仕えているのは、パルドムシーハでもウェンラインカーでもない。それはつまり―――

「つまりあなた様が仕えておられるのは、マクスファーン達の軍門に降った領主の一人。このままあなた様がわたくし達の味方を続ければ、その責めが領主に及ぶのは必至。するとその領地はどちらの陣じん営えいからも弾はじき出だされ、危機的状況に陥る。わたくしはそれを望まないのです」

　アライアが心配しているのは厳密には領主ではなく、その領地に住む人々の暮らし。そして善意で救ってくれた孝太郎自身だった。孝太郎が今のままアライアの味方を続ければ、その両方の未来に影かげを落とす事になる。それを嫌って、アライアは孝太郎に別れを告げる事を決意したのだった。

「フレアにレイオス様達がこの時間の見張りを担当するようにお願いしました。皆みなの眠っているうちに、クラン様と立ち去って下さいませ」

「アライア殿下………」

　孝太郎は答えに詰つまる。孝太郎は今後もアライアに同行すると言わなければならなかったが、アライアの強い決意に満ちた瞳ひとみを前に、すぐに反論する事が出来なかった。

　―――どう答えればいい？　何を言えば彼女は納なつ得とくする？

　孝太郎は本物の青騎士ではない。本物の青騎士なら、ここで問題なく返事が出来たのだろう。しかし孝太郎にはできなかった。台本にも頼たよれない。台本にはこんなシーンは記されていなかったのだ。

　―――教えてくれ、ティア!!　青騎士なら、ここで何と言う!?

　孝太郎はここにいないティアを思う。アライアの深く澄すんだ瞳には、その場しのぎの嘘うそや誤ご魔ま化かしは通じそうにない。だから何らかの真実が必要だった。その答えを、ティアなら与えてくれると思ったのだ。

　―――いや、ティア、お前ならどうする!?　どう答える!?

　今のティアはかつてのティアとは違う。そして青騎士には彼女の理想の騎士像が込められている。それは理想の騎士の姿であると共に、理想の皇族の姿をも表しているだろう。彼女自身もそうありたいと、願っているのだろうから。

　―――ティアだったら―――

　孝太郎は青騎士の事は台本でしか知らない。しかしティアの事ならよく知っている。わがままで勝手だが、寂さみしがり屋やで心優やさしい少女。そして多くの逆風の中、真の皇族として人の上に立てる人間になろうとしている。共に過ごしてきた時間のおかげで、今の孝太郎にはティアだったらどうするのか、それを想像する事ができた。

　―――そうだな、ティア。お前ならきっとそう言うだろう………。

　そこで孝太郎の迷いが晴れる。自分がアライアにどう答えるべきなのかを、ようやく理解したのだ。

「御ご心しん配ぱいには及びません、アライア殿下」

　孝太郎は微笑む。青騎士の代わりをしようという気持ちが強すぎて、本質を見失いかけていた自分がおかしかったのだ。それでは地球へやってきた当初のティアと変わらない。だとしたらティアがそうであったように、孝太郎にも青騎士の代わりをする事以上に大事な事がある筈なのだ。

　皇帝である前に、立派な皇族でなければならない。

　ならば、青騎士である前に、立派な騎士でなければならない。

　それを理解した今、孝太郎はもう迷わなかった。

「私はこのまま殿下のお供をさせて頂きます」

「しかしレイオス様、それではあなた様と領りよう民みん達たちが苦しむ事になります！」

　アライアはなおも食い下がる。人々が苦しむ姿は見たくはなかった。そして孝太郎が苦しんでいる姿も。だから彼女は単なる言葉だけでは納得しなかった。

「大だい丈じよう夫ぶです、アライア様。詳しい事情は申せませんが、私はどの領主にも仕えていないのです」

　そんな彼女に、孝太郎は真実を告げた。同時に言えない部分は、正直に言えないと告げた。

　―――こうすれば良いんだろう、ティア………。

　いかに青騎士の代わりをして歴史を守る為でも、嘘をつき続けていては立派な騎士とは言えない。そういう姿勢はやがて人を失望させ、信用を失い、結果的に青騎士の伝説に影を落とす。それでは結局元の世界には戻れない。だとしたら多少のリスクは承知の上で、騎士の正道を行かねばならない。青騎士からは言葉を借りるだけに留とどめ、そこに孝太郎自身の気持ちを込めなければならない。つまりは孝太郎自身が騎士に相応ふさわしくあらねばならないのだ。

　―――身も心も貴族に、か………。

　かつて演劇の練習の時に、ティアは繰り返しそう言っていた。その頃ころは聞き流していた孝太郎だが、今はその通りだと思っている。表面を取とり繕つくろっただけでは駄だ目めなのだ。

「あ、あなたは一体!?」

　アライアは孝太郎の答えに驚き、目を見張る。

　領主を持たない流る浪ろうの騎士はそう珍めずらしいものではない。この時代、士官先を求めて旅をする騎士は少なくなかった。だがそれはこれまで仕えていた家が取り潰しになったり、問題を起こして追放された場合に限られる。しかし取り潰しになった家の話をわざわざ隠かくすとも思えないし、アライアには孝太郎が追放される程ほどの問題を起こすような人間にも見えなかった。

「御ご安あん心しんください、アライア皇女殿下。故郷を遠く離れた漂ひよう泊はくの騎士なれど、皇家への忠誠心はいささかも失われておりませぬ」

　台本にあった通りの言葉。騎士らしい言葉を知らない孝太郎だから、言葉は青騎士に頼る事になる。しかし孝太郎は確かにアライアを助けたいと思っている。だから言葉に込められた気持ちは、孝太郎自身のものだった。

　本当は孝太郎だろうが、青騎士だろうが、どっちだって構わなかったのだ。孝太郎自身もアライアを助けたいと思っているのだから。初めはアライアが晴はる海みに似ているから助けただけだったが、その危機を肌はだで感じた今は、彼女の力になってやりたいと思っていた。孝太郎はそれを素す直なおに伝えるつもりだった。

　そしてティアの理想の騎士は、きっと嘘をつかない。ここで真実を口にする事で元の世界に戻れなくなる場合もあるのかもしれないが、孝太郎は今のティアならばきっと褒ほめてくれるだろうと思っていた。

「しかし地位を追われた今のわたくし達に味方をするという事は、フォルトーゼの全てを敵にするというのと同じ事なのですよ!?」

　それでもアライアは懸けん命めいに孝太郎を説得しようとする。領主を持たないならなおの事、無関係の孝太郎を危険に巻き込みたくはなかったのだ。アライアの真しん摯しな瞳が孝太郎を射る。だが孝太郎はそれを難なく受け止めると、彼女に頷うなずいて見せた。

「確かに、アライア殿下の仰おつしやる通りかもしれません」

「だったら―――」

「しかしそれでも、我わが誇ほこりと忠義、そして何よりフォルトーゼの民たみの心を敵に回さずに済みましょう。大切なのは誰だれが敵であるかではありませぬ。誰を裏切らぬかが大切なのです」

　孝太郎には裏切りたくない想おもいがある。ある少女が抱かかえている、苦難の中にある母親の助けになりたいという、愚ぐ直ちよくなまでに真まっ直すぐな想い。青騎士の伝説はその支えでもある。それを孝太郎が壊こわしてしまう訳にはいかない。歴史を守る事以上に、元の世界へ帰る事以上に、孝太郎はその少女の想いを裏切りたくはなかった。

　―――伝説の英えい雄ゆうといっても、結局は俺とそう遠くない事を考えているんだよな………。

　孝太郎は青騎士の台詞せりふを口にしながら、そんな事を思う。孝太郎の方が多少身近な内容ではあるのだが、青騎士にも孝太郎と同じように裏切りたくないものがあった筈。おかげで演技をしてアライア達を騙だましているという後ろめたさは薄うすれ始はじめていた。演技なのか、そうではないのか。今の孝太郎には、その境界は曖あい昧まいだった。

「レイオス様………」

「それにアライア殿下、私にこの剣と鎧を与えて下さった方は、私があなた様を見捨てる事を許さないでしょう。ですからこのままお供させて下さい」

　青騎士の鎧と宝ほう剣けんサグラティン。孝太郎にそれを渡わたした少女は、誇り高く、強く、心優しい。孝太郎が敵に追われる女性を見捨てたと知れば、烈れつ火かの如ごとく怒おこるに違いない。孝太郎はそう確信していた。

「剣と鎧を………」

　アライアの視線が自然と孝太郎の鎧と剣に落ちる。

　―――あっ………。

　これまでは暗くてよく見えていなかったのだが、焚き火の赤い炎に照らされたおかげで孝太郎の鎧に刻まれている紋もん章しようがはっきりと見えていた。

　―――ティアミリスの青騎士………？

　竜りゆうと戦っている騎士をモチーフにした青騎士の紋章。その周りを取り囲むようにして刻まれた称号。そこにはフォルトーゼの古代語―――アライアにとっては現代語だが―――で『ティアミリスの青騎士』と刻まれていた。その称号を目にした時、アライアにこれまで以上の衝しよう撃げきが走った。

　―――レイオス様は従騎士ではなく、正騎士!?

　孝太郎は『レイオス・ファトラ・ベルトリオン』を名乗った。だから本来、鎧の紋章の周りには『ファトラ』―――『青騎士』とだけ刻まれている筈だった。だが刻まれているのは『ティアミリスの青騎士』という文字。それはただの『青騎士』とは違い、固有の称号だ。つまり皇族から直に任命された、正騎士であるという事なのだった。

　―――だから領主を持っていない！　しかし領地はある筈！　けれどベルトリオン領など、このフォルトーゼには存在していない！

　アライアは混乱し始める。鎧に刻まれた称号を見た事で、孝太郎が領主を持っていない理由は分かった。孝太郎自身が領主だったからだ。しかしその先が分からない。『ティアミリスの青騎士』というくらいだから、ティアミリスという名前の女性皇族が任命したであろう事は想像に難かたくない。しかしそういう名前の皇族は知らないし、ベルトリオン領という土地も存在していない。聡そう明めいで知られるアライアだったが、流石さすがにティアミリスが二千年先の皇族で、ベルトリオン領がたった六畳しかないとは想像もつかなかった。

　―――そうだ、剣を………剣を見れば………。

　アライアにはティアミリスという皇族の記き憶おくはないが、剣の装そう飾しよくにはその紋章が刻まれている筈だった。フォルトーゼの伝統的な騎き士し剣けんには、騎士に任命した者の家か紋もんが刻まれているのが普通だった。

　―――黄金の花………？　でも、こんな紋章の皇家は存在していない………一体、どういうことなの………？

　孝太郎の剣の柄つかには金色に輝かがやく花の紋章が刻まれている。これをアライアは家紋だと思った訳だが、実際はそれは家紋ではなく、ティア個人を示す紋章だった。

　孝太郎は正式に叙じよ勲くんされた騎士ではない。そのため剣も騎士の様式に沿ったものは用意されておらず、ティアの生誕を祝う為に打たれた剣がそのまま与えられた。この結果、本来家紋が刻まれているべき場所に、ティア個人を示す紋章が刻まれていたのだ。その事がアライアを更さらに混乱させ、戸と惑まどわせていた。

　―――この方は一体何者なのでしょう………？

　アライアは孝太郎という人間を疑っていない。出会ってから今までの短い時間ではあるが、その人となりは信しん頼らいできると思っている。しかし反対に孝太郎が何者であるのかは、全く分からなくなってしまっていた。

「私はあなた様の為だけにお供させて欲しいと願う訳ではありません。裏切りたくないものがあるからなのです。何なに卒とぞ、御ご同どう道どうをお許し下さい」

「レイオス様………で、では一つだけお教え下さい」

　だからアライアはその疑問を素直にぶつける事にした。たとえどれだけ奇妙な答えが返って来たとしても、それを信じようと心に決めて。

「何なりと」

　孝太郎は頷く。孝太郎はもう、アライアに嘘や誤魔化しを言うつもりはなかった。言えない事はあったが、その場合は言えないと告げるつもりでいた。

　孝太郎が頷くのを見て、アライアは話し始めた。胸に抱えた疑問を、そのまま真っ直ぐ言葉に乗せて。孝太郎の真実を求めて。

「その胸に刻まれた皇家の騎士たる紋章。そのお姿、振ふる舞まい。そして気高く誇り高きお心。あなたは紛まぎれもなくフォルトーゼの騎士。しかし………」

　その瞬間、孝太郎の心は強い驚きと既き視し感かんに囚とらわれた。

　―――桜庭さくらば先せん輩ぱい………？

　この時アライアの口から飛び出してきた言葉は、ほんの数すうヶか月げつ前に演劇の舞ぶ台たいの上で聞いた言葉だったから。

「しかし、その剣に刻まれた家紋にだけは見覚えがございません。あなた様はいずこより参られたのでしょう？」

　アライアの言葉は最後まで演劇の台詞せりふと同じだった。そして孝太郎はそこで、もう一度驚おどろかされる事になる。

「………幾百万の刻ときと、幾千万の道程の彼方かなたから」

　孝太郎がアライアの質問への答えとして口にした、青騎士の言葉。それはまるであつらえたかのように、孝太郎の現状と一致していた。青騎士の答えは、そのまま孝太郎の答えだった。孝太郎は二千年の刻を越こえ、そして宇宙の彼方からやってきたのだから。

　―――どういう事なんだ、これは………？

　この奇妙な一いつ致ちに、孝太郎は戸惑っていた。クランは共時性、シンクロニシティという言葉を使ったが、それを信じたくなったくらいだった。とはいえアライアに嘘をつかずに済んだという事は、単純に嬉うれしくもあった。

「幾百万の刻と………幾千万の道程の………彼方から………」

　アライアはゆっくりと孝太郎の言葉を繰り返す。

　―――どういう意味なのでしょう………でも、きっと嘘じゃない………。

　彼かの女じよもまた孝太郎の言葉に戸惑っていた。しかしそれが嘘ではない事は漠ばく然ぜんと感じ取っていた。そしてそれを真実だと思うからこそ、アライアは願う。

「どうか、お力をお貸し下さい、レイオス様………」

「仰おおせのままに、マイプリンセス」

　孝太郎は力強く頷くと、そのまま空を見上げる。孝太郎とアライアの頭上に広がるのは満天の星空。そこには今にも降り注いできそうな程に、沢たく山さんの星々が輝いていた。

　―――随ずい分ぶん遠くへ来ちまったんだな、俺おれは………。

　これだけ沢山の星が輝いているというのに、この空に地球の姿はない。地球はずっと遠く、人の目では見えないほどの遥はるか彼方にあった。

「………レイオス様………」

　そんな孝太郎の姿を見て、アライアは思う。

　あるいは孝太郎は、星の世界からやってきたのではないか、と。

　アライア自身、それが子供じみた想像だという事は重々承知している。しかしそれが真実だと思いたくなるほど、二人の頭上では多くの星達が輝いているのだった。







白銀の姫







　クランは普段の服の上から旅行用の大きなローブを被かぶり、初老の老人と向かい合っていた。

「青い鎧の騎士様ねぇ………」

「レイオス・ファトラ・ベルトリオンという方なのですが、御ご存ぞん知じありませんか？」

　その老人は小さな宿の主人で、温和そうな表情と、少し北方訛なまりの入った喋しやべり方かたが特とく徴ちよう的てきな人物だ。クランは今、彼に聞き込みをしている所だった。

「知らんのう。少なくともうちの宿しゆく泊はく者しやにはそういう方は居おらんかったぞい」

「そうでしたか………」

「力になれず悪かったのう」

「いいえ、話を聞かせて頂けて助かりました」

「気を付けてな、お嬢じようさん。この国もきな臭くさい雰ふん囲い気きが漂ただよっておるでの」

「ありがとうございます」

　しかしクランの求める情報は得られず、彼女は老人に礼を言うと、足早にその宿を立ち去った。

「この町も空から振ぶりのようですわね………」

　クランは宿の外へ出た所で溜め息をついた。

　今クランがいるのは、街道沿いにある小さな町だった。山間部にあるこの町はそう豊かではなく、街道をゆく旅人が立ち寄る事で成り立っている宿場町だった。だから街道を兼かねる町のメインストリートには小さいながらも宿や酒場が立ち並んでいる。それらはどれもレンガや石で造られた古代建築で、クランが生まれ育った時代のフォルトーゼでは遺い跡せきや観光地でしか見る事ができないような古い様式の建物ばかりだった。クランは立ち並ぶ宿や酒場を全て回ってみたが、どの店でも欲しい情報は手に入らなかった。

「一体本物の青騎士はどこに………」

　クランの目的は、本物の青騎士を見付け出す事だった。本物の青騎士を見付けてアライアと合流させない事には歴史が変わってしまう。だからクランは孝こう太た郎ろう達たちから離れ、一人青騎士の足そく跡せきを追っていた。クランはアライア達の移動経路を中心に、その周辺の町や村を順番に訪ねて回った。本来の歴史では青騎士はアライア達がマスティル関に辿たどり着つく前に出会った事になっているので、青騎士は今もそのあたりにいる筈だった。仮にもう通り過ぎてしまっていたとしても、彼が旅をする姿を誰かが見ている可能性が高い。特に寝ね泊とまりする宿屋と、食事をする酒場などは有力な情報源となる筈だった。

　しかし多くの町や村を訪ねても、一向に青騎士の情報は得られない。誰に訊きいても、青い鎧を着た旅人は見た事がない、レイオスという名前の客は居なかった、という答えばかりが返ってきた。おかげでクランの不安は膨ふくらむばかり。最初はすぐに見付かるだろうとたかをくくっていたのだが、クランは自分の読みの甘あまさを痛感させられる事となった。

「今日で一週間か………報告に戻もどると約束した日でしたわね………」

　クランは一週間経たったら結果はどうあれ一度報告に戻ると孝太郎に約束していた。クランが孝太郎達と別れたのは、彼らが正規軍との遭遇を避けて山の中に踏ふみ入いった日の朝。そして今日が七日目。孝太郎に会いに行かなければならなかった。

「憂ゆう鬱うつですわ………あいつに何て言われるか………」

　クランはもう一度溜ため息いきをつく。出発する時に孝太郎には自信満々で青騎士を見付けてくると言ってしまったので、なんの手て掛がかりも得られていない状じよう況きようで戻る事には抵抗感があった。

「それに、こうなってくると最悪の事態もあり得ますし………」

　青騎士の手掛かりが全く得られないその訳。それをクランはこう考えていた。

　孝太郎とクランがこの時代にやってきた時の時じ空くう震しんに巻き込んで、青騎士本人を殺してしまったのではないか。あるいは『揺ゆり籠かご』が落ちた時に潰つぶしてしまったのではないか、と。

　だからこの近辺では青騎士の情報が得られない。もう死んでしまっているからだ。そう考えるとつじつまが合う。だがそれはつまり、クランが青騎士を殺してしまったということでもある。フォルトーゼ出身で青騎士には少なからず思い入れのあるクランにとって、考えたくもない現実だった。

　それにこれまでは孝太郎がアライアを助けて歴史を変えてしまったから苦労していると度たび々たび彼かれを責めていただけに、今いま更さら原因は私の方でしたとは言い出しにくい。

「はぁ………何て言えばいいのか………」

　クランは溜め息混じりに細い路地に入ると、腕うで輪わを使って孝太郎の鎧の現在位置を探さぐる。別れる前に孝太郎の鎧が現在位置を示す電波を発信するように設定してきたので、その位置は地図の上に表示されて一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「もうマスティル領に入って随ずい分ぶん経ちますのね………」

　孝太郎の位置を示すマーカーは、クランが居るフォルトーゼの首都フォルノーン側ではなく、マスティル関の向こう、つまりマスティル領で光っていた。孝太郎達は正規軍の追つい跡せきをかわし、無事に関を越える事ができたのだ。

「では、まいりましょうかね………」

　位置を確認したクランは孝太郎と戦う時に使った装備を起動し、姿を消して空に飛び上がった。このまま孝太郎の所まで飛んでいくつもりだった。

「ベルトリオンの奴やつ、あれで意外と陰険ですものねぇ………」

　しかし消えた身体からだとは裏腹に、憂鬱な気持ちは消える気配がなかった。










　そうやってクランが憂鬱な気持ちを抱えて孝太郎の下もとへ向かっていた頃、問題の孝太郎は小さな宿屋の一室で尋じん問もんの真っ最中だった。

「カリス、意地を張ってないで教えてくれよ。一昨日おとといは名前を教えてくれたじゃないか」

「………ふんっ」

　尋問の相手は先日捕つかまえた魔ま術じゆつ師しの少女。服装からして宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんの一人らしいのだが、カリス・ウェブナントという名前以外は何も分かっていなかった。その名前にしても、孝太郎が熱心に尋問してようやく聞き出したものだった。

「腹減ってるんだろう？」

　孝太郎は大きな鳥の丸焼きを手に、カリスの目の前にしゃがみ込む。するとちょうど縛しばられた彼女と目が合った。

「減ってない」

　ぐぅ～～～～～～～。

「お前がどんな命令を受けて馬に化けていたのか、それを教えてくれたらお前も食べて良いいんだぞ」

「た、食べたくなどないっ！」

　ぐぅ～～～～～～～。

「そうかそうか。じゃあこの村の特産品のワドワド鳥のローストは、お前の代わりに俺が頂くとしよう」

「うぐぐっ」

　ぐぅ～～～～～～～。

「うおおぉっ、うまいっ！　この絶ぜつ妙みような焼き加減！　パリパリとした皮の食感と、そこに塗ぬられたスパイスの香かおりが混然一体となって口に広がる！　しかもこの肉の軟やわらかさときたら！　噛かむ度たびに肉にく汁じゆうが口の中いっぱいに広がって、まるでスープのようだっ！」

「ご、ごくり」

　カリス・ウェブナントという少女は、フレアの厳しい尋問には固く口を閉ざし、名前をはじめとするあらゆる情報を漏もらさなかった。しかし尋問する人間が孝太郎に替かわると、ようやく彼女は自身の名前を明かしていた。

　―――出会った時からもしやとは思っていたけど、まさか本当にこの手の攻こう撃げきに弱いとはなぁ………。

　孝太郎がカリスの口を割らせた方法は、美お味いしい食事で釣つるという至し極ごく単純なものだった。フレアは頭の中まで騎士の中の騎士であったため、こういう尋問はしなかったし、こういう尋問が通用するという発想も無かった。しかし孝太郎はそうではなく、魔ま法ほう使つかいというものに奇妙な偏へん見けんがあった。食べ物に弱いとか、生活がだらしないとか。ゆりかとの付き合いが長いせいだった。

「あおきし、わらわもたべたい」

「はい、殿下」

「あっ、こらっ、ベルトリオン！」

「シャルルったら、すっかりレイオス様になついてしまって………」

「笑い事ではありません、アライア殿下っ！」

　シャルルが孝太郎に飛び付き、そのまま孝太郎の食べかけのローストにかぶりつく。そんなシャルルのお行ぎよ儀うぎの悪い姿にフレアは目くじらを立てたが、シャルルの姉のアライアは楽しそうに微笑むばかりだった。

「うまい！　もっとよこすのじゃ、あおきし！」

「仰せのままに、マイプリンセス」

「くっ、くそっ、青騎士めっ、どこまで人間が腐っているんだっ！」

　ぐぅ～～～～～～～。

　美う味まそうに鳥のローストを頬ほお張ばるシャルルの姿に、カリスのお腹なかが鳴る。しかしカリスは別に飢うえている訳ではない。きちんと食事は貰もらっている。貰っているのだが、通常以上の食への拘こだわりが、彼女を苦しめていた。

「カリス、お前が一週間前に受けた命令を喋ったとしても、今となっては誰も不利益を受けないんだぞ？」

「どっ、どういう意味だ!?」

「お前からの連絡が途と絶だえて既すでに一週間。お前が行動不能である事は、お前に命令を与あたえた人間も知っているだろう。するとお前が情報を漏らしたかもしれない前提で行動するのが自然だ。という事は、お前が喋ろうが喋るまいが、何の影えい響きようも無いという事だ。違うか？」

「そ、それは………」

　カリスの忠誠心が揺れる。美味しいものが食べたい。でも小さい頃から世話になっている魔術師団は裏切れない。しかし喋ったとしても悪あく影えい響きようはない。だったら喋って美味しいものを食べた方が良いのではないだろうか？

「いやいや駄目だっ！　大恩あるグレバナス様じきじきの命令は言えないっ！」

　カリスは宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちようの名を口にする。

　―――グレバナス………宮廷魔術師長から直接命令されたのか………？

　カリスは勢い余って命令した人間を孝太郎に明かしてしまったが、ローストに気を取られていた彼女はその事に気付かないままだった。

「何も全員に教えなくても良いんだカリス。俺にだけ教えてくれ」

「お前だけに………？」

　カリスの視線がローストと孝太郎を何度も往復する。孝太郎は迷うカリスに優しげな笑顔で頷いてやった。

「そうだ。命令したのは誰かとか、そういう事は言わなくても良い。お前も立場上辛つらいよな」

　誰が命令したのかはもう知っているくせに、ぬけぬけとそう言う孝太郎。

「どういう命令を受けているのかだけを教えてくれればいいんだ。そうすればこれが食べられる」

「ごくっ」

　ぐぅ～～～～～～～。

　カリスのお腹が何度目かに鳴る。

「よ、よし、お前にだけ特別に教える。だからあったかいやつを頼たのむ」

「よく言った！　取引成立だ！」

　こうしてカリスはまたひとつ、孝太郎に秘密を明かしたのだった。










「ありがとう青騎士!!　心の友よ!!　初めて出会った時から騎士の中の騎士だと思っていた!!」

「そ、そうか。思う存分食べろカリス」

「それでカリスさん、どれから食べますか？」

「辛からいのは後回しで。まずは普通に塩味から食べて、食材本来の味を確かめたい」

「はい、ただいま」

　孝太郎は縛られて動けないカリスの食事の世話を侍じ女じよのマリーに任せると、彼かの女じよ達たちの傍を離はなれ、窓まど際ぎわのテーブルに座すわっているアライアの下へ向かった。そこにはアライアだけでなく、フレアやリディス、ファウナの姿もあった。

「あおきし」

　すぐ横にいたシャルルの手が孝太郎に向かって伸ばされる。

「はい、殿下」

　孝太郎は笑顔でその手を握にぎり、シャルルの手をひいてアライア達の傍まで歩いていった。

「御ご苦く労ろうさまでした、レイオス様。こちらへ」

　アライアはそれまでやっていた事を止やめ、孝太郎を迎むかえた。孝太郎は彼女に勧すすめられた椅い子すに腰を下ろす。するとその膝ひざの上にシャルルがよじ登ってくる。孝太郎はそんな彼女を抱だき抱かかえ、膝の上に座らせた。

「それでいかがでしたか？」

「………どうやら何か厄やつ介かいな事になっているようです」

　孝太郎はシャルルに向けていた笑顔を引っ込め、大真面目に話し始める。カリスの語った話は、孝太郎にとって不可解な内容だった。

「厄介、とは？」

　フレアの目が鋭するどく光る。孝太郎の尋問方法には色々と思う所があって機き嫌げんが悪かったのだが、孝太郎の様子に不ふ吉きつなものを感じた彼女は、それを一いつ旦たん忘れて女おんな騎き士しの顔に戻った。

「カリスは宮廷魔術師長のグレバナスの命令で動いていたようなのです」

　孝太郎は背後を気にしながら、僅わずかに声をひそめる。カリスには自分にだけ教えてくれとお願いしたので、彼女の耳に届かないようにする配はい慮りよだった。

「かっ、からっ!?　みずっ、みずみずっ!!」

「はいはい、ただいま!!」

　しかし幸いな事に、カリスは完全に食事に気を取られていて、孝太郎達の会話は全く聞いていないようだった。

「グレバナスの直接の命令ですか………妙みようですね」

　一いつ緒しよに話を聞いていたリディスが軽く首を傾げる。するとそんな彼女にファウナが不思議そうな視線を向けた。

「どういう事なの、リディスちゃん？」







[image: ]







「着ている服を見る限り、あのカリスという子は魔術師の位はそう高くないんです。だからもし彼女に命令を下すとしたら、グレバナスではなく、彼女の直接の上司が下す筈はず。そうでない場合は、特とく殊しゆな任務であると想像される訳です」

　リディスは錬れん金きん術じゆつ師し―――科学や医学、宗教学などを総合的に学ぶ学者―――であるが、専門外の情報にも通じている。有能な官かん僚りようを多く輩はい出しゆつしてきたマクスファーン家ならではだった。

「じゃあレイオス様、その特殊な任務って何なの？」

　ファウナの目が今度は孝太郎に向く。好こう奇き心しん旺おう盛せいな彼女は大きな目をくるくると動かしていた。

「アライア殿でん下かの監かん視し。そして現在位置の報告」

「他ほかには？」

　フレアが先を促す。同時にその目がスッと細められる。彼女にはこの時点で既に孝太郎が言わんとしている事の想像がついていた。

「他にはありません。その二つだけが彼女の任務だったようです。アライア殿下の捕ほ獲かくや殺害は、任務に含ふくまれていないと言っていました」

　孝太郎が妙だと思っていたのはこの部分だった。カリスは宮廷魔術師長グレバナスじきじきの命令でアライアを見張っていた。兵達は捕獲や殺害が目的で行動しているのに、これでは理り屈くつに合わない。カリスも捕獲や殺害の為ための人員であるのが自然だった。なのにただの見張りで、それはグレバナスによる直接の命令。するとどうしても裏があると考えたくなる。これは演劇の台本にもなかった内容なので、特にその思いは強かった。

「妙だな、それは。もしかして本気で我々を捕まえる気はないのか？」

「では兵達に追うふりをさせておいて、実際はわたくし達を泳がせていると？」

「あるいは、マクスファーンとグレバナスの目的が違ちがうとかかな？」

「一枚岩ではないのは間ま違ちがいない様子でしたが、今の所はどちらであるのかは判別がつきませんね………」

　フレア、アライア、ファウナ、リディスも孝太郎と同じ意見であるようで、四人とも難しい顔をして考え込んだ。

　―――アライア殿下に味方をする連中のあぶり出しでも狙ねらっているのか………？

　孝太郎がすぐに思いついたのはそんな事だったのだが、確証がないので不安が増すばかりだった。

「あおきし、そうむずかしくかんがえることはない」

　だがシャルルだけは笑え顔がおのままだった。彼女は考え込んでいる孝太郎の頬ほおをぺたぺたと触さわりながら、自信ありげに言った。

「くわしいことはわらわにはわからんが、つまりはにげやすくなったということじゃろう？」

「………なるほど」

　シャルルの言葉に、孝太郎は思わず納得してしまう。確かにカリスの言う通りならば、アライア達の安全がいくらか増したと考える事ができる。グレバナス達の目的が分からないのが不安ではあるのだが、それでもすぐに殺されかねない状態で逃にげているよりは気分はましだった。

「流石さすがはシャルル殿下。仰る通りです」

「ふふふん、わらわのいだいさがわかったら、もっとちゅうぎをつくすのじゃ、あおきし」

「分かりました、殿下」

　孝太郎にも笑顔が戻る。気持ちは他の少女達も同じだったようで、緊きん張ちよう気ぎ味みだった空気がフッと緩ゆるんだ。するとそれが嬉しいのか、シャルルはこれまで以上に明るい笑顔をつくり、孝太郎の身体に寄りかかった。

「これ以上は考えても仕方がない事だし、シャルル殿下の仰るように逃にげ易やすくなったと考える事にしよう」

　フレアがそう結論する。グレバナスを問とい詰つめる訳にもいかないので、確かにこれ以上の議論は意味のないものだった。

「シャルルは子供だとばかり思っていたけれど、ちゃんと成長しているのですね？」

　アライアはシャルルに笑いかけると、中断していた作業を再開する。それは彼女が最近始めた新しい趣しゆ味み、編み物だった。

「姉様のあみもののうでとおなじくらいには。なっ、あおきし！」

「それはなんともお答えし辛い質問です」

「あら、そんなにわたくしの編み物の腕うでは悪いのですか？」

　孝太郎は言葉に詰まっていたが、アライアは至極楽しげに編み棒を動かし続ける。彼女の編み物の腕は悪くない。始めたばかりにしてはうまい方だ。だが今は教える人間がいないので、その歩みが遅おそくなっているのだ。

「ははは、アライア殿下、そこはこうするとよろしいかと」

「えっ？」

　おかげで編み物の腕は孝太郎の方がまだまだ上だった。いくら不器用な孝太郎でも、十ヶ月という長い時間を費やした分の技術は身に付いている。しかも教える先生が良かったので、全くの素人しろうとのアライアになら教えてあげられる事は多かった。

「ここを、こうです」

　孝太郎はアライアの手から編み棒を取り上げると、一度動かして動作を見せてやる。するとアライアは感心した様子で大きく頷いた。

「なるほど………レイオス様は編み物も出来るのですね？」

「あおきし、あみものなどおんなのすることじゃ。そんなことは姉上にまかせておいて、ちゅうぎにはげむのじゃ」

　孝太郎の巧たくみな編み棒さばきにアライアは尊敬のまなざしを向けていたが、シャルルは不満そうだった。男が編み物をするのはおかしいと思っているのだ。

「残念です。折せつ角かくシャルル殿下にマフラーでも編んでさしあげようかと思っておりましたのに」

「それはあめ。それはちゅうぎのうちじゃ」

「殿下、忠義かどうかの境い目が分かりにくうございます」

「きしならかんじとれ」

　シャルルの可愛かわいらしい言動に、その場が楽しげな笑い声に包まれる。

　クランが姿を現したのは、そのしばらく後の事だった。










　宿の孝こう太た郎ろうの部屋は、二人用の部屋が用意されていた。クランが戻ってくるのが分かっていたので、孝太郎は初めから二人部屋を用意して貰っていたのだ。

「ね、ねぇ、ベルトリオン」

「なんだ？」

　孝太郎はクランに答えながら、鎧よろいの右みぎ腕うでに内蔵された操作パネルを弄いじる。

　プシュッ

　すると鎧は直立不動の姿勢で関節がロックされ、代わりに各部のパーツが開いていく。そして孝太郎は脱だつ皮ぴでもするかのように鎧の中から抜け出した。孝太郎が抜け出すと鎧は開いていた部分を閉じて元の形に戻っていく。孝太郎はそれを見届ける事なく、二つあるベッドの一つに座っているクランに近付いていった。

「こ、今夜はここで寝ねますの？」

　クランの顔は赤い。心なしか不安げにその瞳が揺れていた。

「ああ。それがどうかしたのか？」

「どうかしたのかって………わ、わたくしはまだ嫁よめ入いり前まえですし、そのぉ………」

　クランは顔を伏ふせ、目の前にいる孝太郎から視線を反らした。

「ああっ、なるほど！」

　孝太郎はクランの言わんとしている事を悟さとり、両手を打ち合わせる。

「心配するなって。この状況で俺がお前に妙な事する訳ないだろうが」

「でもぉ………」

　日ひ頃ごろから女の子だらけの一〇六号室で暮らしている孝太郎には女性に対して十分過ぎるほどの耐たい性せいがあるのだが、クランは箱入り皇女だった事もあって、男性に対する耐性が低い。家族以外の男性と同じ部屋、二人きりで眠ねむるなど、想像もつかない世界だった。

「気持ちは分かるが、騎士と従者が別の部屋じゃ怪あやしまれるだろ。我が慢まんして貰うしかないな」

「わ、分かりましたわ」

「信用しろよクラン」

　孝太郎は苦く笑しようする。クランは分かったと言いつつも、身体からだの前で枕まくらを抱だき抱かかえ、じっと孝太郎を見つめている。信用しきれていない事は明らかだった。

「元が敵だったとはいえ、今の俺はお前だけが頼たよりなんだ。そのお前に酷ひどい事をする訳ないだろう？」

　そう言いながら孝太郎は背後に立たち尽つくしている鎧に目を向ける。
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　鎧のメンテナンスは孝太郎では出来ない。だからクランの協力が不可欠だ。それだけでなく、フォルトーゼの歴史や文化など、分からない部分の助言は常に必要だ。そういう状態にあって、クランの気持ちを無視した行動はとれない。自ら命いのち綱づなを手放すようなものなのだ。

「はぁ………わかりましたわ。その代わり、寝ね顔がおは見ないで下さいまし。本来、夫となる方にだけお見せするものなのですから」

「分かったよ、クラン。後でそこに仕切りでも作ろう」

「………」

　クランはもう一度孝太郎を見つめてから、抱えていた枕を手放した。とはいえ気まずい空気はすぐにはなくならない。そこで孝太郎は大きく話題の転てん換かんを図はかる事にした。幸い、孝太郎達たちには話さなければならない事は多かった。

「そういえばクラン、お前の方はどういう感じだったんだ？」

「わたくしの方………？　わ、わたくしはあなたの寝顔なんて見たくは―――」

「そうじゃなくて、本物の青騎士は見付かったのかって話さ」

　再び取り乱しかけたクランだったが、本物の青騎士という言葉を聞くと一気に表情を暗くした。

「あ、あ～～、そ、それは、その～～………」

　その反応を見た段階で、孝太郎にはクランが何を言うか想像がついた。

「………駄目だったのか？」

「あ、あうぅ～～～、そ、そうですの………」

　クランの言葉はどんどん小さく、弱くなっていく。最終的に彼女はさっき手放した枕を再び抱き抱え、そこに顔を押おし付つけた。

「そうですの、だけじゃ分からん。ちゃんと説明しろ」

　孝太郎がそう言うと、クランはそっと顔を枕から離し、孝太郎の顔色をうかがう。

「怒ってませんの？」

「怒る？　何でだ？」

「だってその………わたくし、すぐに見付けてくるなんて言って出ていったものだから、そのぉ………」

　クランのその言葉を聞いて、孝太郎は一週間前の彼女の事を思い出した。あの時の彼女は今とはうって変わって、自信に満みち溢あふれていたのだ。

　―――自分が自信満々に宣言した事ができなくて、恥はずかしかったのか………。

　孝太郎はクランの気持ちを理解すると、小さく微ほほ笑えんだ。

「馬ば鹿かだなぁ、お前。俺だってわめき散らして良い時と悪い時ぐらい分かるさ。それにああいう時は自信満々に出ていって貰った方がこっちとしても安心なんだよ」

　孝太郎達がこの時代に来てしまったおかげで生じた歴史の歪ゆがみ。それを正せないでいる事を全すべてクランの責任にするのは間違いだ。そして不安そうに本物の青騎士を探しに行かれるよりは、自信満々で出ていって貰う方が期待は大きくなるし、任せて安心だった。

「………」

　クランがじっと孝太郎の目を見つめている。そうする事で孝太郎の言った言葉の真しん偽ぎを確かめようとしているかのようだった。

「だから変に落ち込んでないで、どうだったのかちゃんと説明しろ。な？」

「………わかりましたわ」

　しばらく孝太郎を見つめていたクランだったが、やがて気持ちが固まったらしく、ゆっくりと頷いた。

　―――この男、冗じよう談だんを言う時は酷く陰いん険けんですけど、真ま面じ目めな時はきちんと騎士らしくできるんですのね………。

　それと同時に、クランは孝太郎の評価を少しだけ修正した。

「それで、どうだったんだ？」

「そうですわね………まず、アライアさん達の移動経路を地図上に記録して、その周辺にある町や村を一つずつ当たってみましたの」

「なるほど、賢かしこいやり方だな」

　孝太郎はクランのやり方に感心する。

　孝太郎達が邪じや魔まをしなければ、青騎士はアライアの移動するルートのどこかで彼女と遭そう遇ぐうした筈。そこまでは普ふ通つうに旅をしていたのだろうから、ルートの周辺の町や村を当たれば青騎士の目もく撃げき情報が得られる筈。後はそこから青騎士の足取りを追えば良い。闇やみ雲くもに青い鎧の男を探して回るよりは遥かに賢いやり方だった。

「けれど、どの町や村でも情報は得られませんでしたわ。誰に訊いても、最近青い鎧の騎士は見ていない、レイオスという客はいない、という答えが返ってきましたの」

「妙だな、それは………」

「そうですの。だから、最悪のケースが起こっているのかもしれませんわ」

「………最悪のケース？」

　考え込んでいた孝太郎は顔をあげてクランの顔を見る。すると彼女は真しん剣けんな眼まな差ざしでこくりと頷いた。

「ええ。わたくし達がこの時代のあの場所へ投げ出された時に、青騎士本人を殺してしまった、というケースですわ」

「青騎士を殺しただって………!?」

　孝太郎は目を見張った。それは孝太郎も予想外のケースだった。

「出現時の時空震に巻き込んでしまったとか、墜つい落らくした『揺り籠』の下した敷じきになってしまったとか………」

「それなら確かに移動したルートの周辺に足跡が残っていない事も説明がつくんだろうが………お前の考え過ぎじゃないか？」

「え？」

　今度はクランが目を丸くする。クランの話を聞いた孝太郎の結論は、彼女とは別のものだった。

「そんな出来過ぎた偶ぐう然ぜんじゃなくてさ、単にお忍しのびで旅をしているんじゃないか？　それに鎧は脱ぬいで旅をしているのかもしれない。俺の鎧は勝手に動くけど、普通の騎き士し鎧よろいは着たまま旅をするのは辛いだろう？」

　孝太郎の鎧は全身に動力を備えていて、孝太郎の動きを妨さまたげない。むしろその反対に手助けをする。しかしこの時代の騎士用の鎧は、金属板を鎧の形に加工しただけの代しろ物ものなので、酷く重いし着き心ごこ地ちも悪い。着たままで旅ができるような代物ではないのだ。実際、フレアが着ているのも長旅用の軽装鎧。騎士向けの装そう飾しよくは施ほどこされているが、金属の使われている部分は非常に少ない。

「なるほど、確かにその可能性の方が高そうですわね」

　孝太郎の言葉を聞いて、クランは頷うなずく。

　―――思っていたより馬鹿ではないようですわね………。でもそうか、そうでなければわたくしが二度も負ける筈はないのだし………。

　そしてクランはまた、孝太郎の評価を改めた。

「では、明日からは捜そう索さくの範はん囲いをもう少し広げてみますわ。そして一人旅の騎士にまでターゲットを拡大して、探してみる事に致いたします」

「それがいい。結論を出すにはまだ早い」

　孝太郎は同意する。クランの探し方そのものには異論はなかった。

「そうですわね。………それでベルトリオン、あなたの方はどうでしたの？」

　クランは青騎士探しに一定の方向性が見えたので、孝太郎の状況を尋たずねた。歴史の破は綻たんがないかどうか、ずっと気になっていたのだ。

「そうそう、それだよ、それ！」

　クランに問われた途と端たん、孝太郎は笑顔を見せた。

「凄すごいぞクラン、全部お前の言った通りになった！」

　孝太郎は興奮気味にまくしたてる。その時いくらかクランに顔を近付けたものだから、彼女は照てれ臭くさくなって再び枕を抱だき抱かかえた。

「山を歩いてたら山さん賊ぞくが来て、そいつらを追い返したら、マスティル関まで軍隊と会わずに行けたんだ！」

　山賊との遭遇は、昨年の演劇の台本に書かれていた通りの内容だった。

　孝太郎達が山の中を歩いていると、三人の山賊が進路を塞ふさぎ、更に二人の山賊が退路を塞いだ。山賊はフォルトーゼの軍隊ほど強くないし、数も五人だけと少ない。おかげで台本に書かれていた通りに、前の三人を孝太郎が、後ろの二人をフレアが、あっさりと撃げき退たいした。演劇との違いは、山賊がゆりかではなく髭ひげ面づらの男だった事くらいだろう。

「それにマスティル関では、例の忠臣、兵士Ａが本当に居たんだ！」

　山賊を追おい払はらった孝太郎達は、そのまま山を抜ぬけてマスティル関に向かった。幸いそれ以上のトラブルはなく、追手も待まち伏ぶせも無かった。だから孝太郎達は無事に関所へ辿り着く事ができたのだ。

　そこで出会ったのが台本では兵士Ａとされていた人物。彼かれは名もなき一兵士だが、フォルトーゼでは忠臣の鑑として知られる人物だった。彼は皇家への忠誠が篤あつく、アライアに気付くと、通行手形がないにもかかわらず関を通してくれた。

「オライエンっていう名前だったよ。残念ながらＡが頭かしら文も字じではなかったけど」

　兵士Ａは演劇ではもともと孝太郎がやる事になっていた役だ。それだけに思い入れは強い。だから思わずその名前を訊いてきてしまった孝太郎だった。

「Ａですわよ。オライエンの頭文字は、フォルトーゼのアルファベットでは先頭に来ますの。だから兵士Ａで合っていますわ」

　子供のように目を輝かせる孝太郎に、クランは微笑みかける。そのアンティークの眼鏡の奥おくで輝く瞳ひとみは、いつになく優しかった。

「そうなのか？　ともかくびっくりしたよ。完全に台本通りだった。ティアの奴が台本にオリジナル要素をあまり追加しないでくれて助かった感じだな」

　孝太郎は舞ぶ台たい衣い装しようの懐ふところから二冊の台本を取り出してクランに差し出す。昨年のものと、今回のものだ。クランは台本を受け取ると、パラパラとページをめくった。

「ティアミリスさんは史実に忠実な歴史マニアでしてよ。まぁ、気持ちは分からないではありませんけれど………」

　ティアが欲ほつしているのは幻げん想そうではなく現実の騎士だ。そういうティアだから、青騎士の物語には必要最低限の変へん更こうしか加えていなかった。おかげで台本はこれから起こる事を予言しているとも言えた。

「それで思ったんだよ、クラン」

「何をですの？」

　ページをめくっていたクランの手が止まる。

「台本の次のエピソード、水源に毒が撒まかれるのを、阻そ止しできないかと思って」

「毒が撒かれるのを阻止するですって!?」

　バンッ

　クランは勢いよく台本を閉じると、声を張り上げた。

「ああ。水源に毒が撒かれるって分かってるんだ。先回りして邪魔すれば、被ひ害がいはなくなるだろう？」

「駄目ですわベルトリオンっ!!　そんな事をしたら、歴史が変わってしまうでしょう!?」

「歴史だ何だって言っている場合かっ!?」

　クランに合わせて、孝太郎も声を張り上げる。

「放っておけば沢山の人間が死ぬんだぞ!?」

　台本の通りに進めば、もうすぐマクスファーンの命令で水源に毒が撒かれ、それを飲んだ人達が死ぬ事になる。アライアを捕とらえる為に行われる事だが、孝太郎はその無差別の殺人を防ごうと考えていたのだ。

「最終的に治ち療りようには成功する事になっていますわっ！　だから歴史を変える必要などありませんわっ！」

「それでも何人かは死ぬんだぞっ!!　おまえっ、それでも本当にフォルトーゼの皇族か!?」

　演劇では最終的に青騎士が敵から治ち療りよう薬やくを奪うばい、毒の治療に成功したとされている。だがそれまでに重じゆう症しよう患かん者じやが何人も命を落としている。孝太郎はそこを無視する事ができなかった。これまではずっと孝太郎やアライア達だけの問題だったが、今回は他の人間の命もかかっていたからだった。

「なっ………」

　クランは大きな衝しよう撃げきを受け、続く反論の言葉が出てこなかった。

『おまえっ、それでも本当にフォルトーゼの皇族か!?』

　クランは歴史の維い持じに拘こだわり、国民の被害を仕方のない事だと無視しようとした。だが孝太郎の一言でクランは自分が自国民の命を単なるパズルの一部のように考えていた事に気付かされ、愕がく然ぜんとなった。

　―――なるほど、皇女もどきと言われてしまう訳ですわね………。

　クランはかつて孝太郎にそう言われた記憶があった。それは十一月に初めて孝太郎と出会った時の事だった。その時は侮ぶ辱じよくと捉とらえて逆上したものだが、こうなってみるとなるほどそうかと思える。歴史の維持か、国民の命か。皇族なら後者を選ぶべきだっただろう。しかしクランはそれを選ばなかった。だから自身に皇族としての、貴族としての大きな欠点がある事がよく分かった。

　―――そしてティアミリスさんが信用しているのはこういう部分ですのね………。

　ティアが孝太郎に拘る理由。より正確には、サグラティンを使わせている理由。ただの演劇に、宝ほう剣けんを使わせる訳がない。何らかの理由がそこにあった筈だが、クランはそれをこの部分だろうと考えるようになっていた。

「皇族以上に誇ほこり高たかき騎士、か………」

「なんだって？」

「なんでもありませんわ。………ベルトリオン、確かにあなたの仰おつしやる通りですわ」

　そしてクランは考えを改めた。歴史が大きく変わってしまうリスクがあったとしても、自国民が無む駄だに死んでいくのを無視するべきではない、と。

「それじゃあ!?」

「ええ。さっきはああ言いましたけど、冷静に考えると、わたくしも水源に毒を撒かれるのは阻止した方が良いと思いますわ。多少歴史が変わってしまうリスクがあっても、分かっていて放っておく訳にはいきませんもの」

　毒の問題はどの道解決される。それがどのような手段であったかが変わってしまう可能性は大きいが、解決されるという部分は変わらない。その程度の変化なら、毒を撒かれるのを阻止しても元の世界に帰れるかもしれない。そして仮に帰れなくても、国民の安全は守られるべきだった。

「よく言ったクランッ！」

　バンバンッ

　孝太郎は笑顔を作ると、その大きな手でクランの背中を何度も叩たたく。

「いたたっ、痛いですわっ」

「ああ、すまん。ちょっと力が入った」

「まったくもう、いちいち無む茶ちやをする人ですわねぇ。………元の世界に帰れなかったら、責任を取って下さいまし？」

　クランはこの時だけ、孝太郎に恨うらみがましい視線を向けた。

「任せろ。行く所がなくなったら、お前も一〇六号室に住まわせてやるって」

　孝太郎にもクランの覚かく悟ごの意味は分かっている。自分が帰る場所を失う覚悟をしてまで、国民を守ろうと決意したのだ。

　―――いざという時は、そういう覚悟をさせた責任は、取らなくちゃならないだろうな………。

　だから孝太郎も、クランと同様に覚悟を決めるのだった。

「それでクラン、具体的にどう防ぐ？」

「問題はそこですわね。一口に水源と言っても、数え切れないくらいありますし、毒をどのタイミングで撒いてくるのかも分からない」

「お前の青騎士探しと同じで、俺おれ達たちの進路上の周辺の水源って事になるよな？」

「川か、湖か、井い戸どか………無む人じん偵てい察さつ機きでフォローするにも限界がありますから、ある程度決きめ撃うちしていく必要はありそうですわね」

「沢たく山さん患かん者じやが出るって話だし、沢山の人間が利用するような大きな水源に絞しぼる事になるだろうな」

「そうですわね………ではまず、偵察機に命令して大きめの水源をピックアップする事から始めてみますわ」

「頼むよ、クラン」

　クランは腕輪を弄り始める。

　―――頼むよ、クラン、か………本当に、一体何をやっているんでしょうね、わたくしは………。

　腕輪を操あやつるクランは、自分のやっている事がおかしくて仕方がなかった。

　ティアが皇こう位い継けい承しよう権けんを獲かく得とくするのを邪魔しようとやって来た辺境の惑わく星せい、そこで出会った青騎士の鎧を身に着けた奇き妙みような原始人。度たび重かさなる恨みが募つのって殺そうと躍やつ起きになっていたにもかかわらず、いつの間にか一緒になってフォルトーゼの国民を守ろうとしている。しかもそれで歴史が変わってしまうかもしれないというのに。

　一体何をやっているのか。それはこれまでクランが何度となく感じてきた疑問だ。しかし今はその疑問と同じくらい、不思議とクランは満足しているのだった。

　クランが腕輪を弄り始めると、部屋は沈ちん黙もくに支配された。孝太郎はクランの邪魔をしないように、自分のベッドに腰こしを下ろして彼女の様子を見守っていた。

　コンコン

　そんな時、部屋のドアがノックされた。

「はい？」

『わたくしです』

　孝太郎が返事をすると、ドアの向こうからアライアの声が聞こえてきた。孝太郎は慌あわててベッドを飛び降りると、ドアに駆かけ寄より開け放った。

「夜分申し訳ありません、レイオス様」

「アライア殿下………どうかなさいましたか？」

「実はお願いがあって参ったのです」

　そう言ってアライアはにっこりと微笑む。この時の彼女の瞳は、悪戯いたずらっ子このような光を放っていた。それはこれまで孝太郎が見た事のない種類の笑顔だった。

「お願いとは何でしょう？」

「その前に、聞いたら言う通りにすると約束して下さいませんか？」

　アライアは笑い続ける。孝太郎には心なしか、その瞳の輝きが強くなったように見えた。

「内容にもよりますが………」

「ふふふ、それでは話せません」

　アライアはいつになく上じよう機き嫌げんだった。それを不思議に思った孝太郎だが、いつも思し慮りよ深ぶかい彼女が無茶を言うとも思えなかったので、最終的には彼女の要求に従う事に決めた。

「分かりました、お話し頂いたら、仰る通りに致します」

「ありがとう、レイオス様」

　アライアは礼を口にすると、そのまま廊ろう下かの窓に近付いていった。

「レイオス様、あれを」

「はい？」

　孝太郎はドアを閉めると、アライアと窓に近付いていく。すると窓からは、広場で輪になって踊おどる多くの人々の姿が見えた。

「あれは………」

「この村では今日から何日か、収しゆう穫かく祭さいが行われるそうなんです。収穫祭では、夜になるとああしてダンスをするのがこの村の慣ならわしだそうです」

「なるほど………」

　孝太郎も言われて思い出した。村に入った時から妙に活気があると思ったし、飾かざり付つけややぐらなども立ち並んでいた。それらは収しゆう穫かくを祝う為の祭りの準備だったのだ。

「だからわたくしもあそこで踊りたいのです」

「はい？」

「ですから、わたくしもあそこで一緒に踊りたいと申しているのです」

　アライアは笑う。孝太郎が困こん惑わくしているのを見て楽しんでいるかのようだった。

「お戯たわむれを、皇女殿下」

「戯れなどではありませぬ。村の収穫祭の祭りとはいえダンスはダンス。年とし頃ごろの娘むすめとして興味もございます」

　アライアはわざと取りすました顔を作り、貴婦人のように言ってのける。だがもちろん孝太郎は反対だった。

「私は反対です、アライア殿下」

「あら、さっきは聞いたら言う通りにすると仰って下さいましたよね？」

　アライアは笑顔に戻ると、軽く小首をかしげながら孝太郎を見上げる。

『さあ、どうするの？』

　まるでそう言ってからかっているかのようだった。

「しかしお一人で向かわれるなど、危険です」

「ですからこうして騎士の爵しやく位いをお持ちのあなたにエスコートをお願いしているのですよ、ベルトリオン卿きよう」

　普ふ段だんは孝太郎をレイオス様と呼んでいるアライアだが、ここだけはわざわざベルトリオン卿と呼んだ。

　―――やられた、そういう事だったのか………。

　ベルトリオン卿という言葉を聞いて、孝太郎は確信する。彼女は最初から孝太郎を連れてダンスに行くつもりだったのだ。恐おそらく、フレアにお願いして反対されたから。

　―――やれやれ………。

　孝太郎はそこで観念した。何な故ぜなら台本には、こう書かれていたから。

「私は生まれも育ちも無骨な田舎いなか騎き士しなれば、皇女殿下のお相手には相応ふさわしくありません」

「あら、こう見えてわたくしは北マスティルの山野を駆かけ回まわって育ったのですよ？　十分に田舎いなか娘むすめの素養はあります」

　孝太郎が台本通りに答えると、それに対するアライアの返答も台本の通りだった。おかげでこうして向かい合っていると、今も舞ぶ台たい上じようにいるのではないかと錯さつ覚かくしてしまいそうな程ほどだった。

「………少々お待ち下さい、アライア殿下。クランに出で掛かけると言って参ります」

「ありがとうございます、レイオス様。わたくしが待ちくたびれる前にお戻り下さいませ」

「仰おおせのままに、マイプリンセス」

　苦笑気味の孝太郎は笑顔のアライアを廊下に残し、部屋の中へ戻っていく。すると部屋に入ってすぐの所でクランと出くわした。

「話は聞こえていましたわ」

「よかった、だったら話は早い。殿下と少し出掛けてくる」

「分かりましたわ。ただし、少々気を付けて下さいまし」

「敵の事か？　大だい丈じよう夫ぶだろう、台本にはダンスの時に襲しゆう撃げきされたとは書かれてないし」

「いや、そうではなくて―――」

　クランはそこで心配そうな表情を作った。そしてドアの向こうにいるアライアの方にちらりと視線を向けた後、軽く声をひそめた。

「………この宿に来た時にも感じたのですけれど、アライアさん達と仲良くなり過ぎないように気を付けて下さいまし」

「………仲良くなり過ぎるなって？」

　孝太郎も声をひそめ、不思議そうな表情を作る。クランが何故そんな事を言うのか、孝太郎にはその意味が分からなかった。

「………ええ。あなたはいずれ本物の青騎士と入いれ替かわらなければいけない。その時に、あなたが彼女達と必要以上に仲良くなってしまっていると、ややこしい事になるでしょう？」

「………そっか。そうだな、なるべく気を付けるよ」

　―――脇わき役やくはあまりしゃしゃり出過ぎるな、か。そりゃそうだ………。

　本物の青騎士がアライア達と合流した時に、孝太郎が彼女達の仲間としてなくてはならない存在になってしまっていると、青騎士が必要とされなくなってしまう。それでは困るのだ。

「………一応、偵察機でフォローしてくれるか？　万が一って事もあるだろうし」

「………わかりましたわ」

「じゃあ行ってくる。頼むぞ、クラン」

「ええ。いってらっしゃい、ベルトリオン」

　話を終えると、孝太郎はクランに軽く手を振って、彼女に背を向けた。

　―――もしかしたら………。

　クランはその背中を見ながら、危機感を募らせる。

　ギィ、バタン

　それに気付かないまま、孝太郎はドアの向こうに消えていく。

『お待たせしました、アライア殿下』

『あと少し遅かったら、一人で出かけてしまっていたところです』

『それはお戯れが過ぎます』

『ふふっ、嘘うそですよ、レイオス様。さあ、参りましょう？』

　すぐにドアの向こうから、アライアの楽しげな声が聞こえてくる。それがクランを更に不安にさせた。

「………もしかしたら、このタイミングで本物の青騎士を連れてきた所で、大きく歴史が変わってしまうかもしれませんわね………」

　伝説の通りなら、収穫祭のダンスに出掛ける時点でアライアは青騎士を愛している筈なのだ。つまり孝太郎が割って入ったおかげで、青騎士とアライアが想おもいを育はぐくむ為の時間を、奪ってしまっているのだった。










　この村は町と呼べる程ほど大きな規模ではなかった。しかし収穫祭の時期に限っては、大きな町よりも多くの人々で賑にぎわう。近きん隣りんの小さな集落からも、一緒に収穫祭を祝おうと多くの人々が集まってきているのだ。そして孝こう太た郎ろう達たちの泊とまっている宿屋は村のメインストリートにあったから、孝太郎とアライアが外に出た時から、人の波に呑のまれてしまっていた。

「レ、レイオス様っ、きゃあっ！」

「お手を！」

「は、はいっ」

　二人は人の波に押おし流ながされないように手を握り合う。しっかりと指を絡からませあっているその手は、そこだけ見ていると恋こい人びと同どう士しのそれのようにも見えた。

「びっくりしましたね、レイオス様」

　姫ひめ育そだちのアライアにとって、こういう人ごみの中に入るのは初めての体験だった。

「ははは、そうですね、殿下」

　しかし元が一いつ般ぱん人じんの孝太郎は違う。孝太郎は驚おどろいているアライアを引き寄せながら、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しの花火大会の事を思い出していた。その時の駅前通りの様子が、ちょうど今の状況とそっくりだったのだ。

「駄だ目めですよ、レイオス様」

「ふげ？」

　そんな孝太郎の口をアライアが塞ぐ。彼女は少々怒おこった様子で、軽く頬を膨ふくらませていた。アライアはそのまま孝太郎の耳に口を寄せて囁ささやく。

「わたくしの事は殿下ではなく、シグナとお呼び頂かなくては」

「あっ………申し訳ありません」

「もぉ、きちんとやって頂かなくては困ります」

　アライアや殿下という呼び方では、良くも悪くも注目を集めてしまう。アライアにも流石さすがに追われている自覚があるので、外へ出る前に仮の呼び名を決めた。その名前がシグナだった。アライアの正式な名前は『アライア・クーア・マスティル・シグナリア・ティーオ・フォルトーゼ』という。その中で彼かの女じよ自じ身しんを『白銀の粉雪』と称たたえる部分の『シグナリア・ティーオ』から取ってシグナ。いささか単純ではあるが、この名前なら注目をひいてしまう事もなかった。

「以後気を付けます、シグナ様」

「その『様』というのも止やめて頂けませんか？　お祭りの気分が壊こわれてしまいます」

「では、私の方も『様』を取りますか？」

「それは………レイオス様は、レイオス様です」

「意味が分かりません、シグナ様」

「分かってるくせに………レイオス様は意地悪です」

　幸いここまでにアライアがアライアであると気付いた者はいなかった。現代のように皇族の顔写真が出回っている訳でもなかったし、今夜は収穫祭で多くの人々が華はなやかに着き飾かざったり、仮装したりしている。おかげでアライアの上品な衣装も、その美しい銀色の髪かみも、人目をひかずに済んでいた。もっとも多くの人間がこんな場所に逃とう亡ぼう中ちゆうの皇族が顔を出すという発想自体を、持っていないだけなのかもしれないのだが。

「やはり、祭りとなると活気がありますね」

　孝太郎はアライアの手を引きながらあたりを見回す。ダンスに参加するべく村の中央にある広場を目指していた二人だが、多くの人間に行く手を遮さえぎられ、なかなか先に進めずにいた。

　―――本当に花火大会みたいだな………。

　多くの人間が押おし合あい圧へし合あい、楽しそうに声をあげる。道の左右には多くの出店が立ち並び、そこでは祭りの間だけ夜よ更ふかしを許された子供達が目を輝かがやかせている。どんな時代や場所であっても、祭りは祭り。それは孝太郎にも馴な染じみのある風景だった。

「そうですね………」

　アライアもそんな活力に満ちた人々の姿に目を細める。その横顔には我わが子こを見つめる母親のような優やさしさが滲にじんでいた。

「安心しました」

「え？」

「マクスファーンが行動を起こした事で、民たみの生活が乱れていないかとずっと心配していたのです。しかしこの様子ならきっと………」

　周囲を見回していたアライアの瞳が孝太郎の方を向く。その瞳には、言葉通りに深い安あん堵どの色が浮うかんでいた。

　―――伝説のお姫ひめ様さまって、こういうことなのか………。

　孝太郎はそうやって微笑んでいるアライアを素す直なおに凄いと感じていた。自分なら両親を殺された直後に、敵かたき討うち以外の事に気が回るとは思えなかったのだ。

　―――ダンスに行きたいって言ったのは、これを確かめる為だったんだな………。

　そしてダンスを踊ると言いつつ、国民の暮らしぶりや表情を直接確かめに来た。これも家臣に余計な心配をかけまいとする配はい慮りよだろう。そういう年ねん齢れいに見合わない深い配慮が、孝太郎の心の深い所を強く揺さぶっていた。

「さあ、行きますよシグナ様っ！」

「きゃっ？」

　しかしその反面、孝太郎はアライアが哀あわれでもあった。孝太郎と変わらない年齢にもかかわらず、その華きや奢しやな両りよう肩かたに大きな責任が伸のし掛かかっている。アライアは孝太郎が春はる風かぜ高こう校こうで見かける同年代の少女達とは明らかに違う生活を送っていた。

　―――だったらせめて今ぐらいは………。

　そう思うと、アライアの手を握っている孝太郎の手に、思わず力が入るのだった。










　広場に入った二人は、その片かた隅すみで向かい合う。逃亡中という事もあり、あまり目立つ場所で踊る訳にもいかなかった。

「よろしくお願い致します」

「こちらこそ。ダンスは不慣れな武骨者ですが、何なに卒とぞご容よう赦しやを」

　広場を取り囲むようにして並べられたかがり火が、二人の姿をオレンジ色に染めていく。そして二人が改めて挨あい拶さつを交かわした直後、曲と曲の間で止まっていた音楽が再び流れ始めた。

「お手を」

「はい」

　手を取り合った二人は、互たがいに身体からだを近付けて寄より添そう。そして流れ始めた音楽に合わせてステップを踏ふみ始はじめる。曲はゆったりとした落ち着きのあるもので、ダンスに不慣れな孝太郎でも何とかついていくことができた。

「なかなかお上手ですね、レイオス様」

「御ご冗じよう談だんを。曲についていくだけで精せい一いつ杯ぱいです」

　夜も更ふけてきた事もあって、ダンスの曲は少しゆっくりとしたものが選ばれるようになっていた。少し前までの速いリズムの曲であったなら、孝太郎はきっと苦労していた事だろう。

「男性はダンスが上手過ぎない方が、それらしい気が致しますけれど」

「そう言って頂けると、この武骨者にも立たつ瀬せがあります」

「ふふっ」

　それに対して、アライアの刻むステップは見事なものだった。蝶ちようのように軽かろやかに、薄うす絹ぎぬのようにしなやかに。それでいて高い空を飛ぶ鳥の翼つばさのように力強く。ただ身体を動かしていれば良いという雰ふん囲い気きの収穫祭のダンスの中にあって、彼女だけがまるで城の舞ぶ踏とう会かいに参加しているかのような優ゆう雅がな踊りを披ひ露ろうしていた。

「とはいえ足を引っ張ってしまっているのは心苦しい限りです」

　孝太郎はそんな彼女のリードについていくのがやっとだった。ティアとのダンスで身に付けた技術だけでは、どうしようもない技術の壁かべがあった。

「皇女がダンスを得意とするのは、騎士が戦いを得意とするのと同じ。職業上の技術といったところです。だからお気になさらずに」

　アライアは笑顔のまま、孝太郎の耳に囁く。この距きよ離りで話すなら、もはや他人に聞かれる心配はない。アライアは皇女という言葉を気軽に持ち出していた。
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　アライアがダンスが得意なのは、そう教育されたという事もあるのだが、政治や外交がらみのパーティでダンスをする機会が多い為だ。いわばアライアが諸外国と戦う技術のひとつ、という事になる。その意味においては、確かに騎士が戦いを得意としている事とよく似ているのだろう。

「殿でん下か、実はここだけの話、私は戦うのが苦手です」

「ふふ、そうなのではないかと思っていました。でも、実はわたくしも舞踏会で見知らぬ相手と踊るのは苦手です」

「そのお言葉は私の胸の中にだけしまっておきます」

「わたくしもそうさせていただきますね。………でもレイオス様、護衛する相手に、戦うのが苦手だと告白するのはいかがなものでしょう？」

「アライア殿下は意地悪であらせられます」

「そんな事を言って………。ここが城なら、不敬罪で投とう獄ごくされていますよ？　ふふふふっ」

「ははっ」

　孝太郎とアライアはそのまましばらく踊り続けた。二人とも日々のしがらみから解放され、明るい笑顔を覗のぞかせていた。今この時だけは、二人とも年相応の少年と少女だった。そうしていられるのが今だけだと分かっているからだろうか。二人の手はしっかりと組み合わされ、その指は互いを放すまいとするかのように絡み合っていた。

　二人の夜は瞬またたく間まに更けていく。そして最後の曲を準備すべく楽団が一時的に演奏を止めた時の事だった。

「レイオス様………」

　曲が途と切ぎれて足を止めたアライアは、孝太郎の手を握にぎったまま、不安そうに孝太郎の顔を見上げていた。そしてその手の力の意外な強さに、孝太郎は彼女の抱えた不安が大きい事を感じ取っていた。

「いかがなさいましたか、アライア殿下」

　孝太郎はその目を真まっ直すぐに見返しながら、そっと囁きかける。その声に少し安堵したアライアは、僅かに表情を緩めた。

「レイオス様、わたくし………迷っております」

　そして彼女が口にした言葉。それはこれまで誰だれにも口にした事がなかった、彼女が内に秘ひめていた悩なやみだった。

「何を迷っておいでなのでしょう？　お話し下されば、少しはお力になれるかもしれません」

「ありがとうございます、レイオス様」

　アライアは笑顔で孝太郎に礼を言い、すぐにその表情を引ひき締しめた。

「わたくし達がこのまま旅を続けて………無事にパルドムシーハ領へ逃げ込めたとして………果たして本当に戦いを起こして良いものか、それを迷っているのです」

「戦いを………それはどうしてなのでしょう？」

　孝太郎が問うと、アライアは顔を巡めぐらせて辺りを示した。

「レイオス様、周りをご覧になって下さい。皇こう帝ていが死んでも、民の生活は変わりません。今もこの村には笑顔が溢れています。けれどわたくしがマクスファーンを倒たおす為に戦争を起こせば、この笑顔は失われてしまいます」

　アライアが気にしていたのは、内乱による国の乱れだった。アライアが新しく軍を組織し、マクスファーンが乗っ取った旧フォルトーゼ正規軍との戦争を始めれば、国は内乱に揺れ、国民の生活は逼ひつ迫ぱくする。果たして国民の生活を犠ぎ牲せいにしてまでマクスファーンを倒す意味があるのか―――そんな思いが、アライアを迷わせていた。

　かといってなかなか他人に相談できる内容ではない。皇家への忠誠篤いフレアに相談すればマクスファーン討うつべしという答えが返ってくるのは明らかだった。また親友のファウナに相談した場合、彼女は暁あかつきの女め神がみの神官なので、やはり正義を成せとの答えが返ってきてしまう。だからこれは孝太郎が現れるまで、アライアがずっと一人で悩み続けてきた問題なのだった。

「しかし殿下、マクスファーンは大罪を犯おかした罪人です」

　大罪。孝太郎は明言を避さけたが、マクスファーンは皇帝と皇后を、アライアとシャルルの両親を殺害している。それを無視してしまっていいのか。アライアがその事をどう考えているのか、孝太郎はそこが知りたかった。

「分かっています。しかしそれでも今後善政を敷しいてくれるなら構わないのです。大切なのは誇りではなく、人々の暮らし。そうでしょう？　レイオス・ファトラ・ベルトリオン卿」

　そしてアライアはぎゅっと奥おく歯ばを噛かみ締しめる。自分でも完全に感情を納なつ得とくさせている訳ではないのだ。

「殿下………」

　―――この人は、両親を殺された恨みを忘れて、正義をねじ伏ふせて、国民の幸せを第一に考えようとしているのか………。

　孝太郎はアライアの決意を聞かされ、頭が下がる思いだった。

　アライアの胸の内には、両親を殺したマクスファーンへの恨みが渦うず巻まいているだろう。そして暗殺という卑ひ怯きよう極きわまりない方法で国を乗っ取ったマクスファーンを裁かなければならない筈だった。しかし彼女はそれよりも、国民の暮らしを守ろうとしている。

　そんなアライアの姿は、孝太郎の瞳には何よりも気高く美しいものに見えた。その輝きを損そこなうのを、ためらってしまう程に。

「………不敬を承知であえて申しあげます」

　この時、孝太郎はアライアにマクスファーンを討てと言わなければならなかった。そうしなければ歴史が大きく変わってしまい、間ま違ちがいなく元の世界には戻もどれなくなってしまうだろう。それは水源に毒が撒かれるのを阻止するのとは次元が違う。

「その通りです、殿下。国民の暮らしを守る事以上に大切な事はありません」

　しかしそれを分かっているにもかかわらず、孝太郎はアライアに彼女の考えが正しいと言ってしまった。アライアの国民への愛が、マクスファーン達たちへの憎にくしみを捨てようとする心が、孝太郎に他の言葉を口にする事を許さなかったのだ。

「レイオス様………」

　アライアの瞳に涙なみだがにじむ。

　アライアは自分の考えが正しいと信じていた。しかしそれでも、誰かに正しいと言いって欲ほしかった。自分のしようとしている事が独善ではないのだと、戦う勇気がないからではないのだと、言って欲しかったのだ。

　だから孝太郎がアライアの意見に同意してくれた時、心が震ふるえた。待ち望んでいたものを与えてくれる人が現れたと、喜びが心に満ちた。

「確かに………宮中でこんな事を口にすれば、不敬罪で投獄されていたかもしれませんね………」

　アライアは涙を拭ぬぐう。しかし涙は後から後から溢れ出し、何度拭ぬぐっても涙はその頬を濡ぬらし続ける。そして涙の筋はかがり火の炎ほのおを浴びてオレンジ色に輝いた。

「殿下、騎き士しの規き範はんでは、たとえ剣けんが折れようとも、そこに込められた誓ちかいが折れなければ剣が折れたとは考えません。そして、むしろ剣が折れても誓いを通した事を、誇るべきだと考えます」

　騎士の規範。剣は騎士の魂たましい。しかし守られるべきは剣に込められた誓いであって、剣そのものではない。

　―――そうだったよな、ティア………。

　それを孝太郎に教えたのは、金色の髪の少女。その教えに従うなら、孝太郎にはこう答えるしかなかった。

「お父様とお母様、そしてわたくしの誓いは、民たみの暮らしを守る事です」

「だとしたら、たとえその命を失おうが―――」

「民が幸せであるなら、死んだとは考えない。そして、死してなお誓いを通した事を、誇るべき………」

「はい。仰せの通りでございます」

　孝太郎はアライアに向かってしっかりと頷く。孝太郎はもう迷わなかった。

　―――この人は、本当に白銀の姫なんだな………。でも、だからこそ………！

　そして孝太郎は決意する。自分は青騎士の代役に過ぎないのかもしれないが、アライアの事を何としても守ろう、と。これはあるいは、孝太郎が自らの意思でアライアに忠誠を誓った瞬しゆん間かんなのかもしれなかった。

「けれど殿下、ご安心ください。たとえあなた様がどのような決断をなさろうとも、私が必ずお守り致します」

「………場合によっては、わたくしは皇女である事を止やめて、ただの無力な娘になり下がるのですよ？」

　アライアは再び涙を拭い微笑む。見捨てても構わないのだと言いたげに。

「誓いを通してただの娘になるというのなら、私にとってあなた様は永久に敬愛すべき主君でありますから」

　しかしそれでも孝太郎の答えは変わらない。孝太郎に騎士の生き方を教えた少女は、アライアを見捨てる事を決して許さないだろうから。

「………ありがとう、レイオス様………。わたくしはその言葉を、生しよう涯がい、誇りに思います………」

　アライアはそう言うと孝太郎の肩かたに顔を押おし当あて、そのまま自分の肩を震わせ始めた。孝太郎は彼女が泣いているのだろうと思ったが、楽団が演奏を再開したおかげで、彼女の泣く声は聞こえなかった。

　孝太郎とアライアは、そのまましばらく立ち尽くしていた。アライアは孝太郎の肩に寄りかかったまま。孝太郎はそんなアライアの手を握り締め、頭上に広がる星空を見上げていた。

　―――悪いな、みんな………どうやら俺おれはそっちへ帰れそうにないみたいだ………。

　そうしながら孝太郎は元の世界で待っている筈の人々に、心の中で詫わびるのだった。










　やがて時が過ぎ、最後の曲が半ばを過ぎた頃ころ。ずっと顔を伏せていたアライアが顔を上げた。

「………レイオス様は、やはり少し違うのですね………」

　そう言った時のアライアの瞳には、これまでにはない感情が宿っていた。それは深い信しん頼らいと、親愛の感情だ。この時アライアは、自分が孝太郎を愛しているのだと、理解しつつあった。

「田舎いなかの生まれなので、ダンスのステップが悪いという自覚はございますが」

「ふふ、いいえ、レイオス様。そういう意味ではありません」

　アライアは微笑む。これまで彼女が両親とシャルルにしか見せなかった、無防備な笑顔。それをまともに見てしまった孝太郎は胸を衝つかれた。

「あなた様は紛まぎれもなくフォルトーゼの騎士。しかし心の奥おく底そこにある何かが違う。不思議な優しさを失わないまま、強く、誇り高き騎士であらせられます」

「それは―――」

　それは恐らく、孝太郎が戦争のない国に生まれたからだろう。だからこそ孝太郎は、アライアが求めてやまぬ心を、その身に備えていたのだ。

　その心は、戦いくさの世にあっては不必要な甘あまさと表現されるのだろう。そして甘さを抱えた人間は、戦場では生き残れない。だが孝太郎には多くの力が与あたえられている。ティアの与えた鎧や、キリハが貸した籠こ手てがそうだ。それらが孝太郎を生き残らせる。だから孝太郎は甘さを抱えたまま、アライアの前に立っている。様々な偶然が重なって、里さと見み孝太郎という少年が、何の変化もないままに、アライアと出会う事ができたのだ。

「あなたが真にお仕えする方が羨うらやましいです。いかにすればあなたのような方を騎士と出来るのか………」

「最初は………私を殺そうとしました」

「まぁ………それではわたくしには無理ですね………ふふふっ………」

　やがて二人はどちらからともなく再びステップを刻み始める。最後の曲はもう半分以上が過ぎてしまっていたので、二人が踊っていられた時間は僅かだった。しかし心を重ね合った二人が踊る様は、見ている者が思わず息を呑むほど見事なものだった。







伝説の始まり







　村の収穫祭は三日に亘わたって行われる。今日はその二日目なので、人々は早朝から起き出して、その準備に当たる事になっていた。

「すかー、すかー、すかー」

　しかし孝こう太た郎ろうは例によって目覚める事はなかった。極きよく端たんに寝ね起おきが悪い孝太郎は、人々が騒さわぎ出だした事にも気付かず、眠り続けていた。

「………起きてっ、ベルトリオンッ!!　早く起きなさいったらっ、このぉっ!!」

「いてっ!?　なにするんだティアッ!!」

　だが顎あごに強きよう烈れつな一いち撃げきを受けると、流石さすがの孝太郎も眠ったままではいられず、いつものように犯人へ苦情を言いながら飛び起きた。

「ティアミリスさんではありませんわっ!　わたくしですっ、クラリオーサですわっ!!　早くちゃんと目を覚まして下さいましっ!!」

「ん？　あ、あれ………？」

　だが孝太郎の予想に反し、目の前にいたのはティアではなく、眼鏡をかけた別の少女だった。

「しっかりして下さいなっ、緊きん急きゆう事じ態たいなのですわっ!!」

「緊急事態………？」

　困惑する孝太郎だったが、彼女の焦あせった表情と必死な声に、寝ね惚ぼけ半分だった頭が一気に覚かく醒せいしていった。

「クラン………？」

「そうですわっ、ベルトリオンッ!!　大変な事になったんですの!!」

「………大変な事？」

　覚醒した孝太郎の頭の中に今の状じよう況きようが思い出される。そして彼女の緊急事態という言葉がようやく頭の中に浸しん透とうしていった。

「どうしたクランッ、何があった!?」

　孝太郎の瞳に強い意志の力が宿る。それを見たクランは僅わずかに安堵しながらも、相変わらずの勢いでまくしたてた。

「大変ですのっ！　朝になったら村むら中じゆうの人達がバタバタと倒れ始めて！」

「なんだと!?」

「みんな凄すごい熱を出して苦しんでいますの！」

「じゃあ、もしかして!?」

「そうですわっ！　大臣のマクスファーンが、水源に毒を撒いたんですわっ！」

　クランが告げたその一報は、孝太郎の眠ねむ気けを完全に吹ふき飛とばした。










　最初に苦しみ始めたのは老人や幼児だった。抵てい抗こう力りよくの低い彼らは、深夜から急激に体調を崩くずし、強い発熱と悪お寒かんに襲おそわれるようになった。村の医師や神官達がその対応にあたったものの、患かん者じやの数は増える一方。太陽が昇のぼる頃には大人達までもが同じ症しよう状じようで倒れ始めた。時間の経過と共に患者は更さらに増え続け、すぐに医師や神官までもが同じ症状で動けなくなった。孝太郎が目を覚ました時には、既すでに患者は村中に広がっていた。今では村にいる人間の過半数に症状が出ていて、騒ぎは大きくなる一方だった。

　この突とつ然ぜん村を襲った毒は、あらゆる治ち療りよう手段を受け付けなかった。解げ毒どく薬やくや治ち療りよう薬やく、神官達が操る治療の為の霊れい力りよくさえはねのけた。一ひと度たび症しよう状じようが出たものが回復した例はなく、全員が今も苦しみ続けていた。

　同じ症状はアライア達にも表れていた。やはり最初に倒れたのは幼いシャルル。シャルルは夜明け頃に高熱を出して苦しみ始め、その後にアライアやファウナも次々と倒れていった。最後まで気き丈じように耐たえていたフレアも先さき程ほどベッドに横になった。

　だが幸いにも孝太郎とクランには症状が出ていなかった。孝太郎には全く症状が出ておらず、クランは微び熱ねつは出ていたものの、行動には支障がない程度だった。だから今はその二人でアライア達の手当てにあたっていた。










　孝太郎は一本の杖つえを手に、ベッドの一つに近付いていった。

「カリス、頼たのみがある」

「………え？」

　そのベッドに寝ねかされていたのは魔ま術じゆつ師しの少女、カリス。彼女は高熱で苦しみだした時からロープの拘こう束そくを解かれ、ベッドに寝かされていた。そして孝太郎が手にしている杖は、以前彼女から取り上げたものだった。杖はカリスが魔ま法ほうを使う時に、その働きを強める効果を持っている。

「お前を自由にして、この杖も返す。そのかわり、お前の魔法でこの毒が治せないか試ためしてみてくれないか？」

　孝太郎はカリスを解放し、杖を彼女に返そうとしていた。その代わり彼女の魔法で毒の治療を試みて貰もらう。これはそういう取り引きだった。

　本来敵のスパイであったカリスを解放するなど有り得ない事だ。しかしそんな事を言っていられない程、事態は切せつ迫ぱくしていた。村に患者が溢れている上、僅かだが死者も出始めていたのだ。

「………私が………お前達を治す………？」

「ああ。悪い条件ではない筈はずだ。お前自身だって治療は必要なんだから」

　カリスは黙だまって孝太郎を見上げていた。その顔は赤くなり、高熱と悪寒が今も彼女を苛さいなんでいるのは明らかだった。孝太郎は半ば祈いのるような気持ちでカリスを見つめていた。

「………分かった、やってみよう………」

　そんな孝太郎の眼まな差ざしに真実を感じたカリスは、取り引きを受け入れた。

「やってくれるのか!?」

「ああ………」

　―――嘘では、ないようだし………。

　彼女は小さく頷うなずくと身体からだを起こそうとする。孝太郎は慌てて駆け寄ると、その身体を横から支えてやった。

「早さつ速そくだが頼む。お前自身からでいいから」

「分かった」

　孝太郎はカリスの身体を支えながら、その手に杖を渡わたした。彼女は杖を受け取ると両手で構え、集中する為ために両目を閉じた。

「………青騎士、しばらくこのまま支えていてくれ………」

「任せろ」

　そして彼女は手にした杖に額を付けるような格好で、魔法を発動させる為の呪じゆ文もんをゆっくりと唱え始めた。

『集つどい来きたれ、命の精せい霊れい。豊かに満ちよ、大地を潤うるおす大河の如ごとく。その強き力を我わが身みに注ぎ、衰おとろえたる命を豊かに育み、邪じや悪あくなる厄やく災さいを撥はね除のけよ』

　カリスが口にしているのは、この時代のフォルトーゼの、儀ぎ式しき用ようの言語だった。その複雑な文法と独特の韻いんを踏んだ言い回しが、彼女自身と周囲にある魔ま力りよくを杖に集中させていく。集まった魔力は杖を光らせ、孝太郎の目にもはっきりと分かる程に青く輝いていた。

　―――これが魔法か………！

　孝太郎がカリスの魔法を見るのは初めてではない。しかし杖を持った状態で、正しく魔法を使う所を見るのはこれが初めてだった。だから孝太郎は目の前で展開される神秘的な光景に思わず息を呑のんだ。

『命は命に、死は死に。寄るべき岸を分け、我が運命を正したまえ！』

　カリスの呪文が終わり、杖の青い輝きがカリス自身の身体を包つつみ込こんでいく。呪文は正しく詠えい唱しようされ、魔法が発動したのだ。

「ふぅ………」

　カリスは大きく溜ため息いきをついた。それと同時に彼女を包んでいた青い光が消失していく。それで魔法が終わったと判断した孝太郎は、多少慌あわて気ぎ味みにカリスに結果を尋たずねた。

「それでどうだ、カリス！」

　だがそれとは対照的に、カリスは残念そうな表情で首を横に振ふった。

「………残念ながら駄目だった。私の扱あつかえる最上級の治ち療りよう魔ま法ほうを使ってみたが、体調に変化がない。もしかしたら、普通の毒や病気ではないのかもしれない」

「そうか………」

　孝太郎の肩が落ちる。同時にカリスは身体から力を抜いた。

　カラン

　その手から杖が零こぼれ落おち、床ゆかを叩たたいて乾かわいた音を立てる。孝太郎はカリスの身体をゆっくりとベッドに寝かせると、彼女の額に濡れた布ふ巾きんを乗せてやった。

「よくやってくれたな、カリス。ありがとう。ゆっくり休んでくれ」

「ああ………」

　カリスはすぐに目を閉じた。

「それと、動けるようになったら出て行って構わないからな。みんなには言っておく」

「律りち儀ぎな男だな、お前は………」

「その代わり、誰にも手を出すなよ？」

「分かっている………本当に、妙みような男だ………」

　彼女はそれっきり何も言わなくなった。眠ねむっているのか、それとも苦しくて話す気力もないのか。孝太郎にはその判別はつかなかったが、これ以上弱っている彼女に話しかけるつもりもなかった。孝太郎はカリスから離はなれ、他のベッドを順番に回っていった。

「………青騎士が敵から解毒薬を奪って、治療に成功するって話だけど………このままじゃ、それよりも先に死人が出るぞ………」

　アライア、シャルル、ファウナ、リディス、フレア。カリスも合わせると、部屋にあるベッドには六人の少女達が寝かされていた。そしてその誰もが高熱と寒気にうなされている。これが長く続けばどうなるのかは、火を見るよりも明らかだった。

「あおきし………」

　孝太郎が近付いてきた事に気付き、シャルルが手を伸のばす。孝太郎はすぐにその手を握ったが、彼女の体温の高さに愕がく然ぜんとさせられていた。

「シャルル殿下、御ご無む理りをなさらずに」

「ふふふ、だいじょうぶじゃ、このぐらい………」

　それでもシャルルは気丈に笑う。孝太郎に心配をかけまいとする一心だった。それが孝太郎にも分かっていたから、不覚にも涙が出てしまいそうだった。

「すぐにげんきになるから、またわらわとあそんでおくれ………」

「もちろんです、殿下」

「ふふふ………」

　小さな笑え顔がおを残し、シャルルは意識を失った。

　―――無差別に毒を撒まくなんて、どんな馬ば鹿か野や郎ろうの仕し業わざだ!!

　力なく眠り続けるシャルル。それを見ていると、孝太郎ははらわたが煮にえくりかえる思いだった。まだ出会った事もないマクスファーンへの怒りが募つのる。そして何も出来ないでいる自分自身にも腹がたった。

「くそっ」

　ガンッ

　孝太郎の拳こぶしがテーブルの天板に激げき突とつする。そこ以外に、孝太郎の苛いら立だちをぶつける先がなかった。

「荒あれていますわね、ベルトリオン。でも少し落ち着きなさいな」

「クラン!?」

　そんな孝太郎だったから、部屋にクランが入って来た事に気付いたのは、彼女に直接声をかけられてからの事だった。

「落ち着けって言われても落ち着けるもんか!!　みんな苦しんでるんだぞ!?」

「気持ちは分かりますわ。でもみんな寝ているのですから、大きな声は出さないで」

「す、すまん」

　孝太郎は気持ちを落ち着けようと深呼吸を繰くり返かえす。その姿に満足したクランは、この部屋へやってきた用件を切り出した。

「ベルトリオン、この毒の正体が分かりましたわ」

「本当か!?」

　孝太郎は驚きに目を見張る。そして思わずクランの方に身を乗り出した。これで治ち療りよう法ほうが見付かるかもしれないと期待しての事だった。

「ええ。でも正確には毒ではありませんでしたわ」

「毒じゃない、だって………？　それはどういう事だ？」

「極きわめて潜せん伏ぷく期間の短いウィルス感かん染せん症しようでしたわ。この時代の人間には、区別がつかなくても当然でしょうけれど」

　クランは孝太郎にアライア達の看病を任せ、一人で部屋に籠こもってこの毒の調査を進めていた。採取した患者の血液や、飲み水などを調べ、マクスファーンが使った毒の正体を掴つかもうとしたのだ。

　幸いと言っていいのかどうか分からないが、毒が水に混入されたという事は分かっていたので、原因となる物質を特定するのはそう難しい事ではなかった。クランが『揺ゆり籠かご』から呼び寄せた解かい析せき装置は、呆あつ気けなくその正体を看破した。しかしそれがＲＮＡを保持したタンパク質であると分かった時には、流石のクランも少なからず驚いた。

「じゃあ、病気だっていうのか!?」

「ええ。飲み水にウィルスが大量に含ふくまれていましたわ。潜伏期間が短いから、この時代の人は毒だと思っているのでしょうね」

　このウィルスは高い増ぞう殖しよく力りょくを持っていて、身体に取りこむと数時間とかからずに発はつ症しようする。その速度で発症する病気は殆ほとんど知られていないため、人々は自然とこれを毒物だと考えた。

　この時代の人間は、まだウィルスの存在を知らずにいる。当然、その治療法も持っていない。魔法で治療しようとしても、何を身体から取り除けば良いのか分からなくては治しようがない。だから彼らには未知の毒物と考える他ほかはなく、治療方法も対たい症しよう療りよう法ほうに限られていたのだ。

「それで治せるのか!?」

　孝太郎にとっては原因や経過よりも治療法があるかどうかが大事だった。だから孝太郎は多くの疑問を飛とび越こえて、クランに治療法の説明を求めた。

「難しいですわね。特効薬を合成するには、必要な材料が足りませんの。あと千年先なら簡単だったのでしょうけれど………」

　クランの技術で既にウィルスの物理構造は解明できているので、その働きをピンポイントで阻そ害がいする物質を合成する事は出来る。クランにはそれだけの技術があった。しかし合成の為の薬品がこの時代では手に入らない。その材料から一つ一つ集めて精製する事は可能かもしれないが、それでは間に合わないのだ。

「現実的には方法は二つしかありませんわね」

　クランは孝太郎の顔の前に指を二本立てる。

「どんな方法だ!?」

「ひとつは台本通りに敵から治療薬を奪うばう事。やはりこれが一番手っ取り早い方法ですわね」

「もうひとつは？」

「もうひとつは大きなリスクがありますし、あまり確実な手段とは言えないのですけれど―――」

　そうしてクランがもうひとつの方法を説明しかけた時だった。

『軍隊だー!!　軍隊が来たぞー!!』

　村の外に、騎士に率いられた数十人の兵士達が姿を現した。










　やって来たのはフォルトーゼの正規軍だった。その中でも以前から親マクスファーン派として知られていた、メルケムハウン家の騎き士し団だんに所属する部隊だった。

　隊長はメルケムハウン家に仕える従騎士。これに平民出身の三十名の兵士と、五名の魔ま術じゆつ師しが従っている。一人の従騎士が従える兵としては数が大分少ないのだが、任務の性質を考えると機動性とのバランスが取れた数だと言う事ができるだろう。

　彼かれらは村からある程度距きよ離りを取った場所に陣じん取どり、村の近くに看板を立てて、あるお触ふれを出した。その内容は、この村の周辺にいると思われるアライアの身み柄がらを拘束して差し出せというもの。そうすれば報ほう酬しゆうとして解毒薬を与えるという。

　この地域は元々マスティル家の領地なので、領りよう民みん達たちの皇族への尊敬の念が特に強い。だから普ふ通つうにアライアの捕ほ獲かくに協力しろとお触れを出しても領民が反発するのは必至。そこでまず毒を撒いて領民達の反発の芽を摘つんだ。自分の子供が、妻が倒れれば、誰もがアライア探しに必死にならざるを得なかった。










　孝太郎から事情を聞かされたアライアは、すぐに決断した。

「………彼らに、投降しましょう」

　彼女は高熱でふらつく身体を起こし、近くの柱に掴まるようにして立ち上がった。

「い、いけません殿下っ！　これは罠わなですっ！」

　真っ先にフレアが反発する。彼女も必死になってベッドから這はい出だし、アライアの行く手を遮るようにして立たち塞ふさがった。そしてフレアだけでなく、他ほかの少女達もアライアを止めようとベッドの上から口々に反対意見を述べた。

「駄目ですよっ、アライア様！　私も罠だと、思いますっ」

「あたしも反対!!　アライア様を捕つかまえる為だけに毒を撒く連中だよ!?　何をされるか………分かったもんじゃない！」

「叔お父じ上うえは危険な人です。殿下を捕まえただけで………果たして大人しく解毒薬を渡すかどうか………」

　しかし彼かの女じよ達たちの言葉では、アライアの意思は変わらなかった。

「解毒薬がなければ、どの道わたくし達は死にます。それならば一刻も早く投降して、解毒薬を手に入れるのが一番です」

　既にこの毒で―――正確には病気だが―――死者が出始めていた。どれも抵抗力と体力の弱い老人達だったが、このままの状態が続けばいずれ若くて健康な者達も体力が落ちて同じ運命を辿たどるのは明らかだった。自分達が何日か生き延びる為に、この村をそんな事にさせる訳にはいかない。アライアが投降しようと考えるのはそれが理由だった。

　―――それに、何としてもシャルルを守らなくては………。

　そしてそれ以上にアライアが心配していたのはシャルルの事だった。シャルルはアライアに残されたたった一人の家族。それを失うような事があっては、アライアは生きていけなくなる。それぐらいなら投降して解毒薬を得て、シャルルを助ける。そうすればシャルルだけでも生きていられるのだ。

　―――あとは頼みます、レイオス様………。

　アライアは無言で孝太郎を見つめる。アライアは自分がいなくなっても、孝太郎ならシャルルを守ってくれると信じていた。信じていたから、投降するという決断を下す事ができたのだ。

「殿下………」

　孝太郎はアライアが自分を見る前に、シャルルを見ていた事に気付いていた。だからアライアの気持ちが分かった。孝太郎には彼女の気持ちが痛いほど分かる。たった一人の家族がどれだけ大切か、父親しか持たない孝太郎にはそれがよく分かるのだ。

「ベルトリオンッ、お前も殿下をお止めしろっ！　お前だって殿下が危険な目に遭あっても構わないとは思うまい！」

　フレアが孝太郎に同意を求める。この段階においては、フレアは孝太郎に信頼を置きつつあった。先日の山さん賊ぞくとの戦いやマスティル関での出来事、シャルルとの関係、果ては昨夜のアライアと孝太郎のダンスを見て、信頼できそうだと思うようになっていたのだ。そして孝太郎の言葉ならアライアも受け入れるかもしれない。そう思うから、フレアは孝太郎にアライアを止めて欲しかったのだ。

「レイオス様………」

　アライアの瞳ひとみが何かを訴うつたえている。その手が微かすかに動き、何かを求めるように握り締められる。

　―――たとえその命を失おうとも、か………。

　孝太郎はそんなアライアの姿を見て、昨夜の彼女とのやり取りを思い出した。そして自分が彼女に何を言ったのかも。

「パルドムシーハ卿、私はアライア殿下の御ご意い見けんに賛成致いたします」

「レイオス様!!」

　アライアの表情が綻ほころぶ。それは病に冒おかされていながらも、降りしきる白銀の雪のように輝く、美しい笑顔だった。

「ベルトリオンッ、貴様一体どういうつもりだっ!?」

　フレアの怒りが孝太郎に降り注ぐ。彼女も病気の影えい響きよう下かにあったが、問題が問題だけにその怒りはいつも以上に激しいものだった。

「落ち着いて下さい、パルドムシーハ卿。何もただアライア殿下を渡そうという訳ではありません」

「何だとっ!?」

「殿下に投降していただいて解毒薬を手に入れた後、急きゆう襲しゆうして殿下を取り返す。現状においてアライア殿下とシャルル殿下の双そう方ほうを生き残らせようとするなら、この方法しかありますまい」

　孝太郎がシャルルの名前を出すと、フレアはたじろいだ。そしてその目が今もこんこんと眠り続けるシャルルの方へ向けられる。フレアにも現状は分かっているのだ。

「クラン、どう思う？」

「ベルトリオン卿、わたくしはあなたの意見を支持致しますわ。色々な可能性を検討しましたけれど、それが最も可能性が高いと思いますの」

　クランは孝太郎に同意する。彼女の頭の中では幾いくつかの方策が練られていたが、最も現実的なのはこの方法だろうという結論に辿りついていた。

「し、しかし勝算はあるのか!?　万が一の事があっては困るのだぞ!?」

「ありません。この剣に誓って救い出すとしか、言いようがありません」

　シャキン

　孝太郎は腰こしに下げていたサグラティンを軽く揺すった。それを見たアライアは昨夜の事を思い出し、小さく微ほほ笑えんだ。

「それでもわたくしは信じますよ、レイオス様」

「お待ち下さいっ、殿下！　相手は三十人以上！　解毒薬が手に入っても、我々だけでは救い出すのは不可能に近いのです！」

「ごめんなさい、フレア。けれど、わたくしの騎士が剣に誓うと申しているのです。それを信じない訳には参りません」

　アライアは孝太郎が剣を、サグラティンをどれだけ大事にしているのかをよく知っている。そして孝太郎はその剣に誓って助け出すと言った。だから孝太郎は、たとえその剣が折れようとも、アライアを助け出そうとするだろう。

　―――そう、たとえ剣が折れようとも………。

　アライアは孝太郎が実際の救出に失敗しても構わないと思っている。もはや成功するかどうかは問題ではない。孝太郎がそう誓ってくれた事に意味がある。あとはシャルルを守ってもらえれば構わない。それだけで、きっとアライアは心安らかに死んでいけると思うから。

「行きましょう、レイオス様」

「仰せのままに、マイプリンセス」

　だからアライアは笑顔で部屋を後にする。恐きよう怖ふも絶望も、感じる事はなかった。










　村にやってきた数十名の兵達の隊長、メルケムハウン家の従騎士デクストロゥは冷れい酷こくな男だった。生まれが貧しい農家の三さん男なん坊ぼうであった事もあり、成り上がる為なら手段を選ばなかった。そういう男であったから、水源に毒を投げ込んでアライアをいぶり出すという非道な作戦の指揮官に選ばれた。普通の騎士ならためらうような命令でも、この男がためらう事はない。この任務を終えれば昇しよう進しんが待っている。デクストロゥにとって重要なのはそこだけだった。

「ククク、楽な仕事だ………」

　マクスファーンから貰った黒い液体の入った瓶びんを、村の井い戸どや近くを流れる川に投げ込んで回ったのがつい昨日の事。人々は収しゆう穫かく祭さいにうかれ、デクストロゥ達の行動を怪あやしむ者など一人もいなかった。そして夜になると水を飲んだ人間達がばたばたと倒れ始める。水を飲まずにいられる人間などいないから、呆気ないほど簡単だった。その間、デクストロゥはテントの中で寝ていただけだ。今もそう。デクストロゥは自分のテントの中に寝そべり、酒を飲んでいる最中だった。

「デクストロゥ様」

　そんな彼の下もとに、副官を務める兵士がやってきた。副官はテントの前に立ち、そこから中のデクストロゥに声をかける。

「なんだ」

　デクストロゥは酒しゆ盃はいを投げ捨てると、不ふ機き嫌げんそうに返事をした。

「アライア様が見付かりました。只ただ今いまこちらへ向かっている所です」

　しかし副官の返事を聞くと、デクストロゥの口元に笑えみが浮かぶ。それはネズミをいたぶる時の猫ねこのような、底意地の悪い顔だった。

「バァカ、アライア様、なんて言う必要はないんだよ」

「いや、しかし………」

「あの女は公金の着服がバレたんで、皇帝と皇后を殺した悪い女なんだ。様なんて呼んでやる必要はない」

「は、はぁ………」

　デクストロゥは戸と惑まどう部下を見ながらクックッと喉のどの奥おくで笑う。デクストロゥにはこの騒そう動どうの全すべてがマクスファーンとグレバナスの仕し業わざだという事が分かっている。にもかかわらず、アライアが犯人だと吹ふい聴ちようする。理由は至ってシンプル。その方が出世が望めるからだった。

「さぁて、元・皇女殿下をお出で迎むかえに参りましょうかね」

　デクストロゥは笑いながらテントを出る。先程までとは逆にすっかり上じよう機き嫌げんだった。日ひ頃ごろから不機嫌な事が多い彼なので、副官はその姿が不気味に思えてならなかった。










　アライアが村のメインストリートを進んでいくと、つめかけていた人々が左右に割れ、道をあけていく。アライアは病びよう魔まに冒されているにもかかわらず、出来上がった道を堂々と歩いていく。その姿はさながら海を割ったという預言者のようだった。

　そんなアライアのすぐ後に孝太郎とクランが続く。まともに動けるのは孝太郎とクランだけだったので、同行しているのは二人きりだった。一応フレアとファウナ、リディスも心配してついてきてはいたが、彼女達はずっと後方で、人ごみの中に紛れていた。

「アライア殿下、あまりご無理をなさらずに」

「ありがとう、レイオス様。しかしあまりゆっくりと歩いて、向こうに弱っていると思われたくありません。こういう時に、弱みを見せる訳には参りませんから」

　普ふ段だん通りの速度で歩くアライアの身体を心配した孝太郎だったが、彼女は気丈に首を横に振った。弱みを見せないのは交こう渉しようの鉄則だ。だからアライアは薬を手に入れるまでは、病気の影響を意志の力で抑おさえ込こむつもりでいた。

「それにわたくしがふらついていては、民たみ達たちが不安に思いますから」

「殿下………」

　孝太郎はアライアの壮そう絶ぜつな決意に息を呑む。

　―――皇族っていうのは、こういうことなのか………。

　周囲には多くの人々が詰つめかけている。彼らの殆どが、家族が倒れて薬が欲しい者達だ。また同時に、皇家への忠誠篤あつい者達も少なくない。そういう人々は、アライアが苦しんでいれば不安になる。交渉の為だけでなく、人々を不安にさせない為にも、アライアは苦しんでいる姿を晒さらす訳にはいかないのだった。

「来ましたわよ、ベルトリオン卿」

　クランが正面を指す。その先には、村の入り口にかかったアーチをくぐって近付いてくる兵へい士し達たちの姿があった。先頭に立っているのは重じゆう厚こうな金きん属ぞく鎧よろいを身に着けた一人の騎士。彼に続くのは武装した兵が三十人と、黒い衣ころもをまといねじくれた木製の杖を手にした魔術師が五人。総勢三十六人。たった三人の孝太郎達に差し向けるには、十分過ぎるほどの兵力だった。

「あんたがアライアかい？」

　アライアの前に立っても、その騎士が礼に則のつとって頭を垂れる事はなかった。胸を張ってアライアの事を見下ろしながら、粗そ野やな言葉を吐はき出だした。

「何者です？」

　そんな騎士に対しても、アライアが臆おくすることはなかった。だが彼女の声と表情は冷たい。それは孝太郎やシャルルに向けられる姿とはまるで違ちがう、皇女として敵と向かい合う時の姿だった。

「メルケムハウン騎士団所属、銅騎士デクストロゥ。従騎士って事になってるが、いずれ正騎士になる予定だ」

「その様子では一生従騎士のままでしょう」

「言うねぇ、流石さすがは元・皇女殿下。でも、あんたを連れて帰れば正騎士にして貰える予定なのさ」

　アライアは冷静なままだったが、孝太郎はデクストロゥの口ぶりに腹を立てていた。

　―――元・皇女殿下だと………!?

「………落ち着きなさい、ベルトリオン」

　クランが手を握って止めなければ、孝太郎はすぐにもデクストロゥに殴なぐりかかっていたかもしれなかった。

「クックック、そんなに怒おこるなよ青騎士の兄ちゃん」

　デクストロゥはそんな孝太郎を嘲あざけるかのように笑う。だがこのデクストロゥの笑い声がかえって孝太郎を冷静にさせた。別に自分は嘲られても構わないのだ。

「………すまない、クラン」

「………無む茶ちやは控ひかえて下さいまし」

　孝太郎の雰囲気を読み取ったクランは、掴んでいた孝太郎の手を放した。

「ほぉ、女におんぶにだっこかい？」

「ああ。マクスファーンにおんぶにだっこのお前といい勝負だろう？」

　喧けん嘩かの経験はある孝太郎なので、この手の言い合いには慣れていた。むしろ自分の土俵に戻ってきた感じがして、気持ちに余よ裕ゆうが出始めていた。

「あんだとこの野や郎ろうっ！」

　逆にデクストロゥが激げき昂こうして孝太郎を睨にらみつける。力が全てで成り上がってきた彼にとって、今の地位は自分が勝ち取ったものだ。それをマクスファーンにおんぶにだっこと表現される事は不ふ愉ゆ快かい極きわまりないことだった。

「落ち着きなさい、デクストロゥ。これから正騎士になろうという男が、言葉一つに何を取り乱すのです？」

「………チッ、まあいい」

　アライアの指し摘てきを受けると、デクストロゥは一言吐はき捨すて、表情を元の薄うす笑わらいに戻した。

　―――気分屋だが、ギリギリの所で自制心は失わないタイプか………やりにくい奴やつだな………。

　孝太郎はこれまでのやり取りからデクストロゥの性格をそう分ぶん析せきする。相手の性格を見み抜ぬくのは喧嘩の時の鉄則だった。

「それじゃあ挨あい拶さつはこの辺にして、こっちへ来て貰おうか、アライア」

「解毒薬は渡して貰えるのでしょうね？」

「お前が俺の所まで来たら、な」

「………選せん択たく肢しはないようですね」

　アライアはデクストロゥに頷くと、一ひと度たび孝太郎達たちを振り返った。

「それでは行ってまいります、レイオス様」

　そう言った時のアライアの声と表情は、いつもの彼女のものだった。

「あとは頼みます」

「………すぐにお迎むかえにあがります」

「ありがとう」

　孝太郎の囁きに笑顔で応じたアライアは、再びデクストロゥと向き合った。

「お別れは済んだかい？」

「帰ってきた時に備えて、好物のクルカの実を用意しておくように命じただけです」

「大した女だ。気に入ったよ」

　アライアは笑い続けるデクストロゥに向かって歩き始める。その姿には微み塵じんも迷いは感じられない。気高く、力強く、王道を行く皇女の姿がそこにあった。

『アライア様………』

『おいたわしや………』

　それが民衆にも伝わっているのか、そこかしこから溜め息が漏もれる。地元という事もあって、アライアの行く末を案じる声が殆どだった。

「参りましたよ、デクストロゥ」

　アライアとデクストロゥの距離はおよそ十数メートルあった。アライアがそれを歩き切るまで、さほど時間はかからなかった。

「よし」

　するとデクストロゥはアライアの腕うでを掴む。その力は強く、アライアがもがいても振ふり解ほどく事はできない。

　―――ううっ………。

　同じ騎士であっても、孝太郎に触れられた時とは全く違う、不快な感覚。それを感じたアライアは胸の中で悲鳴をあげていたが、決して実際に口には出さなかった。

「さぁ、デクストロゥ、彼らに約束の解毒薬を渡しなさい」

　その代わりに口にしたのは、皇女としての言葉。ここへ至ってもなお、アライアの心は折れていなかった。

　―――たとえこの命を失おうとも………！

　その心を守っていたのは、昨夜の孝太郎とのひと時だった。

「わたくしの事を捕とらえたのですから、これ以上彼らを苦しめる必要はないでしょう？」

「そうだな。おい、野郎ども！」

　デクストロゥは何故か笑う。

　―――なんだ？

　孝太郎はその笑顔に不ふ吉きつなものを感じた。それは酷ひどく暗い闇やみの底を覗くかのような感覚だった。

「アライアの連れは全部やっちまえ！　シャルルもだ！　他ほかにも邪じや魔まする連中は全部殺して構わん！」

「なっ!?」

　そこで初めてアライアの表情が変わった。それを見たデクストロゥは愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめる。彼の笑顔は、見ていると背筋が寒くなるような酷く邪悪なものだった。

「そうだアライア、俺はお前のその顔が見たかった！」

「お待ちなさいデクストロゥ、解毒薬を渡すという話はどうなったのですっ!?」

「そんなものねぇよ」

「ない!?　それはどういう事です!?」

　アライアの顔に焦りと恐怖、絶望の色がにじむ。デクストロゥがどう答えるのか、アライアには分かっている。しかし分かっていてなお、問わずにはいられなかった。

「どうもこうもねぇよ。最初からそんなものはねぇんだ。でもそう言ったら、お前は出てこないだろう？」

「なっ―――」

　アライアは絶句する。その代わりに口を開いたのは孝太郎だった。

「お前達っ、治療する方法がないものを撒いたっていうのか!?」

「何を言っている？　俺おれ達たちが汚お染せんされた水を飲まなきゃいいだけの話だろう？」

　デクストロゥは本当に楽しそうだった。

「なんてことを………」

　これまでずっと気丈に振ふる舞まってきたアライアの膝ひざから力が抜ぬける。ずっと泣くまいと堪こらえていた涙がその両りよう頬ほおを伝う。

　―――シャルルが、フレア達が、村の人達が、みんな死ぬ………死んでしまう………!!

　アライアが守ろうとしたもの。守ると誓ったもの。それらが全て失われる。これまでの行こう為いの全てが無む駄だに終わる。決死の覚かく悟ごも、気丈に振舞った事も。絶望という言葉では足りない。それはアライアの胸の中にある世界を全て破は壊かいするに等しい行為だ。アライアを支えていた全ての力が失われ、遂ついに彼女はそこに座すわり込こんだ。

「なぜ、どうしてこんな酷い事を………なぜです、マクスファーン………」

　アライアは顔を伏ふせ、年相応の少女のように涙を流す。その涙は顎から零れ落ち、乾いた大地に吸い込まれて消えていく。消えていく涙を見ていると、アライアの無力感はさらに募る。全てが無駄であったという思いが胸の中を埋うめ尽つくしていった。

「クククッ、簡単さ。お前を捕まえる為。そして見せしめにする為だ。一度こうやってみせれば、どんな馬ば鹿かにだって逆らえばこういう目に遭うんだと分かる。俺としては昇進がかかっているから、一度きりで終わって欲ほしくはないんだがね」

　デクストロゥは非情だ。その無ぶ遠えん慮りよな言葉と嘲ちよう笑しようは容よう赦しやなくアライアの心を切り刻んでいく。

「もっともあんたは一人きりだから、この先の昇進には多くの村を潰つぶす必要があるかもしれないがなぁ。アハハハハッ、クハハハハハハァッ!!」

「うっ、うぅぅっ、うあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!　ああぁぁぁぁぁぁっ!!」

　遂にアライアはその場にうずくまって泣きじゃくり始める。全ての希望を失い、為なす術すべがない。いかに伝説の姫ひめであろうと、もはや泣く以外の手段は残されていなかった。

『解毒薬はないだって!?』

『それじゃあ何かっ!?　俺達はこのまま死ぬっていうのか!?』

『そんなの嫌いやよぉっ!!　どうして私達が死ななきゃいけないのぉっ!?』

『子供だけでも助けて下さいっ、お願いしますぅっ!!』

　泣き始めたアライアに呼応するように、集まっていた人々にパニックが広がっていく。そこへアライア一行を始末しようと兵達が近付いていったものだから、パニックは一気に拡大してメインストリートは大混乱に陥おちいった。

「クククククッ、フハハハハハッ、アーッハッハッハッハァッ!!　殺せ、殺せ、殺せぇっ!!」

　そんな村にデクストロゥの笑い声が高らかに響ひびく。それをＢＧＭにして、彼の三十五人の部下達が整然と前進していく。彼らは村の家を一軒けん一軒けん巡めぐり、アライアの仲間達を見付けだすつもりだった。このままでは病気で動けないアライアの仲間達はいずれ兵達に見付かり、殺されてしまうだろう。パニックを起こした人々も、少なからず斬きられるだろう。そして生き残った者達も、やがては病が発症して死んでいく。もはや誰にも止められない。村は夥おびただしい死に埋め尽くされる運命だった。










「クラン、今度は止めてくれるなよ？」

「止めませんわよ、ベルトリオン。ただ、命じるだけですわ」

　だがその運命に逆らう者達がいた。その数は僅かに二人。青い鎧の騎士と、眼鏡をかけた少女。三十五人の敵を迎むかえ撃うつには、あまりに数が少なかった。

　しかし二人がそれを気にした様子はない。あくまで堂々と並び立ち、その双そう眸ぼうに強い怒いかりを湛たたえ、臆する事無く三十五人の兵達と向かい合っていた。

「レイオス・ファトラ・ベルトリオン」

「はっ」

「皇帝不在という火急の事態にて、皇女クラリオーサが代わって汝なんじに申もうし渡わたす」

　ジャキィィィン

　高らかな鍔つば鳴なりと共に、黄金に輝く柄つかを持つ長大な騎き士し剣けんが引き抜かれた。その切っ先はフォルトーゼの剣けん術じゆつ独特の優美な曲線を描えがき、三十五人の敵へと向けられる。すると鍔鳴りの音色に誘さそわれ、多くの人間の視線が剣を構えた騎士に集まった。

「勅ちよく命めいである。フォルトーゼの騎士として、やるべき事を存分におやりなさい！」

「仰おおせのままに、マイプリンセス！　謹つつしんで拝命致します！」

　伝説に謳うたわれる英えい雄ゆう、レイオス・ファトラ・ベルトリオン。その姿が民衆の前に示されたのは、これが初めての事だった。
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「おのれ、御ご婦ふ人じん一人を捕とらえる為に川に毒を撒くとは、見下げ果てた卑ひ劣れつ漢かんめ。断じて許ゆるし難がたい！　我わが剣の錆さびとしてくれよう！」

　孝太郎は構えた剣に怒りを込め、三十六人の敵を威い圧あつする。その言葉は演劇で使った青騎士の台詞せりふだったのだが、孝太郎にはもう演劇かどうかなど関係なかった。孝太郎自身が心の底から本気で怒っていたのだ。

　―――今すぐお助け致します、アライア殿でん下か！

　アライアを捕らえる為に毒を―――病気を撒いたデクストロゥ。そしてそれを命じたマクスファーン。孝太郎は彼らに激しい怒りを向けていた。しかも撒かれた病気には治療法はなく、既に体力のない老人達に死者が出ていた。このままでは多くの人々が死んでいく。そこにはアライアや幼いシャルルも含まれる。到とう底てい許せる事ではなかった。

　そしてそのアライアは今もデクストロゥに捕らえられたまま。孝太郎にはそれが我が慢まんならない。アライアがどんな気持ちでそこへ赴おもむいたか、その気持ちを踏ふみ躙にじられて何を思ったか。それを思うと、一いつ瞬しゆんでも早くアライアをデクストロゥから奪い返したかった。

「バァカ。たった一人で何ができる！　おっと、吼ほえるだけなら誰にだってできるか！　クククククッ！」

　そんな孝太郎をデクストロゥが嘲あざ笑わらう。彼は孝太郎がたった一人で三十六人を倒たおせるとは思っていないのだ。

「一人ならそうだろうな。だが、あいにく俺は一人じゃない！」

　孝太郎は口元に小さく笑みを浮かべると、前に向かって走り出した。真っ向から三十六人とぶつかるつもりだった。

　―――そうとも！　俺にはあいつらがくれた力があるんだからっ！

　走り出した孝太郎が最初に行ったのは、鎧に秘ひめられた力を解放する事だった。

「マニューバースーツ、戦せん闘とうモード解放！」

『仰せのままに、マイロード』

　孝太郎の命じるままに、鎧は通常行っている作業を全て停止し、戦いに関する作業に絞しぼって労力を振ふり分わけていく。

『武装の選せん択たくを』

「いつものでいい！」

『了りよう解かい。ソニックインパクト起動』

　シュオオオオッ

　孝太郎の手にした剣が小さく唸うなり始はじめる。命中すると衝しよう撃げき波はを生じるバリアーで刀身を包み込み、敵を殺さずに倒す。孝太郎が好んで使う攻こう撃げき方法だった。

『インフォメーション。敵の兵力は三十六名、内訳は重歩兵一、歩兵二十、弓兵十、不明五』

「不明の五人は魔術師よ。砲ほう撃げきと撹かく乱らんを担当する連中だと考えて良いわ！」

『了解、ターゲット再設定。兵種不明の五名を、魔術師と定義』

　そして鎧の仕事をクランが補助する。彼女は自身の腕うで輪わを介かいして孝太郎の鎧の設定を変へん更こうしながら、自らも空中に開いた黒い穴から武器を呼び出した。

「殺すなよ、クラン！」

「分かっていますわ！」

　クランが取り出した武器は奇き妙みように角張ったライフルだった。この武器はフォルトーゼで一いつ般ぱんにスタンライフルと呼ばれているもので、発射した銃じゆう弾だんが命中すると高圧電流を解放し、相手を一瞬で気絶させてしまう便利な武器だ。

　孝太郎とクランが不用意に敵を殺さないのは、重要人物の先祖を殺して歴史が変わってしまっては困るという事もあるのだが、単純にフォルトーゼの国民を殺したくないという気持ちが強かった。そしてそれがアライアの願いでもある。また孝太郎の場合はそれらに加えてティアならそうしろと言うような気がしていた。まとめると、青騎士なら殺さない、という事になるだろう。

「撃て撃てっ！　連中をハリネズミにしてやれっ！」

　だが対するデクストロゥは孝太郎達の事を殺す気だった。彼は孝太郎が向かってくるのを黙って見ている事はなく、弓兵達に先制攻撃を命じた。デクストロゥの命令に従い、彼の周りを固めていた十人の弓兵達は大きな弓を引き絞り、孝太郎に向けて一いつ斉せいに矢を放った。

「矢は任せる」

『了解、バリアー展開』

　十本の矢が近付いてくると、孝太郎の周囲に半はん透とう明めいの白い六角形のタイルが大量に現れて規則的に整列する。そこへ矢が降り注いできたものの、矢は全て六角形のタイルに弾はじき返かえされ、周囲に散らばった。

「クラン、お前は弓を持った連中を頼む！　流ながれ弾だまが怖こわい！」

「分かりましたわ！」

　クランは孝太郎に言われるままに銃じゆうを構えた。すると腕輪と連動した銃は勝手に狙ねらいを定める。銃が狙ったのは弓きゆう兵へい達たち。バリアーの強度的に二人が弓でやられる心配はなかったのだが、二人を狙った矢がそれて群衆に降り注ぐのを防ぎたかった。

「弓が効かないっ!?　ならば魔ま術じゆつ師しども―――くそっ、速い!!」

　弓が通じなかった事で、デクストロゥは魔術師の魔法で孝太郎を攻せめるつもりだった。しかし鎧の力を解放した孝太郎の動きは速く、一気に歩兵達との距きよ離りが詰まった。おかげでデクストロゥは魔術師達に強力な魔法を使わせる機会を逸いつしてしまった。今撃ってしまえば周囲の味方まで巻き込んでしまうのだ。

「向かってくる野郎は一人だ！　押おし包つつめ！」

　仕方なくデクストロゥは命令を白兵戦に切きり替かえた。するとデクストロゥの言葉に従って、二十人の歩兵達が孝太郎を取り囲もうと左右に広がっていく。彼らは盾たてを構えた槍そう兵へいを前面に押し立て、孝太郎に迫せまった。

　―――あの時、早さ苗なえはどうやってた………？

　孝太郎は自分の身体に意識を集中した。そしてかつて早苗が背中に掴まっていた時の感覚をイメージする。すると激しい怒りによって高まった孝太郎の気き迫はくが、自分の身体の中を駆かけ巡めぐるのが感じられた。

「これか！」

　その瞬間、孝太郎の視界が一変する。周囲の二十人の歩兵、その全てにぼんやりとした白い光が重なる。そして彼らの戦う意思が様々な形の光となって、孝太郎にどこへ攻撃が来るのかを教えてくれるようになった。それは以前の戦いで早苗が使った、敵の攻撃を予測する霊れい視しの力だった。

「そしてっ！」

　孝太郎の動きが突とつ然ぜん鋭するどくなる。それは孝太郎の鎧が慌あわてて設定を変更して応答速度を引き上げなければならない程だった。そして孝太郎は鋭くなった動きで、次々と襲いかかってくる槍を難無くかわしていく。これも以前早苗が用いた、身体能力を引き上げる霊れい能のう力りよくだった。その動きは速く、無駄がない。霊視の力と組み合わせ、孝太郎はまるで風に揺れる麦の穂ほのように、全ての攻撃をしなやかにやり過ごしていった。

　孝太郎がそれらの力を使えたのは、早苗が力を使った時に作り出された霊力の回路が、今も孝太郎の中に残っているからだ。とはいえもちろん孝太郎には早苗ほどの霊力がある訳ではないので、彼女ほど自由にこれらの力を扱える訳ではない。しかしそれでもこの二十人の敵を相手にするには十分だった。

「おい、お前のバリアーでアライア殿下を守れるか？」

『距離の分だけ弱まりますが可能です。警告。本機が無防備になります』

「今の俺にバリアーが必要に見えるか!?」

　孝太郎は短く息を吐き出すと剣を思い切り振ふり回まわした。

　ドドドンッ

　複数回の炸さく裂れつ音おん。同時に孝太郎の傍そばにいた五人の槍兵達が跳ね飛ばされていった。

『仰せのままに、マイロード』

「今日は聞き分けが良いいじゃないかっ！」

　だが槍兵はまだ五人残っている。その槍が孝太郎に迫った。孝太郎はそのうちの三つは器用にかわしたが、残りの二つはかわしきれなかった。

『警告。バリアーを本機の防ぼう御ぎよに使用して下さい』

「いらんと言っているだろうっ！」

　キギィン

　孝太郎は残る二本の槍を、一つは右手に構えたティアの剣で、もう一つは左ひだり腕うでに嵌はめられたキリハの籠手で、それぞれ叩き落とした。

「うわあぁぁぁっ!!」

　それと同時に、キリハの籠手で防がれた槍の持ち主が失神する。籠手に蓄たくわえられた電流が、槍を伝わって槍兵に流れ込んだのだ。

「………あいつ、一体何者だ………？」

　あっという間に六人を叩き伏せた孝太郎の戦いぶりに、これまでずっと強気の姿勢を崩さなかったデクストロゥが初めて戸惑いの表情を見せた。

「おいっ、お前達も行けっ！」

「し、しかしっ!!　うわあぁぁぁぁっ!!」

　本能的に危機を感じたデクストロゥは弓兵達にも前進を命じる。だがこの時点で既に三人目の弓兵が倒されていた。

「くそっ、あの女の仕業なのかっ!?」

　デクストロゥはクランの事を孝太郎の従者の無力な女ぐらいにしか思っていなかった。それに彼かの女じよが手にしているものが武器であるという認にん識しきもなかった。だからクランによる狙そ撃げきを許し、三人の味方が倒されてしまっていた。孝太郎が倒した六人と合わせ、これで九人。三十五人いた彼の部下は、既に四分の一を失っていた。

「馬鹿なっ、相手はたった二人なんだぞ!?」

　デクストロゥは焦あせり始はじめる。これまで彼は負ける事など少しも考えていなかった。しかし一瞬だけそれが脳のう裏りをよぎる。それを認めたくなくて、デクストロゥは大きな声を出した。

「お前達はあの女をやれっ！　これ以上良いようにさせるなっ！」

「はいっ！」

　そんな浮うき足あし立だったデクストロゥ達の様子に気付き、ずっとうずくまるようにして泣き続けていたアライアが顔を上げた。

　―――レイオス様………？

　するとその涙で濡れた瞳に、敵と戦いながら少しずつ前進してくる孝太郎の姿が映った。

　―――レイオス様が、戦っておられる………みんなを、守って下さっている………。

　治ち療りよう薬やくは手に入らなかった。だが孝太郎は村の人間やアライアの仲間達を守る為に戦っている。

　―――そして、わたくしの為に、戦って下さっている………。

　そしてアライアとの約束を守る為に戦っている。その孝太郎の姿を見て、悲しみと絶望に沈しずんでいたアライアに、ある疑問が湧わく。

　―――それなのに、わたくしはこんな所で何をしているの………？

　それはこの場所で何もせず、うずくまったままでいる自分への疑問だった。もっと何かするべきなのではないか。果たすべき役目があるのではないか。仮にそれがなくとも、うずくまっていないで、孝太郎が助たすけ易やすいようにしている必要があるのではないか。アライアは孝太郎の姿を見てそう感じ始めていた。

　―――あの方は、まだ戦って下さっている！

　その瞳に強い意志の力が戻ってくる。だがアライアはすぐには立ち上がらない。腕を掴んだままのデクストロゥにはもうしばらく泣いたままでいると思わせておき、機会を狙うつもりだった。

「こうなったら………おい、魔術師共！　魔法であいつの足を止めろ！」

　そのデクストロゥは魔術師達に孝太郎への攻撃を命じていた。

「しかし味方を巻き込んでしまいます！」

「そんな事を言っていると、もっと沢たく山さんやられるんだよ！　ごちゃごちゃ言わずにやれ！」

「りょ、了解！」

　デクストロゥは味方を巻き込む事も辞さず、魔術師達に魔法の行使を命じた。孝太郎はこの時点で更に三人の兵を倒していた。これで兵の損害は先程やられた九人に加えて、合計で十二人。この時点でデクストロゥは孝太郎を大きな脅きよう威いと考え、味方の被ひ害がいを無視した確実な攻撃に出る決断を下したのだ。

「ククク、これでいくらあいつが強かろうと、逃のがれる術はない………」

　―――いけないっ!!

　アライアは急いで立ち上がると、孝太郎に向かって警告の声を発した。

「気を付けてレイオス様っ!!　魔術師達が狙っていますっ!!」

「余計な真ま似ねをっ!!　しかしもう遅いっ!!」

　だがデクストロゥは不敵に笑う。五人の魔術師による一いつ斉せい攻こう撃げき。いくら動きが速かろうと、防ぼう御ぎよ力りよくが高かろうと、防ぎようのない攻撃の筈だった。

「魔術師達だって!?」

　アライアの声で魔術師の方に目をやった孝太郎は、彼らの発する攻撃の意思が自分を囲む一帯に広がっている事に気付いた。しかもそれは、まだ八人残っている歩兵を巻き込む広さを持っていた。

「まさかっ、味方ごとやる気なのかっ!?」

　孝太郎がそれに気付いたまさにその時、五人の魔術師が魔ま力りよくを束ねて作り上げた巨きよ大だいな火球が出現した。火球は先頭に立っている魔術師の杖つえの先せん端たんに宿り、まるでかがり火のように辺りを照らしていた。

『魔術師一より高エネルギー反応。警告。バリアーを本機の保護に使用して下さい』

「お前はそのまま殿下を守ってろっ！」

　孝太郎はコンピューターの提案を却きやつ下かすると、左手を火球の方へ向けた。それに前後して、孝太郎の周囲にいる兵達が慌て始める。

「うわぁぁっ、隊長は俺達ごとやる気かぁっ!?」

「助けて下さいっ、隊長ぉぉっ!!」

「お前達はそのまま青あお騎き士しと戦っていろっ！」

　兵達は助けを求めたが、デクストロゥはまるで直前の孝太郎と同じような言葉でそれを却下した。

「あいつめっ、どこまで腐くさってやがるっ！　おまえらぁっ、怪け我がしたくなかったら伏せていろぉっ!!」

　孝太郎の叫さけびと共に、魔術師達の火球が発射される。その狙いはもちろん孝太郎だ。だが、その正面に新たな火球が出現する。それは孝太郎が左手の籠こ手てを使って生み出したものだった。

「いけぇっ！」

　孝太郎の意思に従い、新たな火球は魔術師達が作り出した火球に向かって突っ込んでいく。孝太郎は両者を激突させる事で相そう殺さいしようとしていた。

　ズムッ

　二つの火球はくぐもった音を立てて空中で衝しよう突とつする。しかし孝太郎の思おも惑わく通りにはいかなかった。火球は魔術師達のものの方が威い力りよくが強く、孝太郎の火球一つでは威力を削そぎ切きれなかった。このため魔術師達の火球は大きく威力が下がったものの、そのまま真まっ直すぐに孝太郎に向かって突っ込んできた。

「駄だ目めだったかっ！」

『警告！　バリアーを―――』

「うるさいっ、宇宙用なら根こん性じようで耐たえろっ！」

　孝太郎は両りよう腕うでを顔の前でクロスさせて防御の姿勢を作る。あとは気合と根性で耐えるつもりだった。そこへ火球がやってくる。赤々と燃え盛る炎ほのおは、煌こう々こうと孝太郎を照らしていた。

　ズドムッ

　火球が爆ばく発はつする。

「………あれっ？」

　しかしその爆発は予想に反して孝太郎を傷付けない。爆発は全て孝太郎の目の前に現れた黄色い光のヴェールに阻はばまれ、虚こ空くうへと消えていった。

「な、何だか知らんけど、助かった………」

　それはクランと戦った時にゆりかが施ほどこした防ぼう御ぎよ魔ま法ほうの一つ。これまでずっと休きゆう眠みん状態にあったそれは、孝太郎の危機を察して活性化し、火球を掻かき消けしたのだった。

「そんな馬鹿なっ！」

　魔術師五人がかりの攻こう撃げき魔ま法ほうが呆あつ気けなく防がれた。その威力に自信があっただけに、デクストロゥは自分の目で見たものが信じられなかった。










　孝太郎の戦いぶりに圧倒されていたのはデクストロゥだけではなかった。

「パルドムシーハ卿、あの方はいったい何者なのですか？」

「それは………私の方が聞きたいくらいだよ、リディス………」

　後方で戦いを見守っていたアライアの仲間の少女達も、孝太郎の姿に驚おどろきを隠かくせずにいた。それは彼女達に病気の苦しさを一時的に忘れさせる程だった。

「あの剣と鎧………強度的に見て、どう考えても高度な錬れん金きん術じゆつの産物………電気や炎を操あやつる機械を内蔵している事からしても間ま違ちがいないと思います」

　リディスは錬れん金きん術じゆつ師しなので、孝太郎の身に着けているものが高度な科学技術による産物だという想像がついていた。

　この時代の科学はまだ明確な区分が成立しておらず、科学だけでなく、薬学や医術、魔ま術じゆつや超ちよう常じよう現象に至るまでまとめて錬金術と呼んで研究されていた。そしてその中に金属の精せい錬れん技術も含まれている。一部の錬金術師が高強度鋼などの製法を独どく占せんし、高い利益を得ていた。だから孝太郎の鎧を間近で見た事のあるリディスは、高度な錬金術の産物だと考えていたのだ。

　そして剣や鎧が錬金術の産物なら、その左腕で炎と電気を操っているのも、錬金術による産物だと考えるのが自然だった。初歩の爆ばく薬やくや電気の発生方法などは、この時代においても既すでに開発されていたのだ。

「錬金術だけじゃなくて、霊れい力りよくも使って戦ってるみたいだよ。あたしほどじゃないけど、相手の発している霊波が読めてるみたい。それにあの感じだと霊力で素す早ばやさも引き上げてるんじゃないかな」

　ファウナが補足する。暁あかつきの女め神がみに仕える神官の彼女は、孝太郎以上に霊力を操る事ができる。それを使って怪け我が人にんや病人の治ち療りようを助けるのだ。そんな彼女だから、孝太郎が霊力を使って戦っている事はすぐに分かった。

「剣の腕だって相当なもの………するとベルトリオンの所属する騎士団は、剣の訓練の他ほかに霊力の修しゆ行ぎようも積ませ、更には錬金術まで積極的に取り入れているという事になるが………」

　話をまとめてみた所で、フレアは大きく困こん惑わくする。孝太郎の戦いぶりは、フレアの騎士としての常識からは大きく逸いつ脱だつしていたのだ。そんな奇妙で強力な騎士団の話など、これまで聞いた事がなかった。

「それだけじゃない。あの男、魔ま法ほうも使っているぞ」

「カリス!?　貴様どうしてここに!?　向こうの兵と合流したんじゃなかったのか!?」

　フレアは突とつ然ぜん横に現れたカリスに驚いた。孝太郎からカリスを自由にしたという話は聞いていたので、まだ近くにいるとは思っていなかったのだ。

「最初はそのつもりだった」

　カリスは自分の杖に身体を預けるようにして苦く笑しようした。

「だが途と中ちゆうで解げ毒どく薬やくがないと分かった。つまり上はお前達ごと私を始末しようとしたのだ。だから無駄に死んでいく前に、あの男の味方のひとつもしてやろうと思った。それだけの話だ」

　カリスはこの病気を治療できる薬があるなら兵達と合流するつもりだった。だが薬はなく、カリスごとアライア一行を殺そうとした事が分かった。それは同時に無差別の殺さつ戮りくでもある。彼女にはそこが気に入らなかった。

　彼女がマクスファーンに、正確には宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちようのグレバナスに忠誠を誓ちかっていたのは貧民街の孤こ児じであった彼女を拾って貰もらったからだった。にもかかわらず、貧しい住民に対する無差別攻撃が行われた。それはカリスの忠誠に対する著いちじるしい裏切り行為だった。

　アイデンティティを失ったカリスだったが、そこで孝太郎の言葉を思い出した。

『ありがとう』

　そのたった一言の為に、彼女はこの場所に戻もどって来きたのだ。

「そうか………」

　フレアは素す直なおにカリスを信じた。そういう瞳ではない。それにフレア達を殺すつもりなら、とっくにやっているだろう。

「それでカリス、ベルトリオン卿が魔法を使っていたと言っていましたが………」

　リディスはカリスの心情よりも孝太郎の事に興味があるようで、彼女により詳しよう細さいな説明を求めた。カリスは頷うなずく。

「先程火球を掻き消した時がそうだ。一瞬だが、アークウィザード級の魔力が解放されていた。青騎士自体が魔法を使っているかどうかは分からないが、少なくとも日常的に強力な魔法を利用できる環かん境きようにあるようだな」

「………アークウィザード級の魔力だと？」

　フレアが再び眉まゆをひそめる。

　アークウィザードとは、宮廷魔術師団の最高幹部七人を指す。宮廷魔術師長のグレバナスもそこに含まれている。この七人は一人一人が強力な魔術師で、実力的にも魔術師の頂点に立つ者達だった。

　孝太郎はそれに匹ひつ敵てきする魔力を扱あつかったという。おかげでフレアに分からない事が、また一つ増えてしまった。

「剣術に霊力、錬金術に魔法………。従者の使っている、火薬式の武器だって相当なもの………。あいつらは本当に何者なんだ………？」

「さてな………ただ、暁の女神に相当愛されているのは確かだろう」

「ベルトリオンがか？」

「いや、アライア殿下が、だ」

　カリスは小さく笑ってそう言い残すと、杖を頼たよりに歩き始める。

「どこへ行く？」

「青騎士を支し援えんする。今のままならあの男が勝つだろうが、魔術師が五人いるのが気にかかる。こちらは私に任せて、お前達はもう一人の殿下を守れ」

「そうだな。分かった、そうさせて貰う」

　フレアは素早く頭の中で状況を整理すると、カリスの言葉に従う事にした。

　病魔に冒された身体では、フレアが正規軍を相手にするのは難しい。しかし魔法を使うカリスならある程度やりようがある。だったらこの場はカリスに任せ、自分達はシャルルを守る。病気が進行した今のフレアでも、パニック状態になった住民からシャルルを守る事ぐらいは出来るだろう。

「いくぞ、ファウナ、リディス」

「パルドムシーハ卿、私はカリスに同行します」

「いいのか？」

「錬金術師としての知的好こう奇き心しんです」

「なら任せる。いくぞ、ファウナ」

「うん！」

　そしてフレア達はシャルルの下もとへ、カリス達は孝太郎の支援へと向かったのだった。










「てやぁぁぁっっ!!」

　孝太郎の剣が一いつ閃せんする。

「ぐわぁっ！」

　すると残る二人の弓兵のうち、一人がそれをまともに喰くらって地面を転がっていく。

「うわああぁぁぁぁっ!!」

　その直後、孝太郎の剣を辛かろうじてかわした筈の残る一人が悲鳴をあげ、ばったりとその場に倒たおれ伏ふした。クランの狙撃によるものだった。

　孝太郎が魔術師達の火球を掻き消した後は、一方的な展開だった。兵達の攻撃は全て孝太郎にかわされてしまうし、頼たのみの魔法も効かない。その状況に完全に浮うき足あし立だった兵達は次々と孝太郎とクランに倒されていった。これにはデクストロゥが味方ごと孝太郎を倒そうとした事も影響していて、彼の命令はもはや兵達には届かなかった。

「………これで残るは六人、ですわね」

　ジャコッ

　クランはライフルの弾だん倉そうを交こう換かんしながら、眼鏡の奥で不敵に笑う。最初は三十六人いた敵も、今では六人。残るはデクストロゥと五人の魔術師。勝利は目前だった。

「よくぞここまで………正直驚いたぞ、青騎士の坊ぼうや」

「アライア殿下は返してもらうぞ、銅騎士デクストロゥ」

　だが意外にもデクストロゥは薄うすら笑わらいを浮かべていた。孝太郎はデクストロゥに剣を向けながら、その笑顔が気になっていた。自じ暴ぼう自じ棄きになったようには見えない。

「そう簡単には返せねぇな。こっちもガキの使いで来ているんじゃねえんだ」

「レイオス様っ、デクストロゥの言葉に耳を貸してはなりませんっ！　これは時間稼ぎっ！　先さき程ほどから魔術師達が何かをやっていますっ！」

「チィッ、さっきからうるせぇなぁっ！」

　デクストロゥはずっと掴んだままになっているアライアの腕を引っ張り、彼女を引き寄せた。そして彼女の喉のど元もとにナイフを突つき付つける。

「少しは黙だまってろっ、アライア！」

「うっ!?」

　気き丈じようなアライアは悲鳴をあげる事はなかったが、それで言葉を封ふうじられてしまった。

「殿下っ！　………おい、バリアーはどうなってる!?」

　孝太郎はそれを見て狼ろう狽ばいすると、すぐに鎧のコンピューターを怒ど鳴なりつけた。

『目標Ｂは当初からバリアーの防ぼう御ぎよ圏けん内ない』

「くそっ」

　鎧の作り出したバリアーはアライアを守っていたが、それは離はなれた場所から来る矢や爆発などから身を守るものであって、最初から彼女のすぐ近くにいたデクストロゥまでは排はい除じよする事はできなかった。

「殿下を放せ！」

「おっとぉ、青騎士の兄ちゃん動くなよ？　後ろのお嬢じようちゃんもだ」

　デクストロゥは思わず一歩踏ふみ出だした孝太郎の事をけん制する。同時にクランに対してはアライアの身体を盾にしてその攻撃を封じた。

「おい、どうなっている？」

　デクストロゥはその状態で背後にいる魔術師達に声をかける。

「今終わります！」

「よぅし！」

　先頭の魔術師の報告に、デクストロゥは満足した様子でニヤリと笑う。彼が味方がやられるのを放置してまで魔術師達にやらせていた事が遂に実を結ぶ。これで魔術師達は魔力を使い果たしてしまうが、もはやそれすら問題ではない。だから彼は笑わずにはいられなかった。

「デクストロゥ様、来ます！」

「おらぁっ、死にぞこないを返してやるよっ！　大事に受け取りなぁっ！」

　ここでデクストロゥは意外にも人ひと質じちにしていたアライアを手放した。そして孝太郎に向かって思い切りアライアを突つき飛とばす。

「きゃあっ！」

　それを見た孝太郎は慌てて駆け出した。身体の弱ったアライアは、数歩足を前に出した所で転てん倒とうする。

「アライア殿下っ!!」

　そうして孝太郎の目がほんの一瞬だけデクストロゥから離れた時、それは始まった。

「待ってベルトリオンッ、何かおかしいですわっ！」

「フフフフフッ、ハハハハハハッ、まさか本当にこいつまで使う羽目になろうとはなぁっ！」

　アライアが座り込んだ場所のすぐ後ろに、巨大な黒い円えん盤ばんが出現する。大きさは優に三メートルを超こえている。それは魔術師が五人がかりで作りだしたもので、クランやティアが武器を呼び出す時の黒い円盤とよく似たものだった。

「礼を言うぞ青騎士の坊やっ、俺おれはこいつを使ってみたかった！」

　デクストロゥは出現した円盤を前にして興奮と喜びを隠せない。彼が初めて人を殺した時と同じような興奮と喜びが身体を包んでいる。そしてゾッとするような歪んだ笑顔がその顔に張り付いていた。

「なんだっ!?」

「空くう間かん歪わい曲きよく反はん応のう!?　ベルトリオンッ、何か大きなものが来ますわっ!!」

　そしてその円盤の中から巨大な何かが出現する。初めて見た時、孝太郎はそれを黒い甲かつ冑ちゆうを身に着けた騎士だと思った。しかしそれは騎士というにはあまりに大きい。全身が穴の中から抜け出した時、その身みの丈たけは五メートル近かった。おかげですぐ目の前にいるアライアが、まるでぬいぐるみかなにかのように見えた。

「こ、この巨大な騎士は一体………？」

　突然出現した巨きよ人じんを目にして、アライアは言葉を失う。

「危険ですアライア殿下っ、すぐにそこから離れてっ！」

「は、はいっ！」

　孝太郎に言われて立ち上がろうとしたアライアだったが、突き飛ばされて転んだ時のダメージと、進行している病気の影響で、すぐには動く事ができなかった。

「すぐに参りますっ、殿下っ！　………クランッ、これが何か分かるか!?」

　アライアが動けないでいる事に気付いた孝太郎は、クランに質問しながら走るスピードを上げる。

「よく分かりませんわ！　鋼鉄製なのは間違いないですけれど、動力らしいものも見当たりませんし………しかしただの彫ちよう像ぞうにしては、奇妙な構造の部分が多過ぎて、何が何やら………」

　クランを困惑させていたのは、巨人の構造だった。

　その出現の仕方からして、クランはこの巨人を素直に戦闘用のマシーンだと思った。だがその中身を無む人じん偵てい察さつ機きでスキャンしてみても機械らしい部分があまり見当たらない。動力らしきものもついていない。金属製のフレームに鎧じみた外装を取り付けた飾かざり物もの、というのが第一印象だった。

　しかし更に分析を進めると、全身に宝石や動物の骨など、金属ではない素材が数多く配置されている事が分かった。工学的にみると、そんな事をすれば強度が下がるだけだ。しかもそれらは外装に遮さえぎられて外からは見えず、飾りという訳でもない。クランには矛む盾じゆんだらけ、分からない事だらけだった。

「彫像だってぇ!?　とんでもないっ、こいつはお前達を殺してくれる無敵の兵士さ!!」

　デクストロゥが笑う。その手にはいつの間にか黄色がかった半透明の球体が握にぎられていた。その球体の中では、赤、オレンジ、黄色の三色の光が渦うずを巻いており、その光量が増す度たびに、巨人の目にあたる部分が真っ赤な光を放った。

　ギッ、ギギギギッ

　そして巨人の目が血のように赤く染まった時、その腕がゆっくりと動き出した。巨きよ木ぼくの幹のような腕は、空っぽの左手を前に伸のばす。そして次は足。重過ぎて僅かに地面に沈み込んでいる左足が持ち上がり、アライアに向かって一歩踏み出した。

　ズシィンンン

　その歩ほ幅はばは普通の人間の二倍以上。その圧あつ倒とう的てきな重量ともあいまって、その一歩は小さな地じ震しんのように地面を揺らした。

「動き出した!?　そんな馬鹿なっ、有り得ませんわこんな事っ!!」

「ククク、有り得なくてもこれが現実。今からお前達はこの巨人―――魔ま道どう兵へいに殺されるのさ」

　動き出した巨人を見上げながら、デクストロゥが勝かち誇ほこる。

　その間も巨人は全身を軋きしませながら身体を動かし、倒れたままでいるアライアに巨大な手を伸ばした。

　キンッ

　すると手がアライアに届く前に、六角形のタイルが整列してその進路を塞ぐ。それは孝太郎が鎧に命じてアライアを守らせていたバリアーだった。

　ビキビキビキィッ、パリィィィィン

　だがしかし、バリアーは次の瞬しゆん間かんあっけなく崩ほう壊かいした。孝太郎とアライアの間に距離があってバリアーが弱かったという事はあるのだが、巨人の圧倒的な質量を支え切れなかったというのがその理由だ。五メートルの巨人の自重は十トン近い。それがバリアーの僅かな面積に激げき突とつした以上、支え切れる筈もなかった。

「きゃあぁぁぁぁぁっ!!」

　これまで驚いて悲鳴をあげる事はあっても、恐怖で悲鳴をあげる事はなかったアライア。その彼女の口から悲鳴が漏れる。巨人はその大きな手でアライアを捕まえると、彼女の腰を抱だき抱かかえるようにして持ち上げた。

「殿下っ！」

「いやぁぁぁっ、はなしてぇっ!!」

　アライアは巨人の腕から抜け出そうと懸けん命めいにもがく。しかし巨人の力は強く、アライアがいくらもがいてもびくともしない。逆にアライアの白い肌はだに傷が付いただけだった。

「あ～あ、せっかく解放してやったっていうのに、お前がもたもたしてるからだぞ、青騎士」

「デクストロゥ………貴様ぁっ！」

「レイオス様ぁっ!!」

　何度か続いたアライアの悲鳴が、巨人の存在を周囲の人々の心に強く刻み込んでいく。自ら動いて戦う鋼鉄の巨人。その大きさや重さだけから考えても、強さが半はん端ぱなものではないと簡単に想像がつく。巨人の危険性は、見る者全てに十分に伝わった。

『うわぁぁぁっ、化け物だぁぁぁぁっ！』

『こんなの、いくらなんでも無理だぁっ！』

『たっ、助けてくれぇぇぇっ!!』

　孝太郎が兵の大半を倒した事でいくらか収まりかけていた人々の心は、再びパニック状態に戻ってしまった。安あん堵どしかけた所でこんなものを見せられては、仕方のない事だっただろう。

「逃にげろ逃げろ！　こいつはどこまでも追っていくぞ！」

　デクストロゥはパニック状態にある人々を楽しそうに眺ながめている。彼はこの巨人の勝利を微塵も疑っていない。兵達を一いつ蹴しゆうした孝太郎でさえも倒せる筈がないと考えていた。

「行けっ、魔道兵っ！　皆みな殺ごろしにしろっ！」

　ドッドッドッドッ

　デクストロゥの命令に従い、巨人が大地を揺らして走る。その歩みはそれほど速くはないが、巨きよ体たいゆえに歩幅が大きく、孝太郎との距離があっという間に詰まった。その左腕に抱えられたアライアは、近付いてくる孝太郎に向かって懸命に叫んだ。

「お逃げ下さいっ、レイオス様っ！　解毒薬が無い以上、どうせわたくしは助からないのですからっ！　一人でも多くの人を逃がしてっ！」

　それは助けを求める声でも、戦えと命じる言葉でもなかった。それはただ、孝太郎の身を案じる言葉だった。アライアも孝太郎が巨人に勝てるとは思っていない。だからアライアは孝太郎に逃げて貰いたかった。アライアの為に命を無駄にしないで欲しかった。そして願わくは、一人でも多く村の人々を連れていって欲しかった。

　―――殿下………。

　アライアの声を聞いて、巨人の出現に面食らい気味だった孝太郎の覚悟が決まった。孝太郎は剣けんの柄を握り直すと、クランの名前を呼んだ。

「クランッ、お前は離れてろっ！」

「あなたはどうするんですのっ!?」

「アライア殿下を放っておけるかっ!!」

　孝太郎は巨人に剣を向けた。アライアはまだ敵に捕つかまったままでいる。ならば剣に込めた誓いゆえに、孝太郎は逃げる訳にはいかなかった。

　―――ティアッ、こんなもの演劇には出てこなかったぞっ！
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　そして孝太郎は向かってくる巨体を睨みつけながら、この場にはいないティアに胸の内で文句を言った。

「………青騎士の小こ僧ぞうは逃げないでくれたか………ありがたい………」

　デクストロゥは誰だれにも聞こえないほど小さな声で呟つぶやく。実はこの時、デクストロゥは安堵していた。

　アライアが毒―――正確には病気―――に冒おかされているのを確かく認にんした今、最優先のターゲットはアライアではない。倒すべきは絶大な力を持ち、まだ毒に冒されていない孝太郎だった。逃げられたとしてもアライアの運命は変わらない。だがたった一人で数十人を相手にできる人間をみすみす逃がして帰れば、いずれ大きな障害になる。孝太郎が毒の入った水を飲んだ保障もない。それではマクスファーンの叱しつ責せきを受けるのも必至で、今後のデクストロゥの昇しよう進しんにも影かげを落とす事になる。だからここは是ぜが非ひでも孝太郎を殺しておく必要があった。

　そういう事情なので、デクストロゥにとっては孝太郎がアライアを見捨てて逃げ出してしまうのが一番厄やつ介かいな展開だった。しかし結局はそうならずに済んだ。だから彼は安堵していたのだ。

「ちぃっ、やりにくいっ！」

　孝太郎は巨人の振るう巨大な斧おのを大きなステップでかわす。

　ズドンッ

　その切っ先は地面に深くめり込む。この威力では、直ちよく撃げきを受けてしまうと鎧のバリアーでも防ぎ切れるかどうかは分からなかった。

　巨人は自分で勝手に動くが、人間のような心を持っている訳ではないので、霊力で攻撃のタイミングや狙いを事前に知る事ができない。だから孝太郎は大きめに回かい避ひせざるを得ない。救いは巨人の動きが人間よりもやや鈍にぶい事で、回避自体はそう難しいものではなかった。

「でやあぁぁぁぁぁっ!!」

　斧が地面にめり込んでいる隙すきに、孝太郎は距離を詰めて剣を振るう。その刀身は正面から巨人の胴どう体たいに激突した。

　キィンッ

　しかし孝太郎の剣は巨人の鎧―――装そう甲こうに撥はね返かえされる。巨人の装甲はその大きさに比して分厚い。いくら孝太郎の鎧が力を貸してくれていても、剣一本で両断するには至らず、表面に浅い傷を残すに留とどまった。

「くそっ、剣が効いてないっ！」

　孝太郎はすぐに背後へ飛とび退すさる。すると孝太郎の顔を掠かすめるようにして巨大な斧が吹ふき抜ぬけていった。

「効く訳ねぇだろぉ、バァカ。無駄だよ、無駄」

「うるさいっ！」

「おおこわ。まぁ、頑がん張ばんな、青騎士の坊や。クックック………」

　デクストロゥの笑い声を聞きながら、孝太郎は何度か攻撃を繰り返した。しかしその全てが弾はじかれてしまった。そこで腰から下の関節部分を狙ってみたものの、これも無駄に終わった。巨人には関節部分にも十分な装甲が施されており、孝太郎の攻撃は通じなかった。

『ベルトリオンッ、超ちよう時じ空くう反はん発ぱつ弾だんを斬った時の攻撃をなさいっ！　あれならこの巨人でも十分に斬れましてよっ！』

　鎧の通信機からクランの声が飛び出してくる。

　クランはこれまでに孝太郎が剣を白く輝かがやかせる様を何度か見ていた。バリアーを斬ったり、ビームを両断したり、超時空反発弾をまっぷたつにしたり。それと同じ方法で攻撃すれば、この巨人でもただでは済まないと考えていた。

「いや、無理だ！」

　しかし孝太郎は首を横に振った。そうしながらも孝太郎は巨人の斧をかわし続ける。

『何な故ぜですの!?』

「あれは俺がやってる訳じゃないんだ！　いつもピンチの時に光って助けてくれるだけで、自分でやろうとして出来るもんじゃない！」

『なんですって!?』

　宝ほう剣けんサグラティンを白く輝かせる光は、これまで孝太郎が危険な目に遭ったり、怒ったりした時に現れて力を貸してくれていた。しかしそれは孝太郎がコントロールしている訳ではないので、自分の意思で剣を輝かせる事はできないのだ。

「それにここへ来てから大分経たつけど、剣が光った事はないんだ！　あれに期待するのは無理だ！」

『仕方ありませんわねっ！　ここはわたくしにお任せなさいっ！』

　クランはそう言うと立ち上がった。今彼女が立っているのは孝太郎と巨人から数十メートル離れた家屋の屋根の上だった。

「『揺り籠』っ！　対物ビームライフル！」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　クランが腕輪に命じると、彼女の近くに黒い円盤が現れ、そこから長大な銃じゆう身しんが突つき出でてくる。クランは円盤からそれが完全に抜け出てくるのを待ち、しがみつくようにして両腕で構える。彼女が手にしているのは、対物ビームライフルという巨大な銃だ。体格的に彼女が扱える最大サイズの武器で、威力もそれだけ大きかった。しかしこれには大きな欠点がある。この銃は大き過ぎて、持って移動する事ができないのだ。つまり一度の狙撃にしか使えないという事だった。

　―――これが効かなかったらアウトですわよ………。

　クランは屋根の上から狙いを定める。巨人は孝太郎が足止めしてくれている。その身体は大きく、動きは鈍い。狙撃にはもってこいのターゲットだった。

　しかしもしこれで駄目なら打つ手はない。用よう途との都合上『揺り籠』にはあまり沢山の武器は搭とう載さいされておらず、クランの扱える武器の中ではこれ以上に威力のある武器はない。超時空反発弾が一発残ってはいるが、それを使うと村ごと消しよう滅めつしてしまう。

　それだけにクランは慎しん重ちように狙いをつけていた。巨人の左腕にはアライアが抱えられているので、そこにも当たらないようにしなければならない。

　―――こんなことなら、もっと戦う訓練をしておくのでしたわ！

　自分の両りよう肩かたにかかる責任の重さを嘆なげきながらも、遂にそのスコープがターゲットを捉とらえる。クランの狙いは巨人の頭だった。

「撃ちますわよっ、ベルトリオンッ！」

　クランはそう叫ぶと同時に、引き金を絞った。孝太郎はまだ巨人の目の前で戦っていたが、クランは屋根の上から巨人の頭を狙っているので、基本的に孝太郎にビームが当たる心配はない。その叫びは攻撃のタイミングを伝えるためだけのものだった。

　シュゴォォォォウゥゥゥゥゥン

　長大な銃身から白く輝くビームが飛び出していく。この銃は重金属の粒りゆう子しを電磁的に加速して発射するので、火薬を使う銃のような瞬しゆん間かん的てきな反動はない。しかしそれでもクランの身体を大きな力でゆっくりと後ろに押すような反動は残った。それだけ大きなエネルギーを与あたえられたビームなのだ。ビームは大気を震ふるわせながら、数十メートルの距離をあっという間に駆け抜ける。巨大で動きの鈍い巨人には、かわせる速度ではなかった。

　ドシュゥッ

　ビームは狙い過たず、巨人の頭に直撃する。

「きゃああっ!!」

「やった!!」

　突然の閃せん光こうに驚き、アライアが悲鳴をあげる。孝太郎はクランの攻撃が成功した事に喜び、歓かん声せいをあげた。

「当たりましたのっ!?」

　クランは銃を構えたまま巨人の姿を確認する。巨人の頭の周辺にうっすらともやがかかっていたものの、その様子はクランの場所からもはっきりと見えた。

　ビームの直撃を受け、巨人の頭は完全に吹き飛んでいた。ビームは顎あごの左側あたりから後頭部へと突き抜けた。その時の衝しよう撃げきと高熱で頭は完全に砕くだけ散ちり、金属の蒸気と粉ふん塵じんを撒まき散ちらしながら、デクストロゥと魔術師達の頭上に降り注いだ。

「くっ、くそぉっ、またあの女の仕し業わざかっ！」

　デクストロゥは降ふってきた残ざん骸がいを払はらいのけると、数十メートル先の屋根の上にいるクランの姿を睨みつけた。デクストロゥは完全に怒おこっていた。無敵の兵士だと信じていたものを傷付けられた。しかもそれをやったのは年若い少女。今日は勝ったと思う度たびにそれをひっくり返されてきたので、デクストロゥの怒りは大きかった。

「殺せっ、あの女からだっ！」

　デクストロゥは手にしていた半透明の球体をクランに向ける。すると頭を破壊された巨人が再び動き出した。人間とは違って、頭を破壊しただけでは巨人を倒すには至らなかったのだ。

「こいつ、まだ動くのかっ!?」

「クククッ、死ねぇぇぇぇぇっ!!」

　巨人は手にしていた斧を振ふり被かぶった。

「まさか―――クランッ、すぐにそこから逃げろぉっ!!」

「なんですの!?」

　それは孝太郎の警告とほぼ同時だった。巨人は高々と振り被った斧を、全体重を乗せるようにして思い切り投げた。斧は軽く弧こを描くようにして飛んでいく。その先にいるのはクラン。彼女の身の丈を遥はるかに超える大きさの鋼鉄製の斧が、高速で回転しながら迫る。当たれば即そく死しは免まぬかれない。それは悪夢のような一投だった。

「冗じよう談だんじゃありませんわぁっ!!」

　クランはライフルを手放すと思い切りジャンプし、屋根の上にその身を伏せた。

　ドガッシャァァァァァン

　だが斧の標的はクラン自身ではなかった。巨人が狙ったのはクランの乗っている家屋そのもの。それを崩くずしてしまえば、クランは崩ほう壊かいに巻き込まれて身動きが取れなくなる。直接狙って外すよりも、確実な攻撃だった。

「きゃああぁぁっ!!」

「クランッ!!」

　デクストロゥの狙い通り、斧の一いち撃げきは木製の家屋をあっけなく破壊した。そしてその崩壊に巻き込まれ、クランの姿が孝太郎の視界から消える。後に残ったのはがれきの山、そしてそこに突き立つ巨大な斧だけだった。

「クラン様っ！」

「おいクランッ、返事をしろっ！」

　巨人に捕まったままでいるアライアの悲鳴を聞きながら、孝太郎は通信機越ごしにクランを呼ぶ。しかし通信機からは耳みみ障ざわりなノイズが出てくるだけで、クランの声は聞こえてこなかった。

「クックックックッ、あの女死んだかぁ？　まあいい。生きていた所で踏み潰すだけだからな。クハハハハァッ」

「クランッ、クランッ！」

　―――無事でいてくれ、クランッ！

　孝太郎は何度も呼びかけるが、耳に届くのはデクストロゥの笑い声だけ。通信機からはノイズ以外の音は聞こえてこなかった。

「さぁて、お次はお前だな、青騎士の坊や！」

　ガシャッ

　巨人は腰こしの後ろに右手を回し、新たな武器のハンマーを取り出す。予備の武器なので斧よりは小ぶりだが、それでも二メートル近い大きさだった。

「来るかっ!?」

　孝太郎は一いつ旦たんクランの事を頭の中から追い出して、剣を構え直す。しかし剣が決定打にならない事は分かっているので、孝太郎は手を出しあぐねていた。

　―――一体どうする!?　どうしたらこいつに勝てる!?

　だが巨人は孝太郎に考える時間をくれない。手にしたハンマーで襲おそいかかってきた。斧よりも一回り小さくなった分だけ、巨人がハンマーを振るスピードは速い。

　ガッ、ガガッ

　ハンマーは何度か孝太郎を守るバリアーを掠め、その度たびにバリアーを維い持じするエネルギーを大きく削けずり取とっていった。

『警告。このままのペースでエネルギーの消費が続いた場合、バリアーは一分以内に維持できなくなります』

「このままだとジリ貧かっ！」

　孝太郎はハンマーを掻かい潜くぐりながら必死に頭を働かせる。しかしうまい方法は思い付かない。孝太郎が逃げだせば村の人達やアライアの仲間達が危険な目に遭あう。かといって巨人を倒す方法も思い付かない。八方ふさがりだった。










『青騎士』

　そんな時、孝太郎の頭の中に誰かの声が響いた。

「誰だ!?」

『私だよ。カリスだ』

　声の主はカリスだった。するとその直後、別の人間の声も聞こえてくる。

『レイオス様!?』

　それはアライアの声だった。ハッとして孝太郎が目をあげると、巨人の腕に掴つかまれたままのアライアと目が合った。

『頭の中にレイオス様とカリス様の声が………これはいったい………』

「カリス、どういうことなんだ!?」

　突然頭の中に聞こえてきた声に戸惑いながらも、孝太郎は巨人と戦い続ける。孝太郎は巨人の身体の中で一番細い手の指に狙いを定めた。指を切断してハンマーを使えなくするのが狙いだった。

『事態が切せつ迫ぱくしているので手短に話すぞ。私わたし達たちがこうして話しているのは、魔法の力によるものだ。遠くにいる人間と言葉を使わずに話す事ができる』

『魔法………これが………便利なものですね………』

　キンッ

　巨人の指に僅わずかに孝太郎の剣の切っ先がめり込む。だが一撃では切断するには至らない。この様子だとあと数回の攻撃が必要だった。

『リディスが言うには、その巨人は魔法人形の一種だそうだ』

　魔法人形というのは、命を持たないものに魔法で命を吹き込んで作った操あやつり人にん形ぎようの事だ。人形はその素材によって呼び方が異なり、土ならクレイゴーレム、石ならストーンゴーレムなどと呼ばれる。

　魔法人形はコントロール用の宝ほう珠しゆを介して、事前に登録された人間の命令を聞く仕組みになっている。だから宝珠が奪うばわれても他の人間では操れない。儀ぎ式しきを行って、登録を変へん更こうする必要があるのだ。

　また、一度命令を与えればあとはある程度自分で判断して行動する。つまり簡単な人格を備えた人造人間なのだ。おかげでデクストロゥの宝珠を砕いても、巨人はそのまま戦い続けるだろう。

　こうした性質を備えているために、魔法人形は兵器として利用されると非常に厄介な相手だった。

『その巨人の身体はマクスファーンの錬れん金きん術じゆつ師し達たちが作り出した鋼鉄で作られているらしい。さしずめスティールゴーレムと言ったところか。リディスは工こう房ぼうで製作中のものを見た事があると言っている』

　リディスはマクスファーンの姪めいにあたり、もともとはマクスファーンの工房で錬金術の研究をしていた。彼女はその時に製作中の巨人の姿を見た事があったのだ。

『他ほかにも様々な錬金術的な工く夫ふうが施されていて、倒すのは困難だそうだ。しかしそれが魔法人形である以上、弱点は抱えている』

『弱点!?　そんなものがあるのか!?』

　孝太郎は剣を振りながら口に出さずに訊きき返かえす。デクストロゥには聞かれたくない内容だった。

『ある。左胸の中、人間なら心臓にあたる部分に、人のこぶしほどの大きさのクリスタルが埋め込まれている。それを壊せ』

『それで倒せるのか!?』

『ああ。私も魔法人形を作った事があるから間違いない。そのクリスタルが自然界の気を取り込んで、身体を動かす為ための魔力に変へん換かんしている。お前になら気の流れが見えるだろう？　気が集中している部分を狙え』

『分かった、なんとかやってみる！』

　勝ち目が出てきた事で、孝太郎は少しだけ口元を緩ゆるめつつ巨人の左胸に目を向ける。するとその途と端たん孝太郎の笑え顔がおが凍こおりつく。

『左胸って、おい………』

『そうだ。だからお前とアライア殿下に話をした』

　巨人の左胸。そこには巨人の左腕に抱えられたままの、アライアの姿があった。

『構いません、やって下さい』

『構いませんって、そんな訳にはいきませんっ！』

『レイオス様、どうせこのままでもいずれ毒がまわって死ぬ身です。あなたと住民達の命には代えられません』

　アライアがそこにいては攻撃できない。このままでは背後から攻撃するしかないが、果たしてそれをさせて貰えるかどうか。それが分かっているから、アライアは自分に構わず攻撃しろと言っているのだった。

『殿下、それだけはできません』

『しかし他に方法は無い筈はずです』

　孝太郎はアライアの言葉を否定しながら必死に考えを巡らせる。

　―――どうすればいい、どうしたら殿下を傷付けずに左胸を攻撃できる？

　その時、孝太郎の顔の前をハンマーが通り過ぎていく。そしてそれが地面にめり込んだ所で、孝太郎の剣が巨人の指に向かって振ふり下おろされる。

　ガッ

　先程と同じ部分に命中し、指に刻まれた傷が深くなる。

　―――ん？

　その瞬間、孝太郎の脳裏にある考えが閃ひらめいた。

『そうか、その手があったか！』

『レイオス様っ！』

　その考えは瞬しゆん時じにカリスとアライアに伝わった。二人とも孝太郎の考えを支持し、喜びの意思を伝えてきた。

『だがその先はどうする？　どうやってあの重装甲を砕く？』

『それは………』

　そこで孝太郎の考えは再びストップしてしまう。孝太郎には重装甲の内側にあるクリスタルを破壊する方法が思い付かなかった。

『大だい丈じよう夫ぶですよ、レイオス様』

　しかしアライアは笑う。それもとても楽しげな様子で。彼女は解決策に気付かないでいる孝太郎を、笑っているのだった。










　アライアから攻撃の方法を教わった孝太郎は、カリスに最後の質問をした。

『カリス、一度でいいから奴やつの足を止められるか？』

『やってみよう。あとは任せるぞ、青騎士』

『ああ』

　カリスの気配が遠のく。それを感じながら、孝太郎は剣を構え直した。遂に最後の勝負の時がやって来たのだ。

『レイオス様』

『殿下、すぐにお助け致いたします』

『………御ご武ぶ運うんを』

　剣を構えた孝太郎と、巨人に抱えられたままのアライアは、ほんの一瞬だけ見つめ合う。しかしその時に交かわされた感情は、決して少なくはなかった。

「どうした青騎士の坊や。もう終わりかい？」

「終わりだ。お前の、な」

「ほぉ、まだ冗談を言う気力があるとはな。だが随ずい分ぶん息が上がってるみたいだぞ？」

「お前も少しは働いたらどうだ？」

「嫌だね。汗あせ水みずたらして働くのは下したっ端ぱのやる事さ」

　―――やれやれ、魔道兵を持ち出してここまでてこずるとはな………。

　余裕の口ぶりとは裏腹に、デクストロゥは内心ではなかなか倒れない孝太郎に舌を巻いていた。だがその孝太郎の動きは目に見えて悪くなってきている。デクストロゥはそろそろ決着がつくだろうと考えていた。当然、自らの勝利で、だ。

「俺はごろごろして酒を飲んでいたいから………そろそろ死んでもらうぞ、青騎士」

「やってみろ。もっと剣の練習をしておけばよかったと後こう悔かいさせてやる」

「その根性、嫌いじゃねぇぜっ！」

　デクストロゥのその言葉と同時に、巨人が前に出る。孝太郎との距離が詰つまり、武器の届く距離になる。先手を取ったのはやはり巨人。リーチの長さはやはり有利だった。その右手のハンマーがうなりをあげて孝太郎に迫る。孝太郎は大きく身体を横に振ってハンマーをやり過ごした。

　ドゴォォォォン

　ハンマーが大地を叩たたくと、その揺ゆれが孝太郎にまで伝わってくる。その揺れが収まらないうちに孝太郎は攻撃に移る。

「角度が浅いか!?」

　キィンッ

　孝太郎の剣は巨人の手の甲こうにあたって跳ね返される。今回の攻撃は僅かな傷を刻んだだけで終わった。だが孝太郎には気を落としている暇ひまはない。素早く大地を蹴けって巨人の脇わきを抜ける。すると直前まで孝太郎がいた場所を、巨人の右足が通とおり抜ぬけていく。もしそのまま立っていたら、その象のような足で蹴り飛ばされていただろう。

「これでどうだぁっ！」

　孝太郎は振り抜いたばかりの巨人の右足に、剣の腹を叩き付ける。

　ガシィン

　音は激しいが、それで巨人の足にダメージが与えられた訳ではない。しかしその一撃で、巨人は僅かに態勢を崩した。バランスを取ろうと、その右みぎ腕うでが宙を掻く。

「こんどこそぉっ!!」

　孝太郎はそこへ全力で剣を振り下ろした。剣の切っ先は狙い通りに指に食い込む。

　ガキィィィィィィン

　するとこれまで何度も攻撃を受けていた指は、遂に切断された。

「よぉしっ！」

「なんだとぉっ!?」

　親指だけを残し、四本の指が宙を舞まう。そして支えを失ったハンマーがその手から零こぼれ落おちる。ハンマーはその先端を地面に潜もぐり込こませるようにして動きを止めた。孝太郎はそれ以上の攻撃をせず、素早く巨人から距離を取った。

「そうかっ、あいつ指ばかりを攻撃して、これを狙っていたのかっ！」

　デクストロゥは離れていった孝太郎を見ながら舌打ちする。

　ギギギギギィィィィ、ズシィィィィン

　それと同時に巨人は両足を踏ふん張ばり、バランスを取り戻した。そして巨人は右手でハンマーを拾おうとする。だが自分の指が無い事に気付き、ほんの一瞬動きを止めた。

『暁の女神よ、どうか………』

　アライアの祈いのり。果たしてそれが天に通じたのかどうかは分からない。次の瞬間、巨人は右手でハンマーを拾うのを諦あきらめ、アライアを右手に抱え直した。右手の指は親指しか残っていないが、アライアを抱えるには支障はない。そして左手でハンマーを使う。巨人はそう判断したのだ。

「今だぁぁぁっ、やれぇぇぇっ、カリィィィィスッ!!」

　しかしそれこそが孝太郎達の待っていた瞬間だった。

『詠えい唱しよう遅ち延えん解除ぉっ!!　水と大地の精せい霊れいよっ、今こそその絆きずなを示せぇっ!!』

　カリスが事前に準備していた魔法を解放する。それは巨人の足元に、大きな沼ぬまを作り出す魔法だった。

　ゴバッ、ゴババァァァァッ

　突然足元に現れた沼に鋼鉄の巨体が沈しずんでいく。全身が沈むほどの深さではないのだが、その絶大な重量が災わざわいして、巨人は沼から抜け出す事が出来ない。巨人は膝ひざまで沼に浸つかった状態で、身動きが取れなくなってしまった。

「くそっ、魔ま術じゆつ師しかっ!?　どこだっ!?　い、いや、そんな事より早くそこから抜け出せっ!!」

　デクストロゥは慌てて巨人に命令する。もしこの時、デクストロゥが孝太郎から目を離さず、その邪じや魔まをしていたら、恐おそらくはこの先に起こる出来事は変わっていただろう。

『嫌いやだね。汗水たらして働くのは下っ端のやる事さ』

　結局、デクストロゥ自身が何もしなかったのが、彼かれの命運を分ける事となった。

「緊きん急きゆう用ようブースターぜんかぁぁぁぁぁいっ!!」

　孝太郎の咆ほう哮こう。

『仰せのままに、マイロード』

　そしてそれを掻き消すかのように、孝太郎は全身から爆ばく音おんを響かせる。

　シュゴォォォォォォォッ

　それは鎧よろいの全身に取り付けられたブースターの駆く動どう音おんだった。ブースターは猛もう然ぜんとした勢いで火か炎えんを吐はき出だし、莫ばく大だいな推力を生み出す。それらは鎧が元々持っている飛行能力を後あと押おしして、孝太郎の身体を宙に舞わせた。

「なんだっ、何の音だっ!?」

『レイオス様、そ、空を、飛んで………』

　孝太郎が飛んでいたのはほんの数秒の事だった。デクストロゥとアライアが驚いている間に、ブースターの炎は消え、孝太郎は着地した。

　ガリッガリガリガリガリィィィッ

　両足から着地した孝太郎は地面を削りながらブレーキをかける。そして孝太郎が止まったのは、倒壊した一軒けんの家の前だった。

「………思ったより早かったですわね、ベルトリオン」

　そこではクランが待っていた。彼女の隣となりにはリディスの姿もある。先回りをしたリディスは、気絶していたクランを起こして事情を説明。二人はここで孝太郎が来るのを待っていたのだ。

「こう見えて、俺は待ち合わせよりも早く到とう着ちやくする派だ」

「ぬけぬけと………嘘うそをおっしゃい、いつも寝ね過すごす癖にっ」

　ガラガラガラッ

　孝太郎は瓦が礫れきの中から大きな金属の塊かたまりを引っ張り出す。クランやリディスでは瓦礫から引っ張り出す事はおろか、動かす事すら難しかったその物体。だが鎧を着た孝太郎なら、それを引っ張り出せるし、持ち運ぶ事もできる。そして使う事も。対物ビームライフル。巨人の頭を撃うち抜ぬいた、クランの武器だった。

「あ、あいつ、いつの間にあんな場所に!?　それにあの武器は!?」

　ここでようやくデクストロゥは孝太郎達の意図に気付いた。

　魔法で巨人を足止めし、巨人の頭を破壊するのに使った武器で攻撃する。そしてそれを巨人がアライアを左から右へと持ちかえた時に実行する意味。

「そんな馬ば鹿かなっ、魔道兵を使ったのに、この俺が負けるっていうのか!?」

　孝太郎達は魔道兵の弱点を一撃で撃ち抜くつもりなのだ。それを察したデクストロゥは半はん狂きよう乱らんになって巨人に叫さけぶ。

「早くそこから抜け出せって言っているだろう!!　どれだけのろまなんだてめぇはよぉっ!!」

　だがデクストロゥがいくら泣なき叫さけんでも巨人は沼から抜け出せない。その大きさが、その重さが。これまでデクストロゥが誇っていたものが、足を引っ張っていたのだ。

「クランッ、俺がこいつを敵の方に向けてやる！　狙いはお前が付けろ！」

「分かってますわ！」

　ガシャンッ

　孝太郎は両手で対物ビームライフルを構える。クランの武器なので、孝太郎の鎧のシステムでは直接は扱えない。実際に撃つのはその横にいるクランだった。

　―――そして狙いは………。

　孝太郎は目に意識を集中する。すると沼にはまった巨人の左胸に、白い光が渦を巻いているのが見えた。

『殿でん下か、ここです！』

『わかりましたっ、レイオス様っ！』

　孝太郎の誘ゆう導どうに従い、巨人に抱えられたままのアライアが右手を巨人の左胸に押おし当あてる。すると彼女の小さな手は孝太郎が見た渦の中心にぴったりと重なった。

「クランッ、あそこだっ！　殿下の右手の位置を狙えっ！」

「命令ばかりしないで下さいませんことっ!?」

　クランは腕輪を使ってライフルに照準を伝える。するとライフルからクランの腕輪を経由して情報が送られ、孝太郎の鎧が勝手に動いてライフルの向きを微び調ちよう整せいした。

『殿下、伏ふせて！』

『はいっ！』

　アライアは手を引っ込め、身体を縮める。巨人は未いまだ沼を抜け出せずにもがいている。今が千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだった。

「今だぁっ、撃てぇっ！」

「わかりました、わかりましたわよぉっ、もぉぉっ！」

　アライアが身を伏せたのを確認し、クランが腕輪に発射命令を入力する。

　シュゴォォォォウゥゥゥゥゥン

　その長大な銃身から再び白い閃光が放たれる。それは空を駆ける一ひと条すじの光の矢となって、巨人の左胸を貫つらぬいたのだった。










　身体を動かす為のエネルギー源が失われたので、巨人は沼にはまったままの状態で動かなくなった。デクストロゥはそれを見上げながら、放心したように座すわり込こんでいた。孝太郎はそんな彼に剣を突き付ける。

「勝負あったな、銅騎士デクストロゥ」

「ああ。俺の負けだ………」

　するとデクストロゥは意外にもすんなりと負けを認めた。

「まさか魔道兵を使って負けるとはな………青騎士の坊や、お前は一体何者なんだ？」

　デクストロゥは巨人の強さに絶大な自信があった。それが敗れたおかげで、かえってすんなりと負けを認める事ができた。他に何をどうやっても、孝太郎を倒たおす方法が思い付かなかったのだ。

　シャキン

　そんなデクストロゥの様子に、孝太郎はサグラティンを鞘さやに戻した。

「旅人だよ。ただしちょっと厄介な事になっている、旅人だけどな」

「旅人だと？　………くそっ、ついてねえなぁ………」

　デクストロゥは大きな溜ため息いきをつくと、そのままばったりと地面に身体を横たえる。

「いや、逆かぁ………アライアが、つきまくってやがるのか………」

「一つ教えてくれ、デクストロゥ」

「いいぜ、坊や」

「最後の時に、お前はどうしてアライア殿下を盾たてにしなかった？」

　孝太郎が気になっていたのは、デクストロゥがアライアを対物ビームライフルの盾にしなかった事だった。その少し前には孝太郎とクランをけん制する為に彼自身がアライアを盾にしていたので、そうしなかった理由が理解できなかった。

「万が一があっちゃ困るからさ」

「万が一、だって？」

「ああ」

　デクストロゥは口元に自じ嘲ちよう気ぎ味みの笑いを浮かべる。

「俺が受けた命令は、アライアを連れ帰る事だった。だがそれには一つ条件があった。死ぬほどの目に遭わせても良いし、治せない毒を飲ませても良い。最悪取り逃がしても構わない。しかし何があっても直接殺してはいけないというものだ」

「殺してはいけないだって………？」

　デクストロゥはアライアを病気に感かん染せんさせたし、殺すふりまではしたが、今すぐ殺す事は許されていなかった。それを聞いた孝太郎は、ある事を思い出した。

　―――こいつもカリスと同じなのか………？

　それはカリスもアライアを殺す命令は受けていなかった、という事だった。カリスにしろ、デクストロゥにしろ、アライアを追おい詰つめようとしながら、最後の最後では手を下さない。そこが孝太郎には不思議だった。

「そして魔道兵は細かい判断が苦手だ。アライアをうまく扱う保証がなかった。俺自身が盾に使うのとは違うんだよ、青騎士の坊や」

「そういう事か………」

　巨人には意思が備わっているが、人間程ほどに細やかな判断はできない。そんな巨人にアライアを盾にしろと命じても、うまく扱えない可能性が大きかった。だからデクストロゥはアライアを盾に使わなかったのだ。

「デクストロゥ、お前は自分で戦って勝ち取るべきだったんだ」

「………ちげえねぇな。俺とした事が………」

　もしデクストロゥが巨人を持ち出さず、アライアを人質にして戦っていたら、孝太郎達たちはやられていたかもしれない。そしてそれは誰にも頼らずに自分でのし上がっていくという、デクストロゥの信条にも沿った結果の筈だった。

「話はそれだけだ。じゃあな、デクストロゥ」

　孝太郎は寝ねたままのデクストロゥに背を向ける。

「いいのかい、俺を殺さないでおいて」

「殿下は相手が何者であろうと、フォルトーゼの民たみが死ぬのを望まない」

　孝太郎本人としては、デクストロゥだけは散々殴なぐりつけてやりたい気分だった。死んでも構わないほどに。それだけの事をやった男なのだ。しかしそれを望まない人がいる。だから孝太郎はこれ以上何もしない。

「それに俺はお前を信じてるんだ」

　孝太郎は一度だけデクストロゥを振り返ると、僅かに口くちの端はしを上げる。

「俺を信じているだと!?」

　デクストロゥはぎょっとして上半身を起こす。

「ああ。お前は狡こう猾かつで、自分の利益に素直な奴だ。だから二度と直接俺おれ達たちと事を構えるようなヘマはしない」

「ハッ………」

　だが続く孝太郎の説明を聞いた瞬間、デクストロゥは笑い始めた。

「ハハハハッ、ちげえねぇっ、ちげえねぇよ、青騎士の坊やっ!!　そいつはもっともな話だっ!!　クハハハハハハハハハッ!!」

　それは自らの敗北すら笑い飛ばす、底そこ抜ぬけに明るい笑い声だった。










　デクストロゥとの話を終えると、孝太郎はアライアのもとへ向かった。アライアの事はクラン達に任せてあったので、そこにはクランやリディス、カリスの姿もあった。

「皇女をほったらかしにしてお喋しやべりに興ずるとは、良い身分ですね、レイオス様」

「これでも故郷では変わり者で通っておりました」

「ふふ、編み物も得意ですものね、レイオス様は」

　アライアは既に巨人の腕うでから救い出されており、やってきた孝太郎を笑顔で出で迎むかえた。それは誰に向ける笑顔とも違う、特別の笑顔だった。

「御ご無ぶ事じで何よりです、アライア殿下」

「大義でありました、レイオス様」

　言葉を交わした二人は、同時に肩かたの力を抜く。ずっと緊きん張ちようが続いていたので、お互たがいの無事な顔を見た所で気が緩んだ。だがそこで彼女はふらりとバランスを崩した。

「あ………」

「殿下っ！」

　孝太郎はそれを慌てて抱だき止とめる。

　―――いけない、殿下は………。

　混乱した状じよう況きようの中で孝太郎は半ば忘れかけていたのだが、アライアは病に冒されていて、本来出歩いていい身体ではなかったのだ。

「殿下」

「きゃっ」

　だから孝太郎はそのまま彼女の身体を抱き上げた。彼女を抱えて宿まで連れ帰るつもりだった。

「大丈夫ですレイオス様、自分で歩けます」

「アライア殿下はもう十分に働きました。少しは御ご自じ愛あい下さいませ」

　幸い孝太郎は鎧のおかげでアライアを抱えていても何ともない。孝太郎はいつも通りの足取りで歩き始めた。

「………分かりました、お願い致します」

　アライアはそう言い残すと、身体から力を抜いて両目を閉じた。

　―――そうだった………。問題は何も解決していない。目先の危険を取り除いただけだ………。

　気が抜けたからか、孝太郎に身体を預けているアライアの顔色は悪い。病気が悪化しつつあるのだ。それはアライアだけでなく、村全体に言える事だった。デクストロゥは退けたが、蔓まん延えんした病気の解決策は得られていない。村は未だに危険の真まっ只ただ中なかにあった。

「青騎士、これからどうするんだ？」

　カリスが語りかけてくる。孝太郎はそれに首を横に振った。

「分からない。デクストロゥも解げ毒どく薬やくを持っていなかった。何か方法があればいいんだが………」

　デクストロゥがマクスファーンの命令に従って撒いた毒―――ウィルスには治ち療りようの為の薬が存在していない。演劇では薬が存在している事になっていたので、孝太郎はすっかり彼から手に入れられると思っていた。しかし現実はそうではなかった。これは予想外の結果だった。







[image: ]







　そんな時、ずっと難しい顔をして考え事をしていたクランが口を開いた。

「………仕方ありませんわね。あまり気は進みませんけど、奥おくの手てを使いましょうか」

「奥の手!?　もしかしてクランさん、治ち療りよう法ほうがあるんですか!?」

　マクスファーンを叔お父じに持つリディスは、この件に関してずっと責任を感じていた。だからクランが奥の手という言葉を口にした時、誰よりも先に訊き返していた。

「え、ええ………」

　クランはリディスの剣けん幕まくに気け圧おされつつも、確かに首を縦に振った。すると今度は孝太郎が身を乗り出した。

「本当なのかっ!?　クランッ!!」

「ベルトリオン、あなたには前にも方法があると言った筈ですわよ」

「そうだったか？」

「ええ。この方法は成功する可能性はそれほど高くはありませんし、リスクも高いのですけれど、この状況ではやらない訳にはいかないでしょうね」

　クランは孝太郎に向かって苦く笑しようした後、その表情をきりりと引ひき締しめる。それはクランが本気になった時にだけ見せる、皇女としての顔だった。







レイオス・ファトラ・ベルトリオン







　孝こう太た郎ろう達たちがデクストロゥ達を退けた数日後。村では収しゆう穫かく祭さいの続きが再開されようとしていた。病気や兵の襲しゆう来らいで、一日目の時点で中止になろうとしていたのだが、住民達のたっての希望により、続きが執とり行おこなわれる事となったのだ。

「おい、あおきし！」

「なんでしょう、殿下」

「なんでもない。そこにおれ」

「はぁ………」

「また姉上とふたりで、さきにいくでないぞ？」

「行きませんよ、もう………」

　孝太郎はシャルルと一いつ緒しよに収穫祭を見て回るという約束があった。シャルルは先日アライアと孝太郎が二人だけで出で掛かけてしまった事を根に持っていたのだ。

「シャルル様、早く着き替がえないといつまでも出掛けられませんよ？」

「わかっておる、わかっておる」

　そのシャルルはついたての向こうで着替えの真っ最中。侍じ女じよのマリーと一緒になってさっきからばたばたと大おお騒さわぎしていた。そして孝太郎は椅い子すに座ったまま、彼女の着替えが済むのを待っていた。

「シャルルが元気になってよかった」

「本当にそうですね………一時はどうなるかと思いましたが………」

　孝太郎の向かい側の席にはアライアが座っている。その隣にはフレアやファウナの姿もある。孝太郎達は四人でテーブルを囲んでいた。

「みんなが元気になったのは、クランちゃんが徹てつ夜やで頑がん張ばってくれたおかげだね～。いい従者を連れてますねぇ、レイオス様は～」

「はははっ、あとでファウナさんが褒ほめていたと伝えておきますよ」

　ファウナはクランを『クランちゃん』と呼ぶ。それがクランには気に入らないらしく、度たび々たび孝太郎に愚ぐ痴ちをこぼしていた。

「レイオス様」

「なんでございましょう」

「この度たびの事で、ひとつ心に決めた事があります」

　アライアは薄く微ほほ笑えみながらも、その瞳ひとみは強い意志を感じさせた。

「わたくしはこのままパルドムシーハ領へ赴おもむき、マクスファーンと戦います」

「ご決断されましたか」

　―――そうか、だからこういう目をしておられるのか………。

　アライアの言葉を聞き、孝太郎は何な故ぜ彼かの女じよが強い瞳をしているのかを理解した。

「はい。マクスファーンはわたくし一人を捕とらえる為に無差別に毒を撒きました。そういう事をする人間が善政を敷しくとは思えません」

　そして彼女は孝太郎の目を真まっ直すぐに見ながら、きっぱりと言った。

「だからわたくしはマクスファーンを討うち、この国の皇族としての責務を果たします」

「素す晴ばらしいお覚かく悟ごです」

　数日前、アライアはマクスファーンが善政を敷くなら国を譲ゆずるのもやむなしと言っていた。守るべきはあくまで民たみであって、法やプライドではないのだから、と。

　しかしマクスファーンが住民への無差別攻こう撃げきを命じた事で、アライアはその反対の決意を固めた。守るべき民が傷付けられたからだった。

「この私も、微び力りよくながらお手伝いさせて頂きます」

「ありがとう、レイオス様。百万の味方を得た思いです」

「なんじゃ、あおきし！　姉上とみつだんかっ!?　わらわもまぜよ！」

「ああっ、駄目ですシャルル様っ！　そんな格好で出ていっちゃあっ！」

　そこへシャルルが飛び出してくる。その身体からだを覆おおっているのは下着と僅かな肌はだ着ぎだけ。半はん裸らに近い状態だった。

「レイオス様失礼しますぅっ!!」

「なっ、なんだぁっ!?」

「姉上ぇっ、あおきしをしんえいたいににんめいしましょうっ！　ねっ、ねっ！」

　だが孝太郎がシャルルの下着姿を見てしまう前に、その視界が侍女マリーの手によって塞ふさがれる。だから孝太郎は、この時のシャルルの健康そのものの笑顔を見る事は出来なかった。










　ワアァァァァァァァ………。

　外から聞こえてきた大きな歓声に、機械を操作していたクランが手を止めた。

「なんですの？」

「ちょっと待って下さい………」

　同じ事に気付いたのか、この数日間クランの助手を務めていたリディスが窓を開け、外の様子を見た。

「あぁ、アライア様達が外に出られたようですね」

「そうでしたの」

　機械を止めて作業を中断すると、クランも窓に近付いて、リディスと一緒に外の様子を眺め始める。彼かの女じよ達たちがいるのは三階の部屋なので、窓からは通りの様子が一望できた。宿の外には多くの人々が詰めかけていて、祭りの見物の為に外に出たアライアや孝太郎達を取り囲んでいた。

『アライア様ー！』

『青騎士様～～！　娘むすめを助けて下さってありがとうございました～～～!!』

『マクスファーンから国を取り返して下さい～～～!!』

　彼らは口々に感謝や激げき励れいの言葉を口にする。その姿は数日前のように、病気に冒されている様子はない。誰もが健康そのものの姿だった。

「やれやれ………わたくしの苦労も知らずに………」

　クランはシャルルを背せ負おったまま群衆の歓かん呼こに応こたえる孝太郎を見ながら、小さく微笑む。その優やさしげな横顔には、孝太郎に対する友好的な感情がにじんでいた。










　クランが病気の治療に利用したのは、遺伝子の書かき換かえだった。

　孝太郎はこの病気の原因となるウィルスに感染しても発はつ症しようしなかった。クランは発症したものの、微び熱ねつが出る程度で済んだ。だから患かん者じやと孝太郎、クランの遺伝情報を比ひ較かくする事で、この病気に抵てい抗こうする遺伝子を特定する事ができた。

　クランはその遺伝子を、毒性を取り除いた問題のウィルスに組み込み、改造ウィルスを作った。それを発症している患者に注射すると、感かん染せん力りよくと増ぞう殖しよく力りよくの強いウィルス本来の特性のおかげで、あっという間に患者の遺伝子に病気に抵抗する遺伝情報を書き込んでくれる。そうすることで患者の遺伝子の一部を孝太郎のものと置き換え、患者に病気のウィルスに抵抗する能力を与えてしまおう、というのだ。

　あとはその患者の身体からだから、体内で増殖した改造ウィルスを取り出し、他ほかの患者に注射してやればいい。治療しながら新たな治ち療りよう薬やくを作るという、芋いもづる式しきの見事な治療方法だった。

　そして治療を受けた患者がウィルスへの抵てい抗こう力りよくを発現した段階で、元のウィルスと改造ウィルスは駆く逐ちくされるので、患者の身体の中にはどちらのウィルスも残らない。おかげでほぼ全すべての患者が今日までに回復していた。

　だがこれは多くのリスクを孕はらんだ危険な賭かけでもあった。

　最初の問題は時間だった。村の人々を治療するにはある程度の時間がかかる。その間にマクスファーンの兵が攻せめ寄よせてきたらアウトだった。

　そして扱あつかう物が生き物であるだけに、改造ウィルスが予定通りの効果を発揮しない恐れがあった。他にも患者ごとに効果に個人差が出る場合も考えられた。実際にやってみるまでは、成功率さえあやふやだったのだ。

　またウィルスというものは、我々のような動物以上に突とつ然ぜん変異を起こしやすい。特に増殖の過程で何度も世代交代を繰くり返かえすので、治療用の改造ウィルスが別の性質を備えてしまう可能性が否定できなかった。下手をすれば治療に失敗した上に、新たな病気を生み出してしまう可能性すらあった。それは新たな悪夢の始まりだ。

　だからこそクランはこの治療法を奥の手として、ギリギリまで使用を渋しぶった。デクストロゥから解毒薬を奪う方がよっぽど安全だったのだ。

　結果的には多くの幸運に恵めぐまれ、クランが恐れた事はどれも起こらなかった。

　マクスファーンの兵は村には近付いてこなかった。撒かれた毒が効果を失うのと、アライア達が死ぬのを待つ為だったようだ。おかげで治療に必要な時間を稼かせげた訳だが、喜んでばかりもいられない。恐らくはその時間の分だけ十分な準備を整え、この先で待ち構えているのだろうから。

　そして改造ウィルスは投とう与よされた全ての患者に適合し、遺伝情報の書き換えに成功した。それでも体力の落ちていた数名が命を落としたが、治療としては大成功だった。

　また、ウィルスの突然変異も起こらなかった。クランの心配していた事の中で、突然変異がもっとも危険が高かったので、治療が無事に終わった時、彼女は冗談ではなく腰が抜ぬけてしまったほどだった。

　だからクランはこの結果に喜ぶよりも、もう二度とこんな危険な賭けはしたくないという気持ちが強かった。綱つな渡わたりの状態が長く続いたものだから、クランは精神的に疲つかれ果はてていた。

　ちなみに今回の治療方法を住民達に説明するのは難しかったため、孝太郎がデクストロゥ達から薬を奪ったという事にしてある。奇きみ妙ような技術を信じさせるよりも、無いと言っていた薬が実はあったと信じさせる方が遥かに簡単なのだ。










「この数日間、どれだけ苦労したやら………」

　クランは窓まど枠わくに肘ひじをつき、村の喧けん騒そうを眺め続ける。その顔は微笑んだままで、口ほどにはその苦労を苦労とは思っていない事が分かる。この先、マクスファーンの手勢が待ち構えているのは分かっている。けれどクランも今日ぐらいは勝利に浮かれていたかった。

「クランさん、良いではありませんか。それでベルトリオン卿が評判になれば、従者のクランさんも得をする訳ですし」

「従者………従者ねぇ………」

　クランにとっては敵の存在よりも、むしろその『従者』という言葉の方が気に入らなかった。

「わたくしが一緒でなかったら大惨事だったというのに、わたくしが脇わき役やくなのは納なつ得とくがいきませんわ」

「まぁまぁ、クランさん」

　隣に立っているリディスはクランの気持ちが分かっているから、クランと同じように穏おだやかに微笑んでいた。この数日間助手を務めた事で、クランの気持ちが少しだけ分かるようになったリディスだった。

「あとで一緒に祝しゆく杯はいをあげましょう。私にとってはクランさんが主役ですから」

　リディスが適切なフォローをする。しかしこの時、クランはその言葉を聞いていなかった。彼女の表情は蒼そう白はくで、口がポカンと開いたままになっていた。

　―――待って!?　わたくしが一緒でなかったら、ですって………!?

　クランは自分の発した言葉に愕がく然ぜんとしていた。そう、確かにそうなのだ。

　この時代の薬や魔ま法ほうでは治療できなかったウィルス感かん染せん症しよう。もし本物の青あお騎き士しがこの場所にいたとして、果たしてその治療ができたのだろうか？

　またクラン自身に不完全ながらも病気への抵抗力があった訳。この時代の人間に遺伝子の書き換えを行ったからこそ、未来に生まれてくるクラン自身に病気への抵抗力が備わっていたのではないか？

　そして極きわめつけは有名な青騎士の言葉だ。『幾百万の刻ときと、幾千万の道程の彼方かなたから』という言葉が、青騎士ではなく、別の人間の事を指していると考えると全てのつじつまが合う。

「そうかっ、そういう事でしたのねっ!!　いくら探しても、見付かる筈がなかったんですわっ!!」

　バンッ

　クランは両手で窓枠を叩いて立ち上がる。その頭の中で、これまで疑問だらけだった事実がパズルのピースのように整列し、一つの答えが導き出される。

　―――わたくしがこの場所にいなければ、病気は治せない！　わたくしが治療しなければ、わたくし自身に病気の抵抗力が備わっていた理由が説明できない！　青騎士の伝説には、どうしてもわたくし自身がこの時、この場所にいる必要がある！　そしてあの男は、確かに『幾百万の刻と、幾千万の道程の彼方から』やってきた。それはつまり―――

「あの男っ、ベルトリオンこそが、本物の青騎士本人なのですからっ!!」

　フォルトーゼの伝説の英えい雄ゆう、青騎士ことレイオス・ファトラ・ベルトリオン。

　その正体は、ちょっと惚とぼけた風ふう貌ぼうの、地球人の少年なのだった。







あとがき







　皆さんお久しぶりです、著者の健速です。今回はあとがきが四ページあるそうなので、前回と比べるとゆっくり目のスタートです。




　前巻の出版から三ヶ月と、比較的スピード出版となった今巻ですが、内容をご覧になった皆さんは既すでにその理由を御理解いただけているのではないかと思います。そう、出てこないんです、侵略者達が。そういう外伝的な内容となっていますので、なるべく早く出した方が良いよねと、編集部との意見が一致。この度の出版となりました。

　この本の内容は前の巻のラストで一時姿を消していた孝太郎とクランが、何ど処こで何をしていたのかというもの。しかしその全てが一冊には収まり切らなかったので、恐ろしい事にこの外伝シリーズは先の巻へ続きます。この続きは八巻の後に八・五巻として刊行される予定となっています。




　今回は少しページに余裕があるので、苦労話でもしてみようかと思います。この本を書くにあたって、実は二つほど大きな苦労がありました。

　一つ目の苦労は時期的な問題です。今だから言える話ですが、一巻の執筆当初からこの巻の内容をどのタイミングで刊行するのかで頭を悩ませていました。皆さんがストーリーとキャラクターに慣れる前に主要キャラクターが殆ほとんど出てこない話をしてしまうと、大きな混乱を生じます。しかしだからといってこの作品がシリーズとして長続きする保証もありませんでした。最終的にはより自然に感じられるタイミングで、という決断をして現在に至ります。幸い読者の皆さんの御支援のおかげでシリーズは順調で、危険度の高いこの巻を刊行する余裕もできました。だから安あん堵どしつつも、皆さんへの感謝を新たにしています。今後も頑がん張ばりますので、引き続き応援をよろしくお願い致します。

　二つ目の苦労は作中に出てくる過去へのタイムスリップをどう扱うのか、というものです。歴史は単一のものなのか、それともトーナメント表のように枝分かれしていくものなのか。枝分かれするならそれはどういう条件のもとで起こるのか。ストーリーの都合上、そういったものを定義してやる必要がありました。

　実は昔から気になっていた疑問があります。それは過去へのタイムスリップというものが起きた段階で、出発した世界の時間と場所には戻れないのではないか、というものです。何故かというと、タイムスリップが起きて人間が過去へ飛ばされた場合、過去の世界に出現した時点で宇宙の質量が人一人分増加。そしてそれが生み出す重力のせいで宇宙の全てのものの位置が僅わずかに変化します。つまり宇宙全体に対しての歴史の改変が行われた訳なので、その直後に未来へ帰ったとしても、微び妙みように元の世界とは違う世界に辿たどり着ついてしまう筈はずなのです。もちろん差が微び小しようであるので、タイムトラベラーはその変化には気付かないのかもしれません。しかし微小とはいえ変化はあるので、例え同じに見えても、友達も家族もこれまで一緒に過ごしてきた人々とは別の人間ということになります。そして歴史が分ぶん岐きして並行宇宙が存在している場合は更さらに複雑です。タイムトラベラーが出発した世界では、彼は不在のままとなってしまうのです。これは物語の構成上、非常に厄やつ介かいな問題でした。

　そこで長い時間をかけて考え続けた結果、歴史は単一ではなく分岐して沢たく山さんの並行宇宙が存在し、そして分岐だけでなく合流も起こるという事に決めました。これは違いが微小であれば、分岐前の歴史と合流して元に戻るという事です。その結果、歴史はトーナメント表のような分岐構造ではなく、編み目構造をしているという結論に至りました。この構造であれば、タイムトラベラーは歴史を変えてしまってもその後の頑張り次し第だいで元の世界へ戻れます。一緒に過ごしてきた友達や家族とまた会えるのです。

　この結論に至いたった時、頭から火が出る直前でした。そのおかげでこの物語が成立した訳なのですが、また新しい作品を作る時にはこういう禅問答的な問題が出てくるのだろうと思います。それが楽しみなような、恐ろしいような気がしています。つくづく思いますが、物語を作るというのは大変ですね。




　ページがなくなってきました。余裕があると思っていたのですが、結構すぐなくなってしまいました。そろそろお別れの時間です。

　この本を出版するにあたって協力して下さった編集部の皆様、ならびにイラストを描いて下さったポコさん、アイデアの相談に乗ってくれた友人一同、そしてこの本をお買い上げ下さった皆様に篤あつく御おん礼れい申もうし上あげます。




　最後となりましたが、この度の震しん災さいで被災された方達の御健康と、亡なくなられた方達の御ご冥めい福ふくを心よりお祈り致します。





二〇一一年　三月

健速









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


健速先生／ポコ先生
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